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「なんて……こと」

　四月一一日、わたしの未来は砕くだけ散ちった。

　今日は中学三年生になって初めての登校日である。空は青々と晴れ渡り、春らしい陽気が我ら島しま村むら中学の生徒を包んでいる。真新しい制服を着た新入生たちはこれから始まる中学生活に夢を膨らませ、二年生たちは下級生の模範になろうと背伸びするように歩いている。

　そしてわたし、峰みね倉くらあすみはこれから控えている学校生活に思いを馳はせていた。

　中三といえば中学における最上級生。

　これまでお局つぼねの如ごとく君くん臨りんしていた先輩という存在が失せて、年上の女にビクビクする必要のない夢のような日々が始まる。先代の中三たちに倣ならって下級生に圧力をかけよう。理不尽な仕打ちをして、下級生の心と身体からだに最上級生の正義を教え込もう。もしかしたら、そんな旧世紀じみた悪意の連れん鎖さを企たくらんでいたから神様が不幸を与えたのかもしれない。

　その不幸は校門で教師から渡された一枚の藁わら半ばん紙しによってもたらされた。隣となりを歩く高たか柳やなぎ君たちも先生から不幸の藁半紙を受け取っていく。

　世界で一番大好きな高柳尚なお人と。わたしの幼なじみであり、身も心も捧げようと決めている最愛の人だ。

　高柳君も藁半紙に記載されている表を確認している。そして彼が手にする藁半紙を美少女の河内こうち利り沙さが背伸びして覗のぞき込こみ、その隣では黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがトレードマークの佐さ島じま洋よう平へいが表の一角を指差してにこやかに微笑んでいる。

　みんな大好きな友達だ。特に高柳君とは世界が終わるまで一緒にいられると信じていた。




　だが！




　大人どもがやらかしたのだ！

　あいつらは義務教育最後の年だというのに大変な不祥事を起こしやがったのである。人生において中学三年生が大事な学年であることは誰だれでも知っているはずだ。中三とは中学生活の総決算。これまで学んできた全てを生かし、春には新たなクラスメイトと共に明日を誓ちかい、夏は受験勉強に励はげみ、秋には京都への修学旅行、冬は高校への旅立ちに備えて辛い勉強に耐える。そして巡り巡って春。わたしたちは在校生に見送られて新たなステージへと旅立つのだ。これまでの人生は中三生活を成功させるためにあったと言っても過言じゃない。




　それなのに！




　教師共は青春の門出を穢けがした！

　あいつらは取り返しのつかないことをしたのだ。生活指導の山やま田だが校門の前で配った藁半紙にはこんな印字がされていた。




　三年Ａ組　峰倉あすみ




　まぁ、自分がどんなクラスに所属させられても構わない。

　それどころかＡ組に自分の名前があったことを喜んだ。Ａ組と言えば校舎の三階端に位置する階段から最も近い教室だ。窓が校庭に面しているので眺めが良く、日当たりは良好。もし三年Ａ組の不動産価値を査定できるとしたらモナコ公国並みの地価を計上できるはずだ。

　しかし、どんな素晴らしい所に住んでいても一緒に暮らす人間が良い人でなければ幸せではないだろう。それはモナコであれ、日本であれ疑いようのない事実だ。

「――あら、あすみと一緒ね。体育で二人組を作るのに困らなくてすみそう」

　同組　河内利沙。

　利沙とは高柳君を巡って争う恋こい敵がたきだ。自他とも認める美しい容よう姿しを持つ娘で、艶つややかな黒髪に、白くきめ細やかな肌はだからは甘い芳ほう香こうが匂い立つ。男子から告白された回数は三〇回を超え、最近ライブに出たことで芸能界からスカウトを受けているとの情報まである女だ。

　そんな恋敵と同じクラスなんて波乱確定だが、こいつは見た目のクールさとは裏腹にいい女なので喜んでおこう。必要以上に短いスカートとニーソックスの絶対領域で目の保養もできるから文句はない。

「やぁ、峰倉さんや河内さんと一緒のクラスなんて楽しい一年が過ごせそうだなぁ」

『あすみ、私は嬉うれしくて仕方がないわ！』

　同組　佐島洋平＆リサ。

　こちらは手放しに嬉しい。佐島君は優しくて頼りになる好男子だ。わたしの相談相手であり理解者でもある。

　それに佐島君と同じクラスということはリサとも一緒にいられるってことだ。わたしと親友の誓いを結んでいるリサは河内利沙と同じ顔をした妄もう想そう少しよう女じよ。妄想少女とは男子が妄想した理想の存在で、わたしは不思議な虚こ無む僧そうから授かったコンタクトレンズのおかげで彼女たちと触れ合うことができる。

　妄想少女はみんな優しい子ばかりだけど、リサはその中でも特別な子だ。わたしを励まし、時には叱しかって高柳君と添そい遂とげられるよう手助けをしてくれる得え難がたい親友である。二年に引き続き佐島君とリサと同じクラスになれたことに感謝だ。




　し　か　し




「――驚いたな。あすみと違うクラスなんて生まれて初めてだ」

　愛する人のクラスも決まった。




　三年Ｂ組　高柳尚人




　Ｂ組。

　ビー組。

　びーぐみ。

　びぃーぐぅみぃ。




　ぎゃぼ！

「なぁーるほど。これからフリーエージェントしてＡ組と自由契約を結べという文部科学省の計らいですわね。やったぁ、高柳君！　中学三年生でプロ野球選手みたいなことができるなんて、今後の人生で役立つこと請うけ合あいだよ」

「フリーエージェントだと？　何を言っているんだ、あすみは」

　呆あきれ顔がおの高柳君。どうやら的外れなことを言ってしまったようだ。

「だとすればExcelエクセル入力のミスでしょうね。中学校教師も質が落ちたものです。これだから教員免許の取得条件を厳しくすべきだといつも言っていますのに。いえ、この場合は教員免許の更新制度が問題なのかしら。どちらにしろ教員改革を即刻行う必要がありますね」

「……だからお前は何を言っているんだ。おっと、そろそろ予よ鈴れいが鳴るぞ。ここでお別れだ。またな！」

「待って、高柳君！　どこ行くの？」

「Ｂ組」

「そこには地じ獄ごくが待ってるわ！」

「縁えん起ぎでもないことを言うんじゃねぇ」

　高柳君はわたしの頭をこづいて昇降口へ走っていってしまった。現実が飲み込めない。高柳君がＢ組で、わたしがＡ組だと？　何かの間違いじゃないのか？

　というより高柳君。あなたは悲しくないの？　幼稚園の頃から同じクラスだったのに初めて離ればなれになったんだよ？　それなのにあんな軽やかな足取りで行っちゃうなんて……。

　高柳君が消えた校舎を見ていると利沙が後ろから飛びついてきた。

「ふふふ。ついに高柳君とのクラス繋つながりが途と切ぎれたわね。しかも彼にはいささかの動どう揺ようもない。いよいよ私の出番が来たらしいわ」

　利沙がわたしの置かれた境きよう遇ぐうを笑う。そりゃ利沙は嬉しいだろう。他ひ人との不幸は蜜みつの味。それどころか恋敵に起きた大不幸である。今のわたしは利沙にとって究極の甘かん美びと言える存在に違いない。

「嬉しそうね、利沙。友人の不幸がそんなに喜ばしいの？」

「とても嬉しいわ。あすみが私と同じ立場になったのですもの。私の大好物はあすみの不幸なの」

　利沙がわたしの首筋をペロリと舐なめた。ヒィッ。

「佐島君、助けて！　利沙がわたしを舐めるの！」

「うん。その様子だと峰倉さんは高柳がいなくても大丈夫そうだ」

『良かったわね、あすみ。河内さんのおかげで寂さびしくないわ』

　佐島君とリサが「良かった、良かった」と満足そうにわたしたちを見ている。この黒縁メガネめ。あんたにとって想い人が同じクラスで高柳君が別のクラスというのは最高の環境だろう。しかも、このわたしが利沙の企くわだてを抑えるストッパーになるのだ。だが友人ならばわたしの気持ちを汲くんで欲しい。

「佐島君は親友とクラスが別になって悲しくはないの!?」

「クラスが変わっても高柳とは親友さ！　さぁ、Ａ組へ行こう！」

　爽さわやかにそう言って走り出す佐島君。

「行くわよ、あすみ！」

『行きましょう、あすみ』

　利沙とリサが佐島君の後に続く。予鈴が鳴り響き、わたしも彼らの後を追って三年Ａ組という監獄へ向かうしかなかった。




「ようこそＡ組へ」

　Ａ組の黒板にはチョークで歓迎の言葉が書かれていた。チョークを持っているのは土ど井い先生だ。若いながらも信頼が置ける教師なので彼が担任という人選に不満はない。また、新しく机つくえを並べる級友たちも温厚そうな人物ばかりで、不良や問題児がいないのはありがたかった。

　それに男子たちに宿っている妄想少女たちの質も高い。着物美女もいれば、ネコミミ美少女、欧州系クォーターの日本美女なんてレアな子もいる。みんな可か愛わいく、美人で、ちょっとエッチ。それでも二年時より慎つつしみ深ぶかく見えるのは男子たちが中三になったことで自身の妄想にリアルさを求めたからだろうか。

　そんな妄想少女たちの中でも最もリアルなコスチュームを着た少女が机の列を飛び越えてわたしの前に着地した。

『やぁ、あすみ！　また同じクラスなんて嬉しいよ！　あすみ的には高柳君と離ればなれで微び妙みようだろうけど、あたしはＡ組にあすみがいて大変喜ばしい』

　この元気な娘はミウ。赤いブルマがオシャレな妄想少女だ。彼女の宿主であるブルマニアこと宮みや里さとも同じクラスである。今日のファッションは純白の体育着に赤いピチピチしたブルマ。その下は白のハイソックスに赤いスニーカーを履はいている。紅白紅白。おめでたい。宮里「元」学級委員はＡ組が気に入っているようだ。わたしだって高柳君さえＡ組にいてくれればミウみたいに全身で喜びを表現できるのに。

「大好きなミウと一緒のクラスは嬉しいけど、高柳君がいない辛さは別問題なんだよ……」

『あら、あすみさん。女の友情は高柳君未満だと仰おつしやるの？　このユイヒメは悲しいですわ』

　ミウの背中にヒョイと飛び乗ってわたしをチョップしたのはユイヒメ。柔やわらかな金髪をかき上げ、羽のついた扇せん子すを優雅に広げる姿は欧州貴族そのものだ。ピンクのドレスが眩まぶしいユイヒメは郷ごう原はら剛つよ士しことゴリが宿す妄想少女である。彼女のモデルがゴリのツンデレ従妹いとこだってことをわたしは知っている。

「ユイヒメ様よ。わたしはそういう意味で言っているのではない。君たちと一緒のクラスで本当に嬉しいんだ。しかしわたしには高柳君と違うクラスという現実が理解できないのだよ。何と言ってもこれまでずっと同じクラスだった。あるべきものがないこの違和感をたとえるなら苺いちごのないショートケーキ。日の丸のない日本国旗。ネタのないお寿す司し。時針のない時計。つまり、太陽がなければ地球が太陽系の惑星だと言えないように、高柳君が存在しない状況が意味不明なんだ」

　宇宙の深しん淵えんに呑み込まれていくような感覚が襲おそう。

『大げさだなぁ、しっかりしろよぅ』

『ほんと、ほんと。これだから思し春しゆん期きの女の子は嫌だわ』

「……ミウにユイヒメよ。そう言うなら、わたしの心を覗いてみるといい。妄想少女ならできるのだろう？　さぁ、わたしの心に触れたまえ」

　二人は顔を見合わせると、可か憐れんな瞳をわたしの虚うつろな瞳に合わせた。その途端。

『オエっっ』

　絶望に触れて二人は嘔おう吐とした。

　ふんっ。その程度で済むとは運が良い妄想少女だ。いや、並の妄想少女では自我が崩ほう壊かいしただろう。誇るがよい。床の吐と瀉しや物ぶつが君らの強さの証明だ。

『あすみ！　二人になんてことをするの！』

　リサが二人を介かい抱ほうしながらわたしを叱った。ふんだ。ミウとユイヒメに共感してもらっただけじゃないか。友達と苦しみを共有して何が悪い。

『あすみ……友達を大事にしないから次から次へと不幸が起きるのよ。きっと高柳君とクラスが別になったのは神様が与えた罰ばつ。悔くい改あらためないともっと酷ひどいことが起きるわよ？　高柳君は妄想少女を宿したままだし……』

「オエっっ」

『さらに妄想少女のそっくりさんまで現れてしまうし』

「オエっっ」

『あれ以来、彼はそっくりさんに夢中だし』

「オエっっ！」

　そうなんだ。わたしには中二の終わりから引きずっている問題がある。




　１、高柳君が宿した妄想少女。

　２、その妄想少女と同じ顔をしたライブ娘さん。




　この問題と比べればクラス替えなど取るに足りないことかもしれない。愛する高柳君が妄想少女を宿し、しかもその妄想少女と酷こく似じした女性まで現れたのだ。

　思えば春休みには色々なことが起きた。高柳君とライブに行き、そこで高柳君から告白されるチャンスまであった。しかし、そんな幸せをひっくり返すように出現したライブ娘に高柳君の気持ちは奪われてしまった。

　どれだけ高柳君が彼女に夢中かと言うと……。

『まさかパンフレットの写真を切り抜いて写真立てに飾っちゃうなんてね』

「うぐうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ―――――――――――――――――――！！！！！」

「峰倉！　大丈夫か!?」

　奇声を発したわたしの背中を土井先生がさすってくれた。しかし、さすってもらってもこの不快な気持ちが晴れるわけない。

　このまま高柳君と距きよ離りが離れれば取り返しがつかなくなる。やはりＢ組に編入させてもらおう。生徒の悩みと真剣に向き合ってくれる土井先生ならどうにかしてくれるかもしれない。

「……せ、先生ェェ。一生のお願いがあります」

「なんだ？　保健室に行きたいのか？」

「この不調は体調不良によるものではありません。後生ですからわたしをＢ組へ編入させて下さい」

「無理」

　速攻で無理だと言われた。わかってるけど、わかりたくない。

「ならば高柳君と一緒のクラスじゃない理由を教えて下さい」

「ん？　そんなこともわからないのか？　いつも『答えは自分の中にある』と言っているだろう」

「禅ぜん問もん答どうは結構です。後生ですから教えて下さい」

　真剣にそう訴えると教えてくれた。

「峰倉は高柳に依い存ぞんしすぎているからな。お前の将来を熟慮してクラス分けしたんだ。職員会議で全会一致して出た結論だと思え」

「先生たちの考えはまちがっています！　胸を張ってそう言えます！」

「いや、幼稚園から同じクラスって方がまちがっているんだ。さぁ、中学最後の学年だ。受験も控えているし気を引き締めてがんばっていくぞ。峰倉のようにクラス替えごときでくよくよしていては志望校への合格は絶対に無理だ」

　クラスメイト全員から笑われた。

　もうどうでもいいや。

　笑われても構うことなんてない。高柳君がいない教室で見栄を張っても意味はないのだ。

　こうしてホームルームは終わり、帰りを告げる号令が掛かった。隣のＢ組からも号令を掛ける声が聞こえた。この声は鶴つるちゃんだ。

　高柳君と一緒のクラスになった鶴ちゃんと亀かめちゃんが憎にくい。あとで奴らの制服を剝はぎ取とってクンカクンカしてやる。そうすれば高柳君の匂いを吸い取れるはずだ。

　さぁ、Ｂ組へ。Ａ組などにいても意味はない。しかし教室から出ようとカバンを手に取ると、前の席からわたしを呼び止める声が聞こえた。

「あすみさん！　同じクラスになれて嬉しいです！　一緒に帰りましょう」

　わたしを誘ったのは仲なか居いちゃんだった。

　春休みに彼氏とキスまでこぎ着けたリア充じゆう娘。

　てっきりメイクアップして新学年に臨むかと思いきや、野や暮ぼったい眼鏡をした地味バージョンである。化け粧しようをすると文字通り化けてしまうが、スッピンだと存在感がまったくないので同じクラスだと気がつかなかった。

「うへへ……仲居ちゃんか。男の唾だ液えきで唇くちびるを穢けがされた忌いまわしき娘よ。わたしと帰るより彼氏と帰ればよかろう？　学校も早く終わったことだし、そのままデートしてスカートを脱がされてしまえ。川かわ上かみと堕だ落らくすればいい」

「いえいえ。そういうのは高校に入るまでお預けにされてしまいました」

「どゆこと？　いちゃいちゃデートをするんじゃないの？　おっぱい揉もまれるんじゃないの？」

　下げ卑びた問い掛けに対して朗らかな笑顔が返ってきた。

「川上君はデートを疎うとむ硬こう派はな男なんですよ。今日は彼のお家で受験勉強するだけです」

　いやいや、それがデートなんです。

　相変わらず仲居ちゃんはずれているようだ。だけど交際が順調に続いているようで安心した。仲居ちゃんからは幸せオーラが発散して眩しいくらいである。それに今回のクラス替えでは川上も同じＡ組だから嬉しくて仕方ないのだろう。恋の女神は仲居ちゃんが大好きみたいだ。

　左前の席に座っている彼氏の方を見ると、これまで裸眼だったくせにインテリめいたメガネを掛けていた。驚いたことに川上の陰いん気きな風ふう貌ぼうは細長いフレームのメガネによって中和され、知的な青年実業家といった容姿に変わっている。男とは彼女ができると変身する生き物らしい。

　そのエセ実業家はカバンを持って立ち上がるとチラリとこちらに向かって片眼を閉じた。すると仲居ちゃんが意味ありげなアイコンタクトで応じた。

「……今のはどういう意味？　キモいんだけど」

　頰ほおを赤く染めて仲居ちゃんは教えてくれた。

「今日は数学の予習をしよう。六時になったらお茶をして、それから計算問題を解こう。その後は二人で夕食の用意をして、お母様が帰るまで受験対策を練ろうっていう意味です。それと昨日作ったクッキーが美お味いしかったと褒ほめてくれました」

「あっち行け、リア充」

「そんな！」

「お化粧して綺き麗れいじゃないお前なんか友達じゃないやい。一緒になんて帰ってやるものか」

「そうです、仲居さん。彼氏と愛を育はぐくむなら、あっちへ行って下さい。あすみさんと一緒に帰るのは私です」

　続いてわたしを誘ったのは《図書室の聖女》こと、仁に島しまさんだった。

　以前、一緒のクラスになりたいと願ったのが天に通じたのか、仁島さんとも同じクラスである。こないだのライブで会った時と印象が違うのは髪型を変えたからだろう。深窓のお嬢様という雰ふん囲い気きをそのままに、毛先に入れたレイヤーが彼女を健すこやかに魅みせている。まるで風に揺れる藤の花みたいな美しさだ。

「やぁ、仁島さん。君と再び一緒のクラスになれて嬉しいよ。仲居ちゃんとは違って君はフリーだから特に嬉しい」

「ほ、ほんとうですか？　私も嬉しくて仕方がありません。今朝はクラス替えのことで頭がいっぱいで……どうか一年間よろしくお願いします」

　仁島さんは私の手を取ると蕩とろけるような笑顔を見せた。わたしが男子だったら感極まって卒倒してしまうだろう。つい可憐な唇に吸い寄せられると、仲居ちゃんのおっぱいがわたしの頭に乗った。

「わ、わたしだってあすみさんと一緒のクラスになれて嬉しいんですから！　仁島さんよりもずっとずっと喜んでいます！　ほら、あっちで沢さわ田だ君が待ってますよ！　早く一緒に帰ったらどうですか！」

「あの人は関係ありません。さぁ峰倉さん、帰りましょう。お時間ありましたらお茶をしませんか？　母も峰倉さんと会いたいと言っているんです」

　仁島さんがわたしの右手を引っ張る。

「勝手なことを言わないで下さい！　あすみさんと帰るのはわたしです。というより髪型を変えてあすみさんの気を惹ひこうとしているのは見ていて痛いです。さぁ、早く帰りましょう、あすみさん」

　仲居ちゃんが左手を引っ張り、負けじと仁島さんが右手を引っ張り返す。なんで女の子二人に取り合いされているんだろう。両手がちぎれかけた時、首を引っ張られた。

「あすみ。遊んでないでこっちにきなさい」

「利沙」

　キスしかねない距離でわたしの頭を引き寄せたのは利沙だった。そして超絶美少女はわたしの両手を摑つかんでいる二人を交互に見み据すえて言った。

「仁島祥さち子こ、あなたの万引きの濡ぬれ衣ぎぬを晴らしたのは誰だったかしら？　まだ借りを返してもらっていないわね。仲居加か奈な、ライブであなたがファーストキスを果たせたのは誰のおかげだった？　恩は返さなくてはいけない。さぁ、二人とも手を引きなさい。そして、仲良く手を繫つないで家へ帰りなさい」

　利沙が二人を交互に睨にらみつけると両手を摑んでいた手が離された。

「……仲居さんはたしか一丁目に住んでいましたよね。一緒に帰りましょう」

「……仁島さん、よかったら家に寄っていきませんか？　ぜひ親しん睦ぼくを深めたいと思っています」

　そうして二人は「「ごきげんよう、あすみさん」」と声をそろえて言うと手を繫いで行ってしまった。

　さすが利沙だ。

　諍いさかう乙女を一瞬で仲良しにしちまったぜ。おっかねぇや。

「利沙よ。君と同じクラスってのは気が引き締まる思いだ。あらためてよろしく」

「こっちは面倒が増えて頭が痛いわ」

「つれない美少女だなぁ……早くデレてよ。全力で受け止めてあげるからさ」

「そんなことより私は高柳君と違うクラスになって悲しいの。きっと、悲しいのはあなたも同じでしょう？　だから私たちは二人で慰なぐさめ合あわなくてはならない。であるから、あなたは私と一緒に野球部の練習を見学しなくてはならない。オーケー？」

「ん？　ん？　ん？　野球部の見学をしながら慰め合うってこと？　何だか意味がわからないし、利沙と慰め合うって卑ひ猥わいな感じだよ。わたしはこう見えてもノーマルな女なんだ。中三で目覚めてしまえば受験への影響は必至だよ。わたしの周りにはその手の誘ゆう惑わくが多すぎる。特に君は綺麗すぎるんだ」

「あなたこそ何を言っているのかさっぱりわからないわ。とにかく、今日は私と一緒に野球部を見に行くの。さぁ行きましょう」

「わたしの都合はおかまいなしだぁ」

「どうせ家でフテ寝をするんでしょ。私と付き合いなさい」

「いやだぁ、今日は部屋でフテ腐くされていたい気分なんだ。一人で引ひき籠こもっていたいんだよぉ」

「峰倉さん。これから部室の落成式があるんだ。よかったら来ない？」

「落成式？」

　不意にわたしと利沙の間に入って来たのは佐島君だった。野球部のボストンバッグを担いでいる。

「ついに野球部の部室が再建されたんだよ。今日は神主さんを呼んで落成式をするんだ」

「おお、それはめでたいや」

　三カ月前、野球部の部室が卒業生によって吹き飛ばされた。思い出したくもないが、部室は屋根まで吹き飛ばされマスコミがヘリを飛ばして報道するほどの大事件だった。春休みの間、かなり大がかりな再建工事をしていたが、どうやら完成したらしい。

「落成式なんて滅めつ多たに見られないイベントだからフテ寝して見逃すのは勿もつ体たいないわよ」

　そわそわした様子の利沙。この子はレアなイベントに弱い。どこから出したのか一眼レフカメラまで手にしている。きっと高柳君を激写するつもりだろう。

「もしよかったら部室の中を案内するよ。なんとシャワー室まであるんだ」

「あら、学校でシャワーなんて素敵ね」

「他の部が羨うらやましがって大変なんだ。特に柔道部と剣道部がうるさくて困る」

「そりゃそうでしょう。これからの時期、汗もかくでしょうから」

　利沙が話に食いついて佐島君は嬉しそうだ。そして佐島君は「待ってるよ」と言い残して教室を飛び出して行った。

『私も行くわね。ちょっとの間だけ高柳君の問題は忘れてレアなイベントを楽しみましょう』

　リサはニコリと笑うと佐島君を追ってフワッと窓から飛び降りた。

　外を見下ろすと、新しい部室の前には早くも野球部員たちが集まっていた。その中には高柳君の姿もあった。

　わたしが大好きな人、高柳尚人……。クラスが変わって、妄想少女が宿って、ライブ娘さんに夢中な高柳君。落成式なんて滅多にないイベントがあるのに、これまでみたいに心が躍おどらない。

「……本当になんとかしないと」

　彼の背後にいる妄想少女と眼が合った。

　魔ま的てきなまでに美しいセーラー服の妄想少女。今も彼の後ろで長い黒髪を宙に揺らめかせ、虚こ空くうに瞳を向けて浮遊している。

　これまでは眼を凝こらさなければ見えないほど透き通っていたが、今は睫まつ毛げの数まで数えられるくらいはっきりしている。これはわたしへの気持ちが薄れたという意味なんだろうか……。それとも高柳君はライブハウスで歌っていた女の子のことが好きなのだろうか……。窓から身を乗り出して高柳君を見ていると利沙に頰をパンパン叩かれた。

「あすみ。まるで少女漫まん画がに出てくるダメな主人公みたいな表情をしているわ。そういう顔はおやめなさい」

「なんだい利沙。そういう君だって高柳君とクラスが違って悲しいんじゃないの？」

　利沙は部室の前にいる高柳君たちから眼を離すと言った。

「私は前向きに考えているわ。そもそも好きな男とべったりというのは私の嗜し好こうに合わないの。隣のクラスくらいが丁ちよう度どいいのかもしれないわね。廊ろう下かですれ違えばトキメキを貰もらえるし、休み時間にこっそり見に行くこともできるわ。それに体育ではＢ組で着替えることになるでしょうから堂々と彼の机に制服を置くことができる。幸福とは日常の断片に在り。すなわちクラスが違った方が面白いはず」

　なんかポジティブで気持ちがよい。たしかにイジイジしているより前向きに生きた方が良さそうだ。

「利沙よ。体育の着替えで彼の机を使うのはわたしだ。こればかりは友達でも譲ゆずれない」

「それなら一緒に使いましょうか。そうすればあすみは私と高柳君のフェロモンが混ざり合った制服を着ることができる。どう？　身み悶もだえするほど素晴らしくない？　彼と違うクラスになったことが嬉しくならない？」

「うーん……嬉しいような嬉しくないような」

「じゃあ、修学旅行の自由行動で彼をストーキングするの。つかず離れずこっそりと彼の一挙一動を盗み見るのはきっと楽しいでしょうね。同じグループでお寺巡りするよりスリリングな体験ができるはずよ」

　早くも利沙は秋にある修学旅行を見据えているのか。利沙と一緒に京都で高柳君のストーキング。確かに趣おもむきがあってよろしい。

「……なんだか、楽しそうな中三生活が待っている気がしてきた」

「でしょ。違うクラスになったけど、あすみは私とそういったことを楽しめるようになったの。よかったでしょ？」

　あっ。もしかして凹ヘコんでるわたしを慰めてくれているのだろうか。こいつは何気にいい子だから困ってしまう。

「利沙と同じクラスでよかったよ。おかげで寂しくなくなった」

　クールな表情に似つかわしくない可愛い笑顔が返ってきた。

「私の有り難みに気づいたところで野球部の見学に急ぎましょうか。そろそろ始まるはずよ」

「あ、落成式があるんだったね」

「違うわ。着替えよ。着替え。新しい部室で初めてユニフォームに着替える野球部員を見に行きましょう！　裏の茂みから覗けるの」

　そう言って利沙は三年Ａ組から飛び出していった。

「ま、待って！　変態美少女！」




　こうして生まれて初めて高柳君と違うクラスで過ごすことになった中三生活が幕を開けた。
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「――利り沙さ。この麻マー婆ボー豆どう腐ふはなぁに？」

「杏あん仁にん豆腐と交換して欲しいの。私と間接キスできるチャンスよ」

　そう言われたかと思うと無理矢理スプーンを口に突っ込まれた。利沙は食べ物の好き嫌いが激しく、いつも苦手な給食を押しつけてくる。間接キスしてばかりだ。そんな給食の時間もすでに五回目。中三の生活は第二週目に突入した。

　自分でも意外だったのは高たか柳やなぎ君がいない教室にすぐ馴な染じんだことだった。数日経たっただけで彼の不在が日常になったのである。

「誰か利沙の麻婆豆腐食べない？　わたしも辛いのが苦手なんだ。宮みや里さと学級委員はどう？」

「遠慮しておこう」

「ゴリはいらないかね？」

「俺おれにふるな峰みね倉くら。河内こうちと間接キスしたなんて従妹いとこに知られたら何て言われるか」

「へぇ、郷ごう原はら君はそういうの気にするんだ？　好きな子と一緒に暮らすってどういう気分なの？」

　利沙が従妹という単語に食いつき、小悪魔的な視線で尋たずねる。

「お、お前、なぜそれを！」

『どうしてダーリンが由ゆ衣いさんを好きだって知ってるんですの!?』

　スプーンから杏仁豆腐を取り落として狼狽うろたえる郷原ゴリとユイヒメ。そして、話のネタを得たＡ組の級友たちが盛り上がり、お昼の放送が聞こえないくらい騒がしくなると土ど井い先生が軽く注意を入れる。まぁ、こういった具合に三年Ａ組はクラスとしてできあがり、利沙も上う手まくやっている。

「あ、あの、利沙様。麻婆豆腐が苦手でしたら私が代わりに食べますよ」

「ありがとう、仲なか居い加か奈な。あなたみたいな優しい娘が同じグループにいて助かるわ。いつも一緒にいられる川かわ上かみ君が羨うらやましい」
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「利沙様。杏仁豆腐はいかがです？　よかったら食べて下さい」

「あら、仁に島しま祥さち子こありがとう。そう言えば料理が得意なんですってね。いつか手作りの杏仁豆腐が食べたいわ」

「[image: ]」

　これまで女子から強烈にバッシングされていた利沙だが、三年になってからは立場が劇的に変化した。仲居ちゃんや仁島さんと仲良くなっただけでなく、他の女子とも上手くやっている。どうやら先日のライブで「高柳君に再告白検討中」とカミングアウトしたのが好意的に受け止められたようで、今までフラれて「ザマー」と陰かげ口ぐちを叩いていた女子たちの態度が変わったのだ。

『……それに引き替え、あすみはうまくいっていないわね』

「思い出させないでくれよぉ……」

　リサに言われて血の気が引いた。ここ三日ほど高柳君とは挨あい拶さつすら交かわしていないのだ。妄もう想そう少しよう女じよやライブ娘さんの件も不安だが、この状況は大変やばい。

『クラスの垣根がこれほど二人を引き離すなんてねぇ……。あれからライブ娘さんの情報は？』

「それが全然だよ」

　机つくえからライブのパンフレットを出して膝ひざの上に広げた。写真の中では美しい女性がスポットライトを浴びて歌っている。

　このパンフレットはライブハウス《セントエルモ》で新しく貰ってきたものだ。これまで彼女についてわかったことは《Not found 404》というガールズバンドに所属していることと、名前が「Kyoco」ということだけだ。あれだけの歌い手だからブログでもやっているんじゃないかと考えてネットを調べたけどヒットしなかったし、ライブハウスに問い合わせても初来店ということしか教えてくれなかった。

『名前は「Kyoco」……。漢字だと今日子かしら？　それとも京子？　やっぱり、あの時の様子だと高柳君は彼女について知っているのよね。いっそのこと直接聞いてみれば？』

「聞けるわけないよ……」

　あの日、パンフレットを見た高柳君は顔色を変えた。

　それだけでもショックだったけど、「Kyoco」を見た時の彼の顔が忘れられないのだ。わたしだけでなく高柳君も公園を通りかかった彼女に気がついたのである。すぐに駅の方へ消えてしまい正体を確かめる間もなかったが、高柳君は明らかに動どう揺ようしていた。それ以来わたしは悶もん々もんと「Kyoco」の正体に悩んでいる。

『あすみ、そろそろ昼休みになるわ。給食を食べてから話しましょう』

「……うん」

　気がつくと給食の時間が終わりかけていた。食べるのが早い男子たちは食器を片づけて昼休みが始まるのを待ち構えている。彼らのように楽しく学校生活を送れたらどんなにいいことか。

　杏仁豆腐の器を手に取るとチャイムが鳴り、男子たちは教室から飛び出していった。仁島さんは図書当番のため図書室へ向かい、仲居ちゃんもくっついていく。わたしも早く食べ終えてしまおう。杏仁豆腐を一飲みにすると騒がしくなった教室にふと麗うるわしい声が混ざっていることに気がついた。

　この声は高柳君！

　振り返るとドアの脇で佐さ島じま君と話をする高柳君の姿があった。

　話しかけるチャンスだ。しかし、なぜか身体からだが動かない。たった三日、言葉を交かわしていないだけで声をかけるのをためらってしまうのだ。これがクラスの垣かき根ねなのか？

『そんな弱気じゃだめ！　落成式の話でもいいし、昨日の時代劇の感想でも何でもいい。ちょっとでも触れ合うことが重要よ。このままじゃどんどん離れちゃうわ。違う？』

「リサの言うとおりだ」

　クラスの垣根がなんだ。話をするチャンスがあるなら生かさないと。食器を片づけるふりをしながら近づくと利沙もついてきた。

「……佐島に何の用かしらね。高柳君がＡ組に来るのは珍めずらしいわ」

「野球部の打ち合わせかな……？」

『二人してストーカーみたいね』

　リサも苦笑しながらついてくる。高柳君は佐島君にプリントを見せて何か話し合っているようだが、周囲が騒々しくて聞き取れない。

「……ちっ、馬ば鹿か男子がうるさくて高柳君の声が聞こえない」

「リサ、お願い」

『わかってる。えっと……ああ。野球部の練習試合のことね。今度の日曜日、成せい条じよう中学校との対戦が決まったわ。そのスタメンについて話をしている』

　利沙が妄想少女の特性を発揮して佐島君が聞いている話の内容を教えてくれた。

　そう言えば去年の今頃も隣となりの学校との練習試合があった。表向きは親善試合だけど、実際は三年生の指導力を競う試合だと聞いたことがある。両校とも新入生三名以上をスタメン参加させることを約束し、二週間でどこまで新人の潜せん在ざい能力を引き出せるか競うのだ。その勝敗が一年生たちのモチベーション向上だけでなく、野球部のこれからを占う試金石になるのはわたしにでもわかる。そして、その大事な試合を高柳君たちが中心になって準備しているのだ。手帳にメモしつつ討とう論ろんする姿は大人っぽくて格かつ好こういい。

「ねぇ、リサ。ポジションはどうなってるの？」

『高柳君は三塁のままよ。佐島君は右翼手ライト。他のポジションは……へぇ、いきなり一年生をピッチャーでスタメンに入れるんだ……ふむふむ』

　リサが佐島君の思考とリンクして教えてくれた。こっちの利沙にも教えてあげよう。

「利沙よ。どうやらポジションの相談をしているみたいだよ。高柳君は三塁手サードを続投するようだ」

「おそろしい地じ獄ごく耳みみね、あすみ」

「へへ。頭は悪いけど眼と耳はいいのだ。それにしても彼らはずいぶん張り切って試合に臨むようだよ。なにか手伝えればいいのだけど」

　いつもそう思うのだが野球に関して手伝えることはない。マネージャーに立候補した時は断られてしまったし、野球の知識だってルールを知っているくらいだ。しかし、せっかく彼がＡ組に来ているのだ。どうにかして話すきっかけを見つけねば。

「あ」

　するとチャンス。高柳君が手帳を取り落としたのである。

　拾ってあげれば話ができるかも。しかし利沙の方が早く手帳に飛びついてしまった。猫ねこのような俊しゆん敏びんさだった。

『お見事。チャンスを逃さない子ね、河内さんは』

「負けたよ。あの子には」

　敵ながらあっぱれ。

　だけど拾った利沙の様子がおかしい。どういうわけか手帳を返さず、広がったページに見入っているのだ。

「どうしたの？」

　不審に思って手帳を覗のぞき込こむとクリアホルダーに信じられないものが挟はさみ込こまれていた。




　これは。




　それを見て言葉を失った。

　そして抑えきれない悲しみが胸から溢あふれ、同時に今見た物が見間違いだったのではないかと眼を疑った。そして呆ぼう然ぜんとしている間に高柳君は利沙から手帳を奪いとった。

「悪いな、河内」

「――い、いえ。野球の試合の作戦会議ですか？」

「まぁな。夏の大会の前ぜん哨しよう戦せんだからがんばらねぇと。それじゃ教室に戻る。佐島、放課後またミーティングしよう」

　高柳君はわたしと眼も合わさず教室から出て行った。その後ろ姿は逃げるかのように思えた。

『ねぇ、あすみ！　手帳に挟まれていた写真って……あすみ？　あすみ!?』

「あすみ、どうしたの!?」

「……え？　なに？」

　なんだろ、利沙の顔がぼやけてるや。

　あ……。

　涙が出てるみたいだ。




　あの子の写真だった。




　高柳君が手帳に挟んでいたのはパンフレットの切り抜きだった。しかも手帳のサイズに合わせてカラーコピーしている。彼は手帳に入れて持ち歩くほど、彼女に夢中なんだ。

　参ったな。

　こんなことで泣いてるよ。

　切り抜きが部屋の写真立てに飾られていても平気だったのに、手帳に挟み込まれていることは別次元として心が反応してしまった。

「どうしたのよ。気持ちはわかるけど泣かないで。ほら、元気出して」

　利沙がみっともなく泣いているわたしの頰をハンカチで拭ってくれた。

　高柳君は女の写真を手帳に忍ばせるような女め々めしい男ではなかったはずだ。それなのに写真を持ち歩いている。悲しみともなんともつかない気持ちが胸に溢あふれると、人前で泣くなんて情けないとわかっているのに涙が余計に出て止まらなくなった。

　周りの人たちが何事かと遠巻きにわたしを見ている。嗚お咽えつを漏らさないよう口を押さえるのが精一杯だった。

　だけど衝撃を受けていたのはわたしだけではなかった。それは佐島君だった。

「高柳の奴め……。あんな見ず知らずの子の写真を持ち歩くなんて、どういうつもりなんだ」

　佐島君が苛いら立だったようにそう言い、続けてわたしの名前を叫んだ。

「峰倉さん！」

「な、なに？」

　温厚な彼が大声を出すなんて初めてなので、驚いて涙が止まった。そんなわたしの顔を佐島君が真正面から見据えている。そして何か決心したかのように頷うなずくと佐島君は言った。

　その声はたしかに聞こえた。

　だけど何を言われたのかすぐには理解できなかった。

　利沙が佐島君を呆然として見ている。給食の片づけをしていた男子たちや、席から遠巻きにわたしたちを見ていた女子たちも、皆同じような顔をしている。クラス中の視線がわたしたちに向けられていた。




　いま、わたしはなんて言われた？




「――な、なんて言ったの？　佐島君」

「君のことが好きなんだ。どうか僕と付き合って欲しい」
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　何がなんだかわからないまま昼休みが終わり、授業が早送りしたようにすっ飛び、気がついたら利沙と一緒に通学路を歩いていた。いつの間にか学校が終わったようである。近くを歩いている生徒がわたしを見て何事か囁ささやき合あっているところを見ると、昼休みのことが早くも噂うわさになっているのだろう。

「久しぶりに驚かされたわ。まさか教室で告白劇が見られるなんてね」

　そうなのだ。

　告白された。

　佐島君から告白をされてしまった。

　なぜ!?

　佐島君は利沙が好きなんじゃないのか？　それなのに「付き合って欲しい」なんて言われた。何が何だかわからない。

「ねえ、生まれて初めて告白をされた気分は？　嬉しくて言葉が出ない？」

　利沙が冷やかすような笑みを浮かべながらわたしを見ている。

「い、意味がわからないんだ。さっぱりわからない」

「落ち着きなさい。あすみは佐島から告白されたの。良かったじゃない」

「でも、わたしは高柳君のことが……」

「いやいや。冷静になって考えるべきよ。このところ高柳君とは疎そ遠えんなんでしょ？　あの眼鏡君ってよく見ると顔がいいし、性格だって悪くない。あすみの暴走を止める器量もあるし、お似合いだと思うよ？」

「……それって恋こい敵がたきの策略？」

「勘かん違ちがいしないで。あすみにとって悪くないことだと思っているから勧めてるの。そこら辺は誤解しないで。私はあなたの友達なのだから」

「……そっか」

「それで峰倉あすみは佐島洋平になんて返事をするのかしら？」

「わからない」

　本当にわからない。自分の気持ちがわからないとかじゃなくて、なぜ佐島君がわたしに告白したか理解不能なんだ。佐島君から好きだと言われた後、教室が騒然としてわたしはなんのリアクションも取らず逃げてしまった。そしてそのまま午後の授業を終えて利沙と一緒に下校している。高柳君の手帳と佐島君からの告白。混乱して何がなんだかわからない。

「どうすればいいんだろう……利沙」

「どうしようもないんじゃない？　答えが出ないならキープすればいい。仮に私があすみの立場でも困ってしまうくらいの出来事だ。『返事』を保留するのもありよ」

　利沙は簡単にキープなどと言う。

「わたしは利沙みたいな美少女じゃないんだ。そういうのは許されるはずないよ」

「許すも許すまいもそれは向こうが決めることじゃなく、あすみが決めることよ。その様子だと告白されるのは初めてだろうから教えてあげるけど、主導権はこっちにあるの。しかも、あんな奇襲みたいな告白だったんだからあすみが動揺して当然だと佐島も思っているはず。『考える』時間をもらえばいい」

「そういうもの？」

「そういうものよ」

　わたしが知る限り三〇人もの男子から告白されている美少女はそう教えてくれた。もし許されるなら考える時間が欲しい。今のわたしに冷静な判断ができないことはたしかだし、何よりリサの言葉が気になって仕方がないのだ。

　告白された直後、わたしはリサにこう言われた。




『お別れの時が近づいたみたい』




　リサは優しげな笑みを浮かべながら、そんな不吉なことを口にしたのである。

　そして、どういう意味か問い返す間もなく、『あすみを惑わせたくないからお休みするね』と言い残して口を閉ざしてしまったのだ。こんな時こそ佐島君がどうして「付き合って欲しい」なんて言ったのか教えて欲しいのに、リサは膝を抱えて丸くなり、わたしがどんなに呼び掛けても、返事をしてくれなくなってしまった。

　わたしを惑わせたくないから休む。リサがどういう心境から「休眠」したのかさっぱりわからない。ミウやユイヒメたち妄想少女に聞いても、どうしてリサがこうなったのかわからないと言う。佐島君の告白にリサの異変……。

「……いったいどうすればいいんだ」

　つい言葉が漏れると利沙に背中を叩たたかれた。

「だから今日は気持ちを落ち着けなさい。一晩寝たら余裕ができるはずだよ。経験者が言うのだから噓うそじゃない」

　利沙はわたしを気づかってくれているらしい。いつもの美人特有の冷たい瞳ではなく、温かな視線、まるでリサみたいな眼まな差ざしをわたしに向けてくれている。どうしようもなく混乱しているわたしにとって利沙の存在はありがたかった。

「……利沙。一緒にいてくれて嬉しいよ。だけど今日はお稽けい古こがある日じゃなかった？　こっちの通学路で帰っても平気なの？」

「のんきにピアノを弾いてる場合じゃないでしょ。それともあすみは一人で悶もん々もんと悩んでいたいの？」

「利沙から告白されたらよかったのに」

　心の底からそう思った。そして、恋敵のくせに優しいものだから、つい『リサ』と話しているような感じで変なことを言ってしまった。利沙から告白されたいって何だよ。わたしは本当にテンパってるようだ。

　奇妙な沈ちん黙もくのまま交差点で信号が変わるのを待ち、大おお沢さわ団だん地ちの坂を上る。虚こ無む僧そうと出会った薄暗い道に差し掛かると、利沙が遠くを見ながらふと口を開いた。

「……ねぇ、高柳君は手帳に挟んでいた写真の子が好きなのかしら？」

　娯楽を楽しむような様子から一転して、沈しずんだ口調でわたしに尋ねる利沙。わたしみたいにみっともなく泣きはしなかったけど、やはり利沙も手帳の写真にショックを受けたのだ。そしてわたしも「Kyoco」の顔を思い出し、身体がゾクリと震えた。

「……認めたくはないけど、興味があるのはたしかだろうね」

「そうよね……興味がなければ写真なんて持ち歩かないものね……あの子は誰なのかしら？　どこで知り合った人なんだろう？」

　わたしだってそれが知りたい。高柳君は「Kyoco」とそっくりな妄想少女……名前を「キョウコ」としておくが、妄想少女キョウコを中二の修了式に宿した。すると式の前には「Kyoco」と出会っていると考えられる。

「ねぇ、心当たりはないの？」

「……あの子はこの前のライブで君たちの次に歌った子なんだ。本名かどうかわからないけど『Kyoco』って名前らしい」

　すると利沙は得心したとでもいうように手を叩いた。

「ああ！　どうりで見覚えがあると思った。そうか、あの人か。楽屋で会ったわ」

「覚えているの？　どんな人だった？」

「明るい人。愉ゆ快かいなトークをする人だったわ」

「話したの？」

「ええ。ついでにハグされた」

「抱きつかれたの!?」

「驚いたわ。まぁ、洋楽を歌う人だから挨あい拶さつの一種だったのかもしれない。それより驚いたのは『君はサプライズゲストか。きっと喜んでもらえるよ』って言われたことね。ドキリとしたわ」

　利沙は高柳君を驚かせようとサプライズでライブに臨んだ。どうして「Kyoco」がそのことを知ってるんだ？

「彼女とは初対面だったんだよね？」

「もちろんよ。それに話をしたのもその時だけ。こんなことならもっと話をしておくべきだったわ。よく考えると私がサプライズ参加だと知っていたのは変だもの」

　悔くやしそうに唇を嚙かむ利沙。

「そこは悔しがるところじゃないよ。ステージ前でそれどころじゃなかっただろうし、第一その時点で高柳君と彼女を結びつけるなんて不可能だ」

「わかっているけど悔しいわ。それに『いい人だなぁ』と思ったことも悔しい」

「利沙が初対面の人に好感を持つなんて珍しいね」

「あれだけオーラ出ている人なら誰だって好感持つわよ。それにハグされて緊張が解れたって事情もあるから感謝していたくらいだけど……」

「だけど？」

　利沙はポケットに手を突っ込むと言った。

「敵なら叩たたき潰つぶす」

　恋路を邪魔する者には容赦しない。それが河内利沙だ。

「けれど叩き潰すにしても、その相手がどこにいるのかわからないんだよ」

「ライブハウスに聞いてみればいいじゃない」

「教えてくれなかった」

「ネットで検索すればいい」

「ヒットしなかった」

「それなら脚を使うしかない。新宿でライブするくらいだから関東圏に住んでるはず。千里の道も一歩から。日本中をくまなく歩き回れば、いつか見つけられる」

「そんな無茶な」

　しかし、そうでもなかった。

　日本開かい闢びやく以来、伸ばされ続けてきた道路を「Kyoco」も歩いているのはたしかなことで、それが陸む奥つの果てや長なが門との岬でも、この都道であってもおかしくはない。つまり都道脇の歩道を「Kyoco」が歩いていたのだ。

「なんじゃそりゃ!?」

「……さ、探すまでもなかったね」

　眼を疑ったけど、あの腰まで掛かる長い髪と前髪の間から覗く美しい顔を見間違うはずはない。雪山登山にでも使いそうなリュックを上下に弾ませながら、島しま中ちゆうの通学路を歩いている。

　さすがの利沙も驚いたようだが、すぐに不敵な笑みを浮かべた。

「後をつけましょう」

「え？」

「彼女の正体を摑むの。付き合いなさい」

　利沙はわたしの腕を摑むとダッシュした。
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　やけに重たそうなリュックを担いで歩く「Kyoco」。

　わたしたちは電柱や路地裏に隠れつつ彼女を尾行している。真まっ直すぐ道みちなので見つからないよう後をつけるのはなかなか難しい。それでも橋の辺りまで来た頃には「Kyoco」の服装をチェックする余裕ができた。

　ライブの時はシンガー・ソングライターみたいなさっぱりした服装をしていたが、今日は麻のシャツを羽は織おり、ボトムはカーゴパンツというラフな格好だ。履いている靴がトレッキングブーツなので一見するとハイカーに見える。お嬢様系の顔とは対極的な服装に思えるが不思議と似合っており、妄想少女キョウコのセーラー服姿を見慣れているわたしにはその姿が新鮮に映った。

「高校生かしら？　それとも大学生？」

「少なくとも中学生には見えないね」

　背はそれほど高くないが、中学生にはあんな自信に満ちた歩き方はできないと思う。「Kyoco」は歩き方ひとつでも人目を惹く女性だった。

「……さっきから何度も地図を見ているわ。この辺りは不慣れみたいね」

　先程から大きな道路地図を広げたり、バス停の案内図を見て立ち止まるなど土地勘がなさそうな様子である。そのため突然振り向いたりするので、わたしたちは注意して尾行しなくてはいけなかった。

「どこへ行くつもりかな？」

「このまま進めば学校のプール門。高柳君を迎えに来たとか……」

「そんな！」

「考慮すべき可能性のひとつよ」

　彼女は都道に掛かる横断歩道を渡った。

　たしかにこの先を右に曲がればプール門に出る。プール門とは南門の通称だ。主に都道を渡った先に住んでいる生徒が利用する門で、プールの隣にあるからプール門。「Kyoco」は交差点で島中の生徒に声を掛けると、二言三言、言葉を交わして右に進路を取った。これで学校へ向かっていることが確定した。このまま校内に入る気だろうか？

「あすみ、こっちに来て」

　利沙が都道沿いのマンションへ走っていった。管理人室の小窓を中腰で突破し、外階段へ向かった利沙は階段を駆け昇る。そして五階の踊り場に着くと柵さくから飛び降りた。

「利沙!?」

　驚いて身を乗り出すとそこは作業通路だった。手招きする利沙を追うと通路は屋上に続いていた。

　学校だ。学校が見える。屋上からは校舎に体育館、校庭からプールまで学校全体を見下ろせた。プール門へ向かう「Kyoco」の姿も確認できた。

「ここで彼女を監視するわ」

「妙な観察ポイントを知っているんだね……ここからならプールもテニスコートも見放題だ。うひょひょ」

「勘違いしないで。わたしはここから高柳君が部活に汗を流す姿を観察していたの。プールもテニスコートも関係ないわ」

「なるほど。たしかに野球部がしっかり見えるね」

　校庭では野球部が練習していた。しかしこの距離では顔まで判別できない。残念に思っていると利沙はカバンから双眼鏡を出してプール門を覗き始めた。

　あえて双眼鏡に触れないでいると、利沙が「使いなさい」と、ポケットからオペラグラスを投げてくれた。ありがたく受け取ってわたしも門にレンズを向ける。

　プール門までの距離は五〇メートルくらいだろう。オペラグラスの倍率では表情まではわからないものの、門に手を掛けて校庭を見ている様子がうかがえる。視線を辿たどるとキャッチボールする野球部員に行き当たった。

「明らかに野球部の練習を覗いているわね。目的は高柳君に間違いない」

　リュックを門に立てかけて野球部を眺めている「Kyoco」。その姿はわたしに映画のワンシーンを連想させた。

「すごい美人だね。利沙に匹敵する美しさだよ」

「否定できないのが悔しいわ」

　しばらく「Kyoco」の様子を見ていると、利沙が双眼鏡を校庭の方へ向けた。動きがないので観察対象を高柳君に変えたようだ。いつもなら利沙を咎とがめるところだけど、わたしも校庭にレンズを向けることにした。背番号「７番」がホームベースのそばで新入部員とキャッチボールをしている。

「やっぱり、佐島のことが気になる？」

　ドキリとした。

　背番号「７番」は佐島君だ。わたしは無意識に高柳君ではなく佐島君にオペラグラスを向けていた。

「気になるのは仕方ないわよ。それより、これからどうなってしまうのかしら」

「どうって？」

「親友が幼なじみに告白したのよ？　その影響よ」

　利沙の言葉でようやくそのことに気が回った。

　そうだ。佐島君の発言はすでに高柳君の耳に入っているだろう。彼らは小学校の頃からの親友で、しかも佐島君は「峰倉あすみが好き」なことを高柳君から相談されている。

「……高柳君にとって親友の行動は裏切りになるんだ」

「そうね。キャッチボールを別々にしているところを見ると完全に意識しているわね」

　いつも二人で組んでキャッチボールをしているのに今日は別々だ。

「ど、どうしよう、二人の仲がおかしくなっちゃうよ」

「こればかりは彼らの友情次第。今は放っとくしかない。とりあえず私にとっての問題は高柳君が『Kyoco』って人に夢中なこと。一ひと目め惚ぼれならいいけど、そんな単純なことではないと私の勘が訴える。そして最大の関心事は佐島の告白が試合に影響を及ぼさないかってこと。私が好きな高柳君は野球が上手くなければいけないの」

「利沙は野球をやっている高柳君が好きなの？」

「前も言ったけど、頑張っている彼が好きなのよ。そんな姿がビジュアルとして見える野球は好きね」

　キャッチボールが終わり、バッティング練習に移った。三年生の高柳君たちが新入部員のバッティングフォームを指導している。

「今年の一年生は逸いつ材ざい揃ぞろいね。あの長髪の彼とちびっ子は真ま面じ目めに練習すれば全中連クラスになるわ」

「へぇ……見てわかるんだ。正直わたしにはどの子も同じに見えるよ。利沙は野球に詳しいんだね」

「高柳君のことを追っているうちに自然と覚えたの。もしマネージャーになれるんだったらなりたかったわ。あの子が羨ましい」

　利沙は新築された部室の方に双眼鏡を向けた。わたしも同じようにそちらを見ると土井先生がジャージ姿の女子に何か教えていた。あの子はゴリの従妹の由衣ちゃんだ。ノートを持っているところを見るとスコアブックの記入方法を教わっているのだろう。

「野球部六〇年の歴史にして初めてのマネージャーだね」

「今までいなかったのが不思議なのよ。だけど彼女のおかげで部員たちは練習に専念できる。今年は新入部員も期待できるし、二年生も力をつけた。もしかしたら念願の地区大会制覇どころか、都大会への進出、はては全国へ出られるかもしれない。だからこそ、今度の練習試合を頑張って欲しいのだけど……」

　利沙が嫌なことを思い出したように溜ため息いきをついて続ける。

「あすみが泣いちゃったのもわかるわ。彼が女の子の写真を手帳に挟むなんてね。私なら公私ともにサポートできるのに……」

　利沙は今にも涙を流しそうだった。

「お、おい。眼を潤うるませないでくれよ。利沙はいつだって堂々としていて欲しいんだから」

「勝手に私のイメージを固定しないで。男がそばにいるならともかく、ここには友達のあなたしかいないの。少しくらい気を緩ゆるめさせてよ」

「泣いちゃダメだよ。わたしじゃ慰なぐさめられないから」

「わかってるわ」

　利沙は涙こそ見せないが、口を結んで耐えている。大好きな男子が自分じゃない子の写真を持ってるのは、誰にとっても悲しむべきことなのだ。

「あすみ、今あなたの心の中にある天てん秤びんは高柳君と佐島のどちらに傾いているの？」

「二人とも天秤には載っていないよ。告白に驚いているだけ」

「いい答えだわ。プール門の方を見てご覧なさい」

　利沙に促うながされてプール門を見ると「Kyoco」がリュックを背負っているのが見えた。

「今日は佐島のことは後回しにして彼女の正体を探りましょう。もし、高柳君に相応ふさわしくない品性下げ劣れつな女だったら私たち二人で暴行して乱暴して視界から消し去るの。男に興味が持てない身体にできれば幸いね。あすみ、付き合ってくれる？」

「利沙と一緒なら何でもできる気がするよ」

「またしてもいい答え。ならば、ここから降りて彼女を地の果てまででも追いましょう」

「うん！」

「じゃあ行動開始。まず私が先にマンションを出るから、その間あすみは監視を続けてて。階段を下りている間に見失わないようにするの」

「わかった」

「念のためあすみはここから彼女が都道をどっちに曲がるか見届けてね。私が携帯をワン切りしたら降りてきなさい」

　利沙はそう指示を残して階段を駆け下りて行った。




　……高柳君と佐島君を天秤にかける……か。




　屋上に一人取り残されると溜め息が出た。二人を比べるなんて数時間前までは考えもしなかったことだ。高柳君のことが好きなのに、佐島君から告白されて動揺している。なぜ、わたしは彼から好きだと言われて「冗じよう談だんだよね」と返さなかったのだろう。

　もしかしてわたしは「Kyoco」に夢中な高柳君から気持ちが離れつつあるのではないだろうか……？

　そう思ってしまうほど、わたしは動揺している。そして、すでに二人を天秤にかけていることに気がついて、自分がひどくふしだらな女に思えた。




　――リサ。どうして佐島君はわたしに告白したんだよ？




　レンズの向こうにいるリサに問い掛けた。

　しかしリサは答えてくれない。部室の前で膝を抱えたまま佐島君を見ているだけだ。

　佐島君が軽けい薄はくで不純な男子だったらどんなに良かったことか。あの真しん摯しな佐島君が利沙を好きなまま告白するはずはないのだ。ならばなぜ告白したのだろう？　考えれば考えるほど、わからなくなる。

　こんな時こそリサに佐島君の気持ちを教えて欲しいのに……。

　わたしを「惑わせないように」口を閉ざしたリサ。いったいどういう意図があって話をしてくれなくなったのだろうか。

　考え込んでいると不意にポケットの中で携帯が鳴った。利沙からの合図だ。今は利沙と一緒に彼女の正体を探ろう。

　根拠はないけど「Kyoco」が何者かわかれば、何か見えてくる気がする。




　　　　　＊＊＊




　マンションから出て尾行を再開。「Kyoco」は淡々と都道を歩き続けている。東に進むということは来た道を戻っているのだが、バス停を素通りし、タクシーが通っても見向きもしない。ただ歩くだけである。どこを目指しているのか皆目見当がつかない。

「今度はどこに行くつもりなのかな？」

「駅に向かっているわけでもないし、バス停も素通り。かと言って高柳君のお家を目指しているのでもない。まったく見当がつかないわ」

「尾行を続けるしかないね」

「あら、曲がったわ」

　橋の手前で急に右折した。この先には妙みよう蓮れん寺じがある。妙蓮寺はわたしが虚無僧の正体だと睨んでいる住職がいる寺だが、普通の人がわざわざ訪れるような寺ではない。しかし、「Kyoco」は都道を曲がった途端、足を早めて妙蓮寺の門を潜くぐってしまった。

「意外ね。お寺が目的地だなんてね。今流は行やりの歴れき女じよってやつかしら」

「妙蓮寺にそんな歴史はないはずだよ。できたの昭和だもん」

「なら彼女がここに来た目的を突き止めないと」

　わたしたちは寺内の様子を窺うかがおうと門の脇から覗き見た。だが不思議なことに彼女の姿が消えていた。

「どこへ行ったの!?」

「わからないよ！」

　わたしたちは本堂前に置かれた常じよう香こう炉ろまで走った。妙蓮寺はさほど広い寺ではない。本堂があって、隣には日本庭園。門の脇に鐘かねを吊つるす鐘しよう楼ろう堂どうが設置されているだけの寺だ。境けい内だいに誰かいればすぐわかるはずなのに、どこにも見当たらない。

「あすみ、あの小道はどこに繋がっているの？」

　たしか霊園への裏道だったはずだ。庭木に隠れているので見失ってもおかしくない。

「あの道は霊園に通じてる。もしかしたら墓参りに来たのかもしれない」

「行ってみましょう」

　小道を走って小さな門を潜ると、記憶していたとおり霊園が広がっていた。霊園は思っていたよりずっと広く、校庭がすっぽり収まりそうな中にたくさん墓石が並んでいた。

　しかし人の気配は感じない。入り口にある水くみ場の前で立ち尽くしていると利沙の手がわたしの手に伸びた。

「奥を捜してみましょう」

「二手にわかれた方が効率いいよ」

　ギュッとわたしの手を握り返したのが利沙の返事だった。どうやらこの美少女はお墓の類たぐいが苦手なようだ。可愛らしい。

　手を繋いで墓地の中へ。○○家、□家……大小様々な墓石を順に見ながら歩く。お供えもまばらで辺りは静まり返っていた。

「いないね……」

「……もっと奥よ……ヒィッ！」

　不意にカラスがギャァギャァとけたたましい鳴き声を上げながら羽ばたいた。

「あれはハシブトガラスだ。怖くないよ。利沙」

「驚いただけよ。勘違いしないで」

　今が夜じゃなくて良かった。お墓に眠っている人たちには悪いけど、この雰囲気は好きになれない。怪談は好きだが本物は苦手なのだ。

　わたしにすがりついて震ふるえる利沙をうながし、再び歩き始める。しばらく進むと、どこからか線香の香りが漂ってきた。周りを見回すと、少し先の方にあるお墓から煙けむりが立ち上っていることに気がついた。もしかしたら「Kyoco」が線香を立てているのかもしれない。

「利沙、あっちだよ」

「……ぅん」

　あの人はお墓参りに来たのだろうか？　ここまで後をつけて来たんだ。見つけたら高柳君とどこで知り合ったのか聞いてしまえ。お墓の列を四つ移動したところで煙が上っている墓石を見つけた。しかし、そこには誰もおらず、ただ線香が一本立っているだけだった。

　青白い御み影かげ石いしには「近おう江み加か古こ」と刻まれていた。

「誰もいないじゃない。こういう所苦手なのに、入って損をしたわ」

　急に元気になった利沙がわたしの手を離して線香を覗き込んだ。奇妙だ。線香はまだ新しいのに火をつけた人物がいない。ここまで誰ともすれ違わなかったのに長い線香が残されているのはおかしい。

「ねぇ、利沙。変じゃない？」

「何が？」

　振り返る利沙。すると、その顔がみるみる青ざめ、わたしを指差しながら歯をガチガチ鳴らし始めた。

「な、なに？　わたしになにかついてるの？」

　不意にゾクリと戦せん慄りつが襲った。

　振り返るとそこには……。

「ぎゃ、幽ゆう霊れい！」

　白い着物を着た女がわたしの真後ろに立っていたのだ。

　利沙が腰を抜かし、歯をガチガチ鳴らす。わたしも恐怖に硬直していると、真っ黒い髪を垂らした幽霊は生気を求めて擦り寄ってきた。このままでは地獄に連れて行かれ、億おつ劫こうの責め苦を与えられる。

　そうはいかぬとファイティングポーズを取ると、あることに気がついた。

　この幽霊。わたしと同じシャンプーの匂いがする。

　幽霊らしからぬ芳香に戸惑っていると突とつ如じよ、利沙が立ち上がってカバンを振り上げた。

「こ、こ、こ、こ、このぉ！　あすみから離れなさい――――――――――――!!!!」

　世にも恐ろしい形相でカバンを叩きつける利沙。どうやら恐怖が極まって感情が逆ベクトルに転じたらしい。

「ま、待って、利沙……！　ぎょぶ」

　カバンの角が「幽霊」ではなくわたしに命中している。幽霊はわたしを盾たてにしているのだ。気が遠くなったところで幽霊の手が離れた。利沙がわたしを引き寄せて抱きしめる。すると幽霊が着物をマントのようにバサッと宙に放ち、高笑いを上げた。

「あ、あなたは！」

「Kyoco!?」

「そう！　私は流る浪ろうのシンガー・ソングライター小こ坂さか京きよう子こ!!　君たちの尾行は露見していたと思いたまえ！　わはははは！」













　わはははは！

　なんかイメージと全然違う！

「利沙君とはライブハウス以来だね。まずは幽霊に恐怖する君の顔に胸がキュンとしたと告白しておこう。そして先日のライブでは君の美声に胸がわしづかみにされた。さぁ。まずはスカートの埃ほこりを払いたまえ。髪の乱れも直すのだ。シワのついた制服が私の胸を苦しませる前に！」

　キュンとしたり、わしづかみにされたり、苦しまされたり、ずいぶんと忙しい胸だ。利沙がスカートについた埃を払って立ち上がると、貧しい胸の持ち主はわたしを指差した。

「そして、あすみ君！」

「は、はい!?」

　この人はわたしの名前を知っている。しかし驚いている間もなく彼女は不思議なことを言った。

「奴から覚かく醒せいを促されてまだその程度か！　失望を禁じ得ないよ！」

「か、覚醒!?　何を言ってるんですか」

　尋ね返すと小坂京子は眼を細めた。

　瞳の色が青い。日本人ばなれした青色だ。しかしそれよりも彼女の視線が気になった。まるでわたしの後ろに誰かいるように見ているのだ。

「いいや、『誰かいるように見ている』のではなく見えているのだよ」

　今、なんて言った？

「え？　『なんて言った』か？　ならば今一度言おう。私には君に取とり憑つく者が見えているのだ。奴が『悪霊』と言った者の姿をね」

　わたしは思わず息をのんだ。この人は心が読めるのか？　そしてわたしに悪霊が憑いていると言わなかったか？

「そうだよ。色濃くハッキリと見える。そちらの利沙君には相変わらずナオト君が見えるな。愉快極まりないね」

　笑みを浮かべながら利沙の後ろにある空間を見て言う小坂京子。

　待て……何かおかしい。この人はおかしい。まるでわたしの心を見透かしているような発言と、この世に見えざる者を視認しているような眼差し。

　それにナオト君って何だ？　ナオトって高柳尚なお人と……まさか……

「逃げましょう。この人は電波系だ」

　利沙がわたしの身体を引き寄せる。そう、電波だ。この人の電波的な発言は身に覚えがある。

「ようやく理解してくれたようだね。君に宿る『彼氏』から、『思考』を読み取るのはけっこう面倒なんだよ」

　わたしを見下ろす小坂京子の青い瞳が怪しく光っていた。




　まさか、まさか……




「あすみ君。『まさか』の後に『そんなことはありえない』なんて語を繋げないでくれよ？　同じ秘密を持つ者としてガッカリしてしまうから」

　同じ秘密!?

　まさか、そんなことはありえない！

　小坂京子は笑いながら右目を長い指でなぞった。すると瞳の色がブルーから黒へと変わった。

「君にも入っているんだろう？　このコンタクトが」

　彼女の指先にはコンタクトレンズが載のっている。あまりのことに言葉が出ない。そんなわたしを彼女は色の異なる瞳で見据えながら言った。

「あらためて自己紹介しておこう。私の名は小坂京子。一七歳の女子高生。ただしそれは仮の姿。ある時はシンガー・ソングライター。またある時は流浪の名探偵。そして、その正体は！」

　ニカリと魔的な笑みを浮かべて言った。

「高柳尚人のお姉さんさ」




　生まれてはじめて腰が抜けた。
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「さぁ、食べてくれ」

　高たか柳やなぎ君のお姉さんを名乗る小こ坂さか京きよう子こはわたしたちを本堂の仏間に通し、茶菓子を勧めた。ちゃぶ台には大量の茶菓子が無造作に置かれ、緑茶が湯気を立てている。正体の真しん偽ぎを確かめる間もなく本堂に連れていかれ、わたしたちの頭の中は疑問で一杯だった。

「……この寺の関係者なんですか？　小坂さんは」

「ノンノン。京子って呼んで欲しいな。利り沙さ君」

「質問に答えて下さい、京子さん。妙みよう蓮れん寺じに縁ゆかりがあるんですか？」

　利沙がまず尋たずねたのは本堂へ招き入れたことについてだった。

　住職は不在である。戸には鍵が掛かっていたが、京子さんはカーゴパンツのポケットから鍵を取り出してわたしたちを招き入れたのだ。しかし京子さんは利沙の問いに答えず、お茶に口をつけると、「にがい」と顔をしかめて饅まん頭じゆうを頰ほおばった。出されたお茶を口に含むとたしかに渋かった。

「甘い物で中和するといい。幸い君が好物にしている兎うさぎの和菓子もある」

　言われたとおりお菓子に手を出すと、程良い甘味が口に広がった。

「利沙も食べてごらんよ。美お味いしいよ」

「私はいいわよ」

「遠慮するなよ。将来『義妹いもうと』と呼ぶかも知れない君たちに菓子を振る舞ってるんだ。食べないと失礼だぞ？　それとも名家の誉ほまれ高たかい河内こうち家のお嬢じよう様さまの口には合わないかな？」

　京子さんがそう勧めると利沙は落らく雁がんに手を伸ばした。この人は利沙の名字を知っている。顔を盗み見ると眼が合った。

「さっきの質問に答えようか。察しの通り、この寺の住職とは縁がある。昵じつ懇こんの間柄なので茶菓子程度なら食べ放題だ。特に利沙君にはたくさん食べて欲しいな。君の太ふと腿ももはもう少しふくよかな方がいいから、カロリーを取ってもらいたいんだ。完かん璧ぺきすぎるニーソックスとスカートの絶対境界は欲情する以前に触れがたい。利沙君の容よう姿しで残念なのは完璧すぎることなのだよ。願わくば少し隙すきを作って欲しい。先程、墓場で悲鳴を上げた時のように」

「……愉快なことを仰おつしやいますね、京子さん。あなたのためにニーソを穿はいているわけではありません」

「はは。手厳しいな。だが、君の思惑に反して弟はニーソフェチじゃない。あの子は生足が好きなんだよ。お子様なのかマニアックなのか判断に悩むが、それが思し春しゆん期き男子ってものだろう。ちなみにニーソで喜ぶのは弟の親友だ。なぁ？　あすみ君。そう思うだろう？　だっていつもその証拠を見ているんだから」

「は、はい」

　淡々とニーソックスについて語っているようだが、言葉の裏にわたしへのメッセージを潜ひそませている。この人は間違いなくコンタクトレンズで妄もう想そう少しよう女じよを見ているのだ。しかも心まで読んでいる。わたしは内心の動どう揺ようを隠すのが大変だった。

「それよりもっと質問はないのかね？　私は話したくてうずうずしているし、あすみ君の方も尋ねたいことがあるようだ」

　小坂京子がわたしの方を見て言う。利沙が肘ひじでわたしの脇腹をつついて促した。

「高柳君のお姉さんってどういうことですか？」

　まずそれを第一に聞きたい。高柳君には妹のまなちゃんしか兄妹がいないはずだ。お姉さんがいるなんて聞いたことない。

「言葉の通りだよ。名字は違うが、私は高柳尚なお人ととまなみの姉だ。隣人であっても家の事情は当事者にしかわからないようになっている」

　まただ。わたしの思考を読んでいるかのように言う。京子さんはちゃぶ台に肘をつくとわたしを見てニヤリと笑った。

「失礼ですけど、どちらの血を引いておられるんですか？」

　今度は利沙が尋ねる。すると京子さんはまたしてもわたしたちを驚かせた。

「なるほど。小さな頃にそういう問題で苦労した子は話が早いな」

　そういう問題？　利沙の顔には動揺が見られた。利沙はあまり自分のことを話さないので田舎いなかが山やま形がたにあることくらいしか知らない。

「利沙、どういうこと？」

「いい機会だから教えるわ。私の家は複雑でね、親おや父じとは血が繋つながってないの。なぜ京子さんはこのことを知っているんですか？」

「そういうのはすぐ調べられるのさ」

「本当に探たん偵ていなんですか」

「さっきのは冗じよう談だん。昔から女子高生の探偵ってのに憧あこがれていてね。ほら、ドラマとかアニメでよくあるだろ？　女子高生でいられるのも今年で最後だからそう名乗ってみたかったんだ。ちなみに河内家くらいの旧家だとネットや紳しん士し録ろくを見ればある程度の事情はわかる。弟と近しい女子について知っておきたくて調べたんだ」

　ハハハと笑う。この人はどういう女なんだろう。冗談で探偵を名乗ってみたり、幽ゆう霊れいの真ま似ねをして驚かせたりなんかして摑つかみ所どころがない。しかし、ただ者じゃないのは明らかだ。この軽い笑い方と奇妙な物言いは本性を隠す仮面に思える。今この瞬間もわたしの思考を読んでいるらしく、コンタクトを外した右目でウインクされた。

「さて、利沙君の質問に答えよう。わたしが『どっちの血を引いているか？』だったね。答えは『母方』。あの誠実を絵に描いたような高柳恭きよう介すけ……尚人のお父さんは浮気をするような男じゃないよ」

「すると京子さんは亡くなった高柳君のお母さんの子供ってことですか？」

「イエス。うちの父さんとお母さんが若き日に恋に溺おぼれて私が生まれたのさ。まぁ、男女の交際には色々とあってね。家柄とかいう時じ代だい錯さく誤ごな壁に阻はばまれて結婚を許されなかったんだ。その辺りのことは勘かんぐらないでくれると助かる。ただ言っておきたいのは高柳恭介と出会う前のことだから不義密通の類たぐいではないとだけは断言しておく。そして、このことは胸の内に留めておいて欲しい。高柳家は私の存在を秘密にしているからね。弟君や妹ちゃんには刺激が強いから、高柳氏は明かすタイミングを計っているんだ。だから、私のことは彼らに言わないで欲しい。オーケー？」

　茶菓子のうさぎの首を切り落として飲み込む京子さん。彼女の声は途中から厳しい口調に変わっていた。

　この人は噓うそをついていない。いきなり高柳君のお姉さんだと言われて内心疑っていたけど、間近で見ると高柳兄妹と顔立ちが似ているし、何より二人のことを気づかっている。本当にお姉さんなんだ。

　けれど、疑問が生じる。今、小坂京子は自分の正体を黙っててくれと言った。つまり高柳君と京子さんは面識がないってことだ。ならばなぜ高柳君が彼女と瓜うり二ふたつの妄想少女を宿しているのか……。

「京子さんが黙っていて欲しいと言うなら口外しません。それに幼なじみのあすみはともかく、私は高柳君の家族問題に関わるほど親密な仲ではないので、今聞いたことも高柳君にお姉さんがいたと知ったにすぎません。白状しますと私たちは京子さんが高柳君の好きな人だと疑って尾行をしました。京子さんは私たちに尾行された理由を知っていますか？」

　利沙は遠回しに高柳君が京子さんのことを知っていると伝えた。京子さんは利沙の問いになんと答えるのだろうか。

「私がどこに住んでいるか言ってないよね？　京きよう都とに住んでいる。京都で生まれたから京子。ここから四五〇キロ離れた街で私は一人娘として育ったんだよ」

「京都……」

　唐突に自分の身の上を語り出した京子さん。わたしたちの質問に答えるためにはまずそこから話さなくてはいけないのだろう。彼女の背景には興味がある。

「自分で言うのもなんだけど、小坂家ってのはけっこう裕福でね。ユニコーンホテルって知ってる？」

「高級ホテルですよね。友人が行きました」

「そこの経営をしているのが小坂グループ。あれはうちの持ち物なんだ」

　なんと！　京子さんはミシャラン五つ星ホテルの社長令嬢ってことか。これにはわたしだけでなく利沙も驚いた。

「いろいろ窮きゆう屈くつな家だが一四年間、それはもう何不自由なく育てられたよ。父さんも母さんも、そりゃあ私を大事にしてくれて、こっちも期待に応えた」

　京子さんは「一四年間」にアクセントを置いている。高三だと言っていたから三年前まではそういう生活が続いてたのだろう。

「だけど、そんなお気楽な生活は中二の頃に終わった。ひょんなことから一緒に暮らしている母さんと血が繋がってないことがわかったんだ」

「どうして血が繋がってないとわかったんですか？」

「血液型が違ったんだよ。Ａ型同士からはＡＢ型は生まれ得ない。母が病気で入院した時、血液型を偽いつわっていることに気がついたんだ。それで多感な中学生だった私はグレてしまった。血が繋がってないことより、隠されていたことにムカついたんだ」

「……グレたんですか」

「ああ。反社会的な行為で悩みを紛らわすテンプレートな反応をしてしまった。だけど、やりたい放題しながらも実の母親が何者か調べまくった。そしたら鬼き籍せきに入っていることが判明。落ち込んだが、弟と妹がいるとわかってマザコン、ブラコン、シスコンの三重苦を抱える娘に変身した。それからはことある度に上京して弟妹たちを見守っていたのさ」

「以前にも東京へ？」

「ああ。これまで五回ほど来ている。弟たちの成長を見たいというのもあったが、何と言ってもここは母さんが生まれ育った土地なんだ。町自体にも興味があるのさ」

　高柳君のお母さんが瀬せ田たが谷や育ちなんて初耳だ。

「駅前は大体見て回った。九丁目公園や商店街に児童館……そうそう、あすみ君は覚えてないだろうけど、君がロリータだった時に蹴けっ飛とばしたことがあるんだよ。小六だっていうのに、ベソかいて弟を困らせていた君がムカついてね」

　利沙が吹き出した。そして、わたしは小六以前の記憶が曖あい昧まいな理由がようやくわかった。言われてみると二メートルほど空を飛んだ覚えがある。

「……とても弟思いのお姉さんですね」

「反省しているよ。ついでに君を蹴った罪悪感から脱不良を果たしたので感謝もしている」

「あすみを蹴ったことはともかく、京子さんはそんな昔から高柳君を見守っていたんですね。すると、高柳君はどこかで京子さんを見かけて興味を持ったのでしょうか？」

　利沙の言葉に京子さんは首を振った。

「いや、それはないと断言できる。高柳氏から弟たちがもう少し大きくなるまで姿を見せないで欲しいと言われているんだ。だから慎しん重ちように弟ウォッチングをしてきた。君たちの尾行にも気がついただろ？　弟の生活圏内では注意している」

「じゃあなぜ高柳君は京子さんを知ってるんだろ？」

　すると京子さんは立ち上がり、縁側から境けい内だいを眺め始めた。庭園の枝し垂だれ桜ざくらが青い新芽を伸ばし、新緑の五月に備えていた。

「それを調べに来たんだ。私の望みは尚人とまなみに姉として受け入れられること。できることなら波風を立てず自然な形で姉と名乗りたい。私が新宿でライブをしたのは知ってるよね？」

「ええ」

「あれは高柳氏と仕掛けた小こ細ざい工くだ。引き合わせてもらう時に『あの時、同じ場所にいたんだよ』的な話をしたいがために計画したんだよ。もっとも思惑通りには運ばず、君たちはクラスメイトの演奏が終わったら早々と帰ってしまったけどね。おかげで落らく胆たんした私は高柳家まで行くミスを犯した」

　……それで京子さんを公園で見かけたのか。

「公園を通りかかった時、あすみ君とは眼が合ったね。同じように弟とも眼が合ってしまったんだが、ひどく驚かれてしまった。私としては不思議でならないし、引き合わせてもらう時に影響するのではないかと気が気でない」

「それで京子さんは弟……高柳君が気になって平日だというのに京都から飛んできたんですね」

「ああ。正確には東海道新幹線に乗ってきた。それで部活動をしているだろう弟を見に学校へ向かったら、愉ゆ快かいなお嬢さん方に尾行されたじゃないか。面白くなって話をする機会をうかがっていた。まさか双眼鏡で見られるとは思わなかったが、おかげで絶好の監視スポットを知ることができた。ついでに墓地で美少女の絶叫も聞けた。これだけでグリーン席分の価値はあったね」

「でも、乗車券分の目的は達成していない」

「そのとおり。今回の上京は弟がなぜ私の顔を知っていたのか解き明かすためだ。こうして出会ったのも何かの縁だろう。弟のことを聞かせてもらえると助かる……おっと、待ち人が帰ってきたようだ。私は今日の予定を消化しないといけない。また後日話をしよう」

　京子さんは唐突に話を打ち切ると、わたしたちから飲みかけの湯飲みを取り上げた。すると同時に玄関の戸がカラカラと開く音がした。足音が近づき、わたしと利沙がそちらの方に膝ひざを向けると住職が現れた。

「おや。君は峰みね倉くらあすみ君じゃったな。隣は河内さんのお嬢さんか。それと珍めずらしい客が来ておる」

　わたしたちは慌あわてて頭を下げるが、京子さんは台所の流しから声を張り上げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしています、住職。一週間ほど泊まりに来ました。ご用があれば何でも言って下さい。仏の道に反しないことならば大抵のことはします」

「相変わらず人を食った娘だ。勝手に菓子まで食らいおって」

　散乱する菓子の包みを見て住職が眉まゆを顰ひそめるが、京子さんはお構いなしだった。

「毎年、墓の管理費をいくら払っていると思うのですか。娘三人で和菓子を食べる程度の勝手は許されるでしょう。もし許さないのであれば、実家から持って来た純米酒は渡しません」

「滞在を認めよう。また面倒な相談を持ちかけられるにしては高い酒になるだろうが」

　リュックから一いつ升しよう瓶びんを取り出した京子さんに苦笑で応じる住職。どうやら本当に親しいようだ。

「さぁ、あすみ君、利沙君。今日はこれでおしまい。聞いての通り、ここには一週間ほどいるつもりだ。いずれ、あらためて弟の話を聞かせてくれ。だが今日は住職と話があるのでこれまでだ」

　そう言うと京子さんはわたしたちを追い出すように玄関へせき立てた。だけど、わたしには聞きたいことが山ほどある。

「あの、京子さん……」

　どこでコンタクトレンズを手に入れたのか聞いておきたい。しかし。

「言っただろう。今日はこれでお開きだ。それに今、君が気に掛けるべきはコンタクトではなく、同じクラスの男子についてだろう。さぁ行きたまえ。虚こ無む僧そうの話はまた今度だ」

　京子さんがピシャリと玄関の戸を閉めると、黒い右眼と青い左眼の残光が残った。そしてわたしは解答を得た。

「……コムソウって何？　あすみ」

「お坊さんの一種だよ。そんなことはどうでもいい。行こう利沙。わたしたちは話し合って状況を整理しないといけない」

　詮せん索さくされたくないので利沙の背中を押して歩かせた。

　京子さんは虚無僧を知っている。

　きっと彼女もあのお坊さんから妄想少女が見えるコンタクトを授けられたんだ。

　小坂京子。

　高柳君の父親違いの姉にして、コンタクトレンズの所有者。これほど不思議な人と知り合うとは思わなかった。

「まったく人生は驚くことばかりね」

「全面的に肯こう定ていするよ。まさか高柳君にお姉さんがいたなんて知らなかった。一四年も隣に住んでいるのにさ」

「そうね。だけど問題は高柳君が小坂京子を知っているってこと。それを裏付けるのは手帳に挟はさまれた京子さんの写真ね」

「うん」

「さて、この件についてあすみと相談したい。デリケートなこういう問題に第三者が不用意に介入すれば事態をこじらせる恐れがある」

「それは理解してる。だけど京子さんって人を知った今、傍ぼう観かんするわけにはいかないよ。だって京子さんは弟を心配して京都から来たんだ。協力しないと」

　利沙は頷うなずいた。

「ならば私たちにはやるべきことがある。幸いあすみの家はお隣さんだ。高柳君のお母さんの旧姓は調べられない？」

「えっと、お母さんならわかると思う。聞いてみる」

　携帯で家に電話をかけた。母は高柳君のお母さんについて尋ねるわたしを訝いぶかしんだが、どうにか教えてくれた。

「旧姓は『近おう江み』だって。近江加か古こ」

　見覚えのある名前。

「お線香が立っていたお墓に刻まれていた名前はたしか……」

　わたしたちの脚は再び霊園の方へ向き、先程幽霊が出た墓石を前にした。




　近江加古。




　さっき煙けむりを立てていた線香が崩くずれて灰になっていた。

　このお墓の下に高柳君のお母さんが眠っているんだ。なぜ旧姓で墓名が刻まれているのかわからないし、ここにお墓があるなんて聞いたことはない。お盆には秋あき田たにある先祖代々の墓にお参りをしていたはずだ。

　ふと、お墓から眼を下ろすと利沙が手を合わせていた。わたしもしゃんがんで手を合わせる。二人でしばらくそうしていると、利沙が立ち上がりお墓の裏に回った。見ているのは鬼籍に入った年だろうか。

「享きよう年ねん二四歳か。ずいぶん若くに亡くなったのね……」

「おぼろげだけど覚えているよ。お母さんというよりお姉さんみたいな人だった」

「そうでしょうね。あなたたちが四歳の頃だから余計にそう思えるはず。もし存命だったとしたら三四歳。ってことは、一九年前のを見ればわかる……か。行きましょう」

「どこに？」

「学校」

　わたしは利沙の意図がわからないまま後を追った。




　　　　　＊＊＊




　時間は五時近い。

　活動を終えたらしい文化系の部活の生徒たちとすれ違いながら学校へ入ると、校庭では野球部が練習を続けていた。利沙が校庭を横切らず、体育館脇から校舎へと進んだのは、佐島君と顔を合わせづらいわたしに配慮したからだろうか。

「図書室は六時まで開いていたわね？」

「うん。今日の当番は誰だれだったかな。図書室で何をしようというの？」

「資料の検索。上手くすれば高柳君のお母さんに出会えるかもしれない」

「どういうこと？」

「すぐわかるわ」

　上うわ履ばきに履き替えて三階の図書室へ向かった。ドアを開けると図書室には貸し出しカウンターで書類の整理をする女生徒と閲えつ覧らん席せきで本を読む男子生徒の二人がいた。

「あれ？　峰倉ちゃんと河内ちゃんじゃないか。俺おれたちの愛の巣に何の用だ？」

　文庫本にしおりを挟んだのは沢さわ田だ和かず久ひさ。

「沢田君、誤解を招く発言は慎つつしんで下さい。それよりこんな時間に珍しいですね。何か調べ物ですか？」

　貸し出しカウンターからこちらへ来たのは図書委員の仁に島しま祥さち子こだった。

「仁島さん、一九年前の卒業アルバムを見せて欲しいの。どこに収められているのかしら」

「準備室にあるはずです。ついてきてください」

　仁島さんは図書準備室へ案内してくれた。

「目的は卒業アルバム？　なんで？」

「京子さんは『お母さんが生まれ育った土地』だと言っていたわ。この辺りに住んでいたのなら、高柳君のお母さんが島しま中ちゆう卒業生の可能性は高いと思う。もしそうなら、お母さんの顔がわかるわ」

「なるほど」

　利沙の考えがなんとなくわかった。卒業アルバムを見れば謎なぞの答えが出るかもしれない。

「ちょっと待っていて下さい。たしか奥の棚に収められていたはずです」

　床に平積みされた本で棚がふさがれている。仁島さんが本の山に手をかけると沢田が割り込んでヒョイヒョイと本を移動し始めた。

「このスチールラックだな？　ぎょぎょ、埃ほこりがひでぇな」

「今度、掃除をしなくてはいけませんね……あ、おそらく下段にあるはずです。その戸を開けて下さい」

　沢田が仁島さんの指示に従ってスチールラックの戸を観音開きにすると、かび臭くさいような匂いと共に卒業アルバムが現れた。何十冊も並んでいるところを見ると学校が創立した年のものからありそうだ。

「河内ちゃん。いつの卒アルが欲しいんだっけ？」

「一九年前。もしかしたら早生まれの可能性もあるから前年のもお願い」

　利沙が後ろからそう言うと、沢田は背表紙に指を当てて探し始めた。しかし右から左へ動く沢田の指が何度も行ったり来たりを繰り返して止まった。

「どうしたの？」

「お目当てのアルバムが見当たらないぜ。一冊だけ抜けている」

「そんなはずないでしょう。代わって下さい」

　沢田と仁島さんが位置を入れ替わって背表紙を指でなぞるが、振り返った仁島さんの顔は曇くもっていた。

「ないの？」

「……ええ。他の年度は全て揃っているのですが……一九年前のアルバムだけありません。前年のを見ますか」

「お願い」

　捜している一冊だけないとは奇妙だ。それでもわたしたちは仁島さんが出してくれたアルバムを長なが机づくえの上で開いた。

「へぇ、昔はセーラー服だったんだ。時代を感じるねぇ」

　沢田がわたしと利沙の間からアルバムを覗き込んで言う。

　黒くろ襟えりのセーラー服だ。

　写真の中で黒襟の白いセーラー服を着た女生徒たちが校舎を駆け回っている。男子は詰め襟のついた学ラン。校舎の内装は今とさほど変わらないのに、生徒の制服が違うだけで別の学校に見えた。

「今の制服に替わったのは六年前だと聞いたことがあります。当時のセーラー服は創立時から続いていたので制服変更の際には一ひと悶もん着ちやくあったとか」

　わたしはこの制服に見覚えがある。今日も見たばかりだ。

　利沙はページを捲めくって顔写真を調べ始めた。『近江』があるとすれば一段目だろう。見るのは女子の上段だけだ。しかしＡ組からＥ組まで捲ったものの近江加古の名前は見つからなかった。

「やはり次の年のアルバムが欲しいわね……。書棚に入っていないということは誰かが借りたのよね。仁島さん、調べてもらえる？」

「待っていて下さい」

　仁島さんは貸し出しカウンターのカードを調べてくれた。貸し出しカードは全校生徒分用意されており、図書委員が書名をカードに記入して貸し出しフォルダに移す仕組みになっている。そのフォルダを調べれば誰が借りているかわかる。

「古いアルバムだから紛失した可能性もありそうね」

「いや、誰か借りたんだと思うぜ。さっき本の山を動かして気がついたんだけど、床の埃に本を擦った後があった。最近あの棚を開けた奴がいる」

　わたしたちの他にも卒業アルバムを探した人がいるってことか？　いったい誰が……。

「ありました……あら？　これは」

　仁島さんがカードの束から一枚引き抜いた。そして、わたしたちはゴム印で押された名前を見て疑問の答えを見つけた。

　高柳尚人。

　貸し出しカードの氏名欄には高柳君の名前があった。彼がアルバムを借りたのだ。

「まだ確かではないけど疑問への答えが見えたわ。貸し出しはいつ？」

「三月一九日……修了式の前日ですね」

　彼に妄想少女が現れたのは修了式。そして、妄想少女キョウコが着ている制服は黒襟の白いセーラー服だ。

「仁島さん、卒業アルバムって図書室にしかないの!?」

「もしかしたら職員室にあるかもしれません」

「行ってみよう、利沙！」

　すでに利沙は図書室を飛び出していた。

　たぶん、わたしたちが考えていることで間違いないだろう。高柳君は自分のお母さんが島中卒業生ということをどこかで知って卒業アルバムを調べたのだ。きっと、その顔は。

　二階へ下りるとちょうど職員室へ入ろうとするジャージ姿の土ど井い先生がいた。

「先生、いいところに！」

「こらこら、廊ろう下かを走るなといつも言っているだろう。河内まで全力ダッシュとは、峰倉に汚お染せんされたのか？」

「お叱しかりは後で。一九年前の卒業アルバムを見せていただけないでしょうか」

　すると土井担任は苦笑いを浮かべながら意外なことを言った。

「まったくお前らって本当に耳が早いんだな。もう嗅かぎつけたのか」

「何を言っているんです？」

「いいよ、隠さなくても。高柳のお母さんを見たいんだろ？」

　土井先生はアルバムに高柳君のお母さんが写っていると言った。どうして知っているのだろうか？　土井先生はわたしたちの困こん惑わくに構わず職員室からアルバムを持って来てくれた。

「Ｂ組に載っているぞ。名字は近江だ」

　そこには予想した通りの顔があった。

　やはり妄想少女キョウコと同じ顔だ。そして小坂京子と瓜二つの顔でもある。高柳君は卒業アルバムを見て妄想少女を宿したのだ。

「これを見たから高柳君は京子さんの切り抜きを手帳に挟んでいたのね。それにしてもまるで生き写し。ここまで似ているんじゃ驚くのも無理ないわ」

　ページを捲るとクラス毎ごとのスナップ写真にも近江加古が写っていた。友達と肩を組んでピースサインしていたり、テニス部だったのかラケットを構えて笑っている。二〇年後の現在、彼女がこの世にはおらず、お墓の中で眠っているとは信じられない笑顔だ。ついさっきお墓に手を合わせたにもかかわらず、今もこの学校にいるような気さえした。

「……土井先生。どうしてこのアルバムに高柳君のお母さんが載っていると知ってらしたんですか？」

「三月の初めくらいだったかな。定年退職した先生から電話があって、俺に高柳尚人って生徒はいるかと聞かれたんだよ」

「退職した先生から？」

「ああ。教員っていうのは教え子が何をしているか気になるものなんだ。その先生は同窓会で近江加古さんが地元で結婚して子供を産んだと聞いて、俺に電話をかけてきたんだよ」

「その先生は高柳君と会ったんですか？」

「いや。電話で元気に部活をしていると伝えたら満足されたよ。そのことを高柳に教えたら卒業アルバムを見せて欲しいって言われてな、ここでお前らと同じように見せたんだ」

　なるほど。こうしたやり取りがあって高柳君はアルバムの中から中学生の頃のお母さんを見つけ出したのか。それで図書室からアルバムを借りたんだ。

「ところで河内。お前が言った『京子』って誰のことだ？」

　今度は土井先生がわたしたちに尋ねた。京子さんのことを話していいものだろうか？　戸惑っていると利沙が簡潔に「高柳君のお姉さんです」と答えた。すると土井先生の顔が曇った。

「どうやら興味本位で高柳の母さんの写真を見たわけじゃなさそうだな。いいか、お前ら？　あまりよその家庭の事情に首を突っ込むんじゃないぞ。特にこういう問題は他人が関わるとろくなことにならない」

　それはわかっているけど、この場合は状況が違う。

「その辺りは理解しているつもりです。好奇心だけでアルバムを見たわけでもありませんし」

「わかってるならいいが……それにしても高柳にお姉さんか。このところ様子がおかしいし要注意だな。ところであいつ、佐さ島じまと何かあったのか？」

　土井先生の言葉にドキリとした。先生が気づくほど高柳君と佐島君は関係がおかしくなっているらしい。しかし、わたしはその問いに答えられず、代わりに利沙が「ケンカでもしているのでしょう」と誤魔化して、先生に卒業アルバムを返した。




　　　　　＊＊＊




　わたしたちは昇降口で靴くつに履き替えた。

「どうにか答えは出たわね」

「うん。高柳君は卒業アルバムに載っていた中学時代のお母さんを見たことで、ライブハウスのパンフレットに写っていた京子さんに興味を持ったんだ。瓜二つだから」

「幸い、京子さんは彼にとってのお姉さん。恋愛の対象外なのでとても安心したわ」

　利沙は自分の推理が当たって嬉しそうだ。そして、わたしもこの一カ月悩ませられた妄想少女キョウコの正体が彼のお母さんだとわかってホッとした。

「京子さんに教えてあげれば、私たちの評価があがるでしょうね」

「利沙は京子さんに気に入られようとしていたのか。打算で動く人だなぁ」

「それが幸せへの近道よ」

　利沙の幸せには近づいただろうけど、わたしにとっては問題が一つ解決したにすぎない。下駄箱の陰かげから校庭を覗のぞき見みると野球部がまだ練習をしていた。

「いつもの練習時間は過ぎているわね」

「もう六時だよ」

「試合が控えているといっても頑張りすぎに思えるわ」

　こんな時間なのにまだノック練習をしている。最後のランニングと整理運動をすれば七時近くになってしまうだろう。三年生と二年生は平気そうだが、一年生が疲れて動きが悪くなっているのが遠目にもわかる。そして、高柳君と佐島君は……。

「あら。あからさまに意識しているわね。三塁手の高柳君が外野にいて、佐島は球拾い。いつもだったら高柳君がバッティングして、佐島がボールを投げるでしょうに」

　利沙の言葉がわたしを責めているように聞こえた。意図したわけではないだろうが、わたしにはそう聞こえてしまった。

「練習が終わるのを待つ？」

「……今日は帰ろう」

「じゃあ職員玄関の方から出ましょうか。校庭の前を通らなくてすむわ」

　履いたばかりの靴を脱いで手に持ち、靴下で職員玄関へ回った。いつもだったら野球部が終わるのを待つのに、今は二人にみつからないように学校から出ようとしている。明日、教室で佐島君と顔を合わせることになるけど、告白の返事を聞かれたらどうすればいいのだろう……。そんな半日前には考えもしなかった心配をしている。

「その様子だと『明日学校に行きたくないなぁ』なんて思っているんでしょ」

「……利沙はまるで心が読めるみたいだね。君の言うとおりだ。わたしはどうしていいかわからないんだよ。どこか別の惑星に隠れてほとぼりを冷ましたいと考えているくらいだ」

　職員玄関から小走りで校門を抜ける。幸い野球部は校庭の奥に集まっており、見つかることはなかった。見つかって何が起きるわけでもないけど校門を抜けると安堵した。

「あすみ、明日は覚悟しておいた方がいいわ」

「何に？」

「噂うわさよ、噂。きっと告白されたことが噂になってるだろうから大変だと思う。特に『雪山遭そう難なん』の件もあるし食いつく人は多いでしょうからね」

　利沙が明日考えられる事態を口にした。たしかに「裸で温め合った」なんて事実無根の噂を流され、恥ずかしい思いをした。あの時でさえ騒がれたのだから、今回の件はそれ以上だろう。佐島君は女子から人気がある男子なので嫉しつ妬とされるのも間違いない。

「利沙、わたしを守って」

「無理」

「どうして!?」

「あなたをかばって私までイジメの標的にされたら困るもの。せっかく教室での居心地がよくなったのに立場を悪くしたくないわ」

「傍観もイジメなんだよ。友達なら助けてよ」

「私の友達ならその程度の困難は乗り越えられるわ。だけどアドバイスはしてあげる」

　利沙は道に落ちていた木の枝を拾うと、教きよう鞭べんのようにわたしへ向けた。

「あすみは佐島から『付き合って欲しい』と言われた。実はこれが要注意。なぜかわかる？」

「え？　オーソドックスな告白の文句だと思うけど……」

「私の経験上、中学生の男子は『好きだ』とか『好きです』って言うの。これは欲求が溢れて言葉になっただけの稚ち拙せつな告白。だって、こちらに興味がなければ『あっそう』で受け流せるし、そもそも『好きだ』って言われても返す言葉に困る。告白の時点で困らされては恋愛が長続きするわけないわ」

「……たしかにそうだね」

　利沙は木の教鞭をビシッとわたしにつきつけた。

「でも、『付き合って欲しい』は先のことを見据えた告白。その女の子が『彼女』になった後のことまでシミュレーションした発言。相性はいいのか？　一緒にいて楽しいのか？　互いにプラスの関係になるだろうか？　それら全てをふまえてゴーサインを出したのが『付き合って欲しい』なの。つまり、佐島はあすみに告白することで高柳君との関係がギクシャクすることも予測した上で『付き合って欲しい』と言った。さらに言えば、あすみが彼のことを好きだと知っているのに、それでも勝算ありと考えて告白した。あすみをオンリーワンだと考え、親友よりあなたを幸せにできる自信があって好意を伝えたの」

「そこまで考えて……？」

「間違いないわ」

　わたしは突発的だと思っていた佐島君の告白がそうでなかったことを知った。そして、佐島君が親友との友情ではなく、わたしとの交際を望んだことが信じられなくもあり、胸が奇妙に高ぶった。

「……あすみはよく考えて返事をした方がいい。佐島は真しん摯しな気持ちで告白をしたんだから」

「わかったよ」

　利沙は振り回していた木の枝を橋から投げ捨てた。そして、坂の上に至ると「今日はここでお別れにしましょう」と片手を上げて、交差点をまっすぐ進んでしまった。

「ねぇ、家に寄っていかない？　利沙ともっと話したいんだ」

「今日は色々あって疲れたわ。また明日、あすみ」

「……う、うん。バイバイ、利沙」

　なんだか急に利沙がよそよそしくなった気がする。だけど、今日は利沙が一緒にいてくれて本当に助かった。道の端に寄ってメールで「ありがとう」と送ると、しばらくして「しっかりね」と返ってきた。

　わたしは走った。

　そうだ。しっかりしよう。

　佐島君のことも考えないといけないし、京子さんにも卒業アルバムのことを教えてあげないといけない。しっかり行動しよう。

　身体の周りを覆おおっているモヤモヤを振り切るように全ぜん力りよく疾しつ走そうすると、あっという間に家に着いてしまった。

「あすみ、お帰り」

　ドアの鍵を開けるとお母さんが玄関で出迎えてくれた。

　台所からはビーフシチューの匂いがする。なんだか高柳君のお母さんのお墓を見た後なので、母を有り難く思える。

「ねぇ、お風呂入った後に肩を揉もんであげようか」

「急にどうしたのよ、気持ち悪い子ねぇ。あなたの肩揉み代金はマッサージ店より高いから結構よ」

「違うよぉ。タダで揉んであげるよぉ」

「娘の無む償しよう奉ほう仕しほど怖いものはないわ」

　こうして無む下げに断られるのも有り難みの一つだろう。靴を脱いで台所へ行くとリビングのテーブルから「おかえり」と声を掛けられた。新聞を広げているのでお父さんかと思ったが女性の声である。誰だ？

「あすみ君。お母さんに断られたようだから、代わりに私の肩を揉んでくれないかね？　正直、この年になると新幹線での移動が苦痛なのだよ」

「な、なぜ、あなたがわたしの家に!?」

「ふふふ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだと名乗らなかったかね？」

　そんなこと聞いてないよ。

　新聞を広げていたのは京子さんだった。

　白い浴衣ゆかたを着て、肩からわたしのバスタオルを掛けている。髪が濡れて肌がしっとりしているところを見ると風呂上がりなのか。とんでもない色気に鼻血が出た。

「お母さん、お母さん！　なんで京子さんがここにいるの!?」

「こらこら、あすみちゃん。お姉さんの前で大声を出すなんてはしたないわ」

　なにが「あすみちゃん」だ！

　我がマザーは慈母でも気取っているのか、ニッコリ微笑ほほえんで彼女を家に招いた経緯を教えてくれた。聞くところによると都道沿いのコンビニで京子さんに声を掛けたという。話をしてみれば近江加古の娘で、しかも娘と知り合ったばかり。ならば夕食くらい御馳走しなくてはいけない。そんな感じで京子さんは我が家でくつろいでいるらしい。

「お母さんは京子さんが尚人ちゃんのお姉さんって知ってるの？　そもそもお姉さんがいたことを知っていたの？」

「話だけは聞いてたわよぉ。尚人ちゃんのママとは仲が良かったもの。さっきまでいろいろ、加古さんのことを話していたの。そうよねぇ、京子さん」

「はい。母の話が聞けて嬉しかったです」

　テーブルからペコリとお辞じ儀ぎする京子さん。

「さぁさぁ、夕食にしましょう。京子さんは桃の缶詰はお好き？」

「白桃も黄桃も好物です」

「まぁ、では両方開けなくては」

　こうして秘蔵の缶詰が惜しげもなく開けられ、ビーフシチューをほくほくのじゃがバターに絡からませながら京子さんと夕食を囲むことになった。母は京子さんに興きよう味み津しん々しんだ。

「京子さんはどちらにお住まいなの？」

「今は全寮制の学校に通っているので寮に住んでいます。実家は京都の嵐あらし山やまですね。渡と月げつ橋きようはご存知ですか？　その近くです」

「あら、いい所に住んでらっしゃるのねぇ。渡月橋と言えば、二○代の頃に取材で行ったことがあるわ。車が通れることに驚いたのよ」

「初めての方は大抵驚かれます。旅行雑誌には木造の橋みたいな写真が載りますからね。お母様はどんなお仕事をされているのですか？」

　話題は文筆業を営いとなむ母の苦労話に移り、そして好きな食べ物のことなど取り留めのない話にまで移行した。京子さんが話す京都裏話はとても面白く、歴史と怪談とオカルトを愛する我ら母おや娘このハートを捉えた。京子さんは幽霊の扮ふん装そうをして驚かせたように、美人な容姿に似合わず茶目っ気があり、かといって女子高生特有の浮ついた感じもなく、一人っ子のわたしに「こんなお姉さんがいたらなぁ」と思わせる女性だった。

「あすみ君。私を部屋に招待してくれないかね」

「あ、どうぞ。こないだ友人が来て掃除をしてくれたので、部屋は綺き麗れいに整っています」

　食後のお茶を飲み終えたところでわたしは京子さんを部屋へ案内した。

「やぁ、久しぶりに家庭料理を食べたよ。君の母上は料理上手だ」

　母の手料理に満足したらしい京子さんは、部屋を物珍しそうに眺めるとベッドに寝っ転がった。食べてすぐに寝る。牛にならないか心配だ。

「牛になれるならなりたいよ。胸については少々牛に嫉妬している。胸だけ牛になれるなら迷信さまさまだ」

　胸にコンプレックスがあるご様子。美人の弱点を知ると安心するが、どうやら心を読まれたようだ。この人には聞きたいことが山ほどある。

「質問の前に礼を言わせてくれ。すでに君たちが卒業アルバムを広げたことは聞いた。よもや弟が中学時代のお母さんを見て妄想少女を宿したとは思わなかったが、おかげで疑問に答えが出たよ。このとおり礼を言う」

　京子さんはわたしに向かって深々と頭を下げた。話さなくていいこの感じ。まるで妄想少女と話しているようだ。

「わたしも京子さんと話をしたかったです。コンタクトレンズや虚無僧について」

「そして、妄想少女や妄想少年のこと」

「はい」

　京子さんは浴衣の袂たもとに手を入れると、五枚綴つづりの使い捨てコンタクトを取り出し、卓に置いた。わたしのと同じメーカーのコンタクトで「0.00」と書かれていることから、度が入っていないレンズだとわかった。しかし違うのは。

「私のはカラーコンタクトなんだ。オシャレだろ」

　彼女が使っているコンタクトは瞳をくっきりさせる効果がある青いレンズだった。青いと言っても碧眼にするほどの効果があるタイプではなく、光の加減で瞳を涼しく見せるレンズだ。さっきそのレンズを片方取り外したが、今は両眼とも仄ほのかに青く見える。

「君のコンタクトも見せてくれ。クリスタルタイプだよね？」

「クリスタル？　なんのことですか？」

「レアなコンタクトだよ。私のはよくあるコバルトタイプさ」

　机の引き出しからケースを取りだして手渡すと「へぇ、これが噂の……」なんて京子さんは眼を輝かせた。

「コンタクトにも種類があるんですか？」

　尋ねると「え？」と心底驚かれた顔をされた。

「虚無僧は何も言ってないのか？」

「え？　ええ。使用上の注意とかの他には何も」

「……あの坊ぼう主ずは相変わらず大事な話を小出しにして思春期の娘を苦しめているようだ」

「苦しめる？」

「ああ。結構大変だぜ？　コンタクトの装着には代償が必要なんだ。有あり体ていに言えばコンタクトの色でこの先起きる不幸の種類が決まる。私のコバルトタイプは海に溺れて命を落とす。君のクリスタルタイプは装用時間に応じて寿じゆ命みようが減っていく。泳げない私としては君のレンズの方が欲しかったね」




　え？

　ええ!?




　淡々とコンタクトレンズの副作用の説明をされ血の気が引いた。

　コンタクトをつけると寿命が減る？

　そんなの聞いてないよ！　希望に満みち溢あふれた高柳君と過ごせる未来が失われていたってこと!?　眼からコンタクトを毟り取ろうと指を突っ込んだ。

「冗談だよ。真に受けないでくれ」

「じょ、冗談？　本当に？」

「ああ。君の驚く顔が見たかったんだ」

　コンタクトの副作用は噓らしい。困ったお人だ。

「驚かせないで下さいよ。寿命が縮みました」

「性しよう分ぶんでね。君みたいな娘を見るとちょっかいを出したくなるんだよ。それよりコンタクトを取る時は手を洗わないと眼病に罹かかるぞ。虚無僧から説明を受けただろ」

「そういえばそんな注意を受けた記憶が……」

「なら守った方がいい。大切な人が見えなくなったら困るだろ」

　このところコンタクトの扱いをぞんざいにしていた。これからは気をつけよう。

「そうだな。そう心がけるといい。ところであすみ君は虚無僧といつどこで知り合ったんだい？」

　ごろんとベッドの上で寝返りを打って仰向けになる京子さん。

「えっと、中二の一月です。通学路を歩いている時、『悪あく霊りようがついておる！』とか言われてコンタクトレンズをもらいました。それから時々現れては災厄がどうとか予言してきます」

「なるほど。やはり全国で似たようなことをしているようだ。それも毎回中学二年生ばかり。よっぽど一三歳から一四歳がお好きだとみえる」

「京子さんも中二の頃に虚無僧と会ったんですか？」

　元中学二年生の女子高生はわたしから弟の部屋の方へ視線を移して答えた。

「ああ。渡月橋の上であいつは私を待っていたんだ。あんまりにも不審な奴だから蹴っ飛ばして桂かつら川がわに落としたんだが、翌日も現れたもんでコンタクトを受け取ってやった」

　すげぇ。

「素晴らしいキック力ですね」

「君の視点は妄想コンタクティの中でも際立っているな。愉ゆ快かいな受け答えだ」

　妄想コンタクティ？　知らない単語が出てきた。

「なんですか？　それ」

「ああ。妄想コンタクティってのは妄想が見えるコンタクトレンズを持っている人間のことだよ。コンタクティの本義は異星人との接触コンタクトを望む人って意味だけど、響きが気に入っているので使っている」

「いよいよ自分の存在がオカルトに思えてくる肩書きですね」

「会うのは君で五人目だ。つまり虚無僧は少なくとも五人の人間にコンタクトを配って世話を焼いている」

「コンタクトを持っている人がそんなに？」

「あの虚無僧はテレポートして全国津々浦々、中二を相手に仏の教えを広め歩いているんだ。言葉にすると中二愛好のエセ宗教家だが、不思議な術を使うので『エセ』ではないから始末が悪い。しかも、あの坊主は自分の手に負えない娘を私に回すから困ってしまう。まぁ、佐さ賀がのヤンデレ娘には手を焼かされたが、この前の岩いわ手て娘は個人的に好きなタイプだったから迷惑ではないがね」

「へぇ。佐賀に岩手ですか……本当に全国津々浦々にいるんだ。それで京子さんは虚無僧から彼女たちのサポートを請うけ負おっているってことですか」

「不本意だけどね。虚無僧からコンタクトを貰もらうためには奴の手先になって後輩の面倒を見なければいけない。そんな契約を結んでいるんだ。だが、もう慣れたよ。中二から高三まで四年近くも妄想の相手を見ているとベテラン扱いさ」

　苦笑しつつ、リュックの中からペットボトルを二本取り出す京子さん。そのうちの一本をわたしに投げてくれた。コーラだった。

「いただきます」

「佐賀産のコーラだ。きっと旨うまい」

　普通のコーラだったが、ラベルには佐賀の製造工場で作られたと印が打たれていた。さっき言ってた佐賀のヤンデレ娘とやらに関わっていた時に買ったのだろうか？

「ああそうだよ」

　不思議な人だ。このコンタクトを持っている人が他にいることだけでも驚きなのに、京子さんは《妄想コンタクティ》のサポート的なことをしているという。もしコンタクトを初めてつけた時に京子さんが身近にいれば、混乱せずに済んだだろう。虚無僧は投げっぱなしだった。

「お。どうやら私への評価がアップしたようだね。ならばもっと教えてあげよう。コンタクトの色については知らないだろう？」

「さっきコバルトタイプとかクリスタルタイプって言っていましたね。副作用が噓なのはわかりましたが、コンタクトレンズについて教えて下さい」

「色によって見える対象が変わるんだ。君には男子に宿る『妄想少女』が見えるだろう？　私のコバルトタイプだと女子が夢見る理想の男子、『妄想少年』も見えるんだ」

　そっちの方が便利そうだ。虚無僧の奴め。そのコバルトタイプをくれればよいものを。そうすれば「悪霊」などという噓に踊おどらされずに済んだのだ。だがしかし、女子に宿る『妄想少年』がどういう存在なのか気になる。

「妄想少年ってどんな子たちなんですか？」

「イケメン揃ぞろいだよ。大抵は学校の気になる男子がモデルになっているが、このところ漫画やアニメの影響でそういった属性の子が増えている」

「やっぱり妄想少女みたいにエッチなんですか？」

「それは宿主によるよ。妄想少女に性格設定があるように、妄想少年の方にもその手の設定がつく。だが、男子に比べて女子の方が妄想存在にひどい扱いをする傾向があるな。見えない者にとっては想像するしかないだろうけど、女子の欲望ってのは非常にエグくて、靴を一晩舐なめさせたり、風呂場に閉じ込めたり、そりゃ醜みにくい欲望を妄想で発散している。もしかしたら女たちの妄想は男子たちより強烈かもしれん。だが、彼らがそんな仕置きに耐えることからわかるように、とにかく優しい。それにノリもいい。私がちょっと宿主のお嬢さんが何を考えているか教えて欲しいとお願いするとダイレクトに気持ちを教えてくれるんだ。君が妄想少女と話をして男子の思考を推察するのと同じようなものだな」

　――だからわたしの考えていることがわかるんだ。読心術のタネはコンタクトレンズだった。

「そのとおり。ただし彼らから宿主の心理を聞き出す術を習得したのは高校に入ってからだ。さすがに妄想少年たちも中学生の小娘には宿主のことを教えてくれなかった。まぁ、今だって彼らはお嬢さん方の秘密までは教えてくれないから、あくまでも表層心理を読み取るくらいだ。だから安心してくれ。君の恥ずかしい過去まではわからない」

　わたしの背後をニヤニヤしながら見る京子さん。今もわたしに宿る妄想少年と心の中で話をしているのだろう。だけど、わたしの妄想少年はいったいどんな子なのか。やはり高柳君をモデルにしているのだろうか？　それとも佐島君からの告白で姿が変わってたりして……。

「あの……」

　尋ねようとしたら目の前に人差し指を重ねたペケマークが提示された。

「残念だが君の妄想少年について教えるわけにはいかない。仮に弟から佐島氏にモチーフが変わったと言えば、迷っている君に余計な先入観を持たせてしまうからね。そういうのはよくないと思っているから言わないよ」

　ぴしゃりとそう言われた。

「教えてくれませんか」

「ああ、教えない。そもそも普通は見えない存在だ。知る必要もない。ただ、君が佐島氏からの告白で『妄想少年の顔が変わったかも』と考えているなら、それについてはしっかり考えるべきだとアドバイスしたい。一四年もの間、高柳尚人だけを好きだった君がそう思いついたのだとしたらオンリーラブが崩れつつあるってことだからね」

　そう言われて自分の気持ちに驚いた。

　たしかにそのとおりだ。高柳君を好きだというのに、しっかり佐島君のことを考えている。浮気、移り気、不義、裏切り。タブーワードがわたしの心を黒くした。

「そんな風に気を重くする必要はない。君は誰かと付き合っているわけではないんだ。佐島氏の告白によって人生の可能性が増したと思えばいい。それに一人の男子を想うのはいいことだが、同時に気をつけねばならないのは近視眼的になりがちなことだ。時には他の子と比べることも必要だ」

「そういう風に考えたくないです」

「比較検討して、それでも『好き』が変わらなければ問題ないじゃないか。違うかい？」

　さすが妄想コンタクト歴四年のベテラン。罪悪感めいた気持ちが薄れた。きっと私みたいな女子とこんな話を幾いく度ども繰り返しているのだろう。

「京子さんは恋愛経験が豊富そうですね」

「ただの耳年増だよ。高三でキス止まりだからたいしたことはない」

「女子校ですものね」

「君は優しいな」

　苦笑いを浮かべた京子さん。そんな彼女の背後で隣家の電気が灯った。

　途端、「うぉっ!?」っと素っ頓狂な声を上げた京子さんは、ベッドから跳はね起おきてカーテンの陰に隠れた。

「どうしたんです？」

「もしや弟が帰ってきたのか？」

　窓から覗くと玄関に高柳君の姿があった。

「お察しの通り、部活から帰ってきたようです」

「その望遠鏡で見れるの？」

「いえ。あれは木星を観察するための望遠鏡なので高柳君の観察には適しません」

「君は渋い趣味を持っているんだな。ならば弟をよく見るために適した道具はないか？」

「……よかったらオペラグラスを使ってください」

　利沙に返しそびれたオペラグラスを渡すと、京子さんはカーテンの隙間にレンズを差し込んで玄関の方に向けた。わたしも彼女の後ろに立って見ると、高柳君が制服姿のままバットを肩に乗せて玄関から出て来たところだった。部活を終えたばかりだというのに、また素振りをするらしい。

「野球に熱心な弟だな。プロ野球選手にでもなるつもりか？」

「いえ。弟さんの希望は一般企業への就職です。野球は中学でお終しまいだと言っていました」

「じゃあ、あの素振りは大方ストレス発散ということだな。どうやら友人の告白は彼に大ダメージを与えたようだ」

　たしかに高柳君はバッティング練習をしているというより、バットを振り回して何か見えないものと戦っているように見えた。また罪悪感のような気持ちが頭の中で暴れ始めた。

「気に病むなよ。友達と好きな女がかぶることはよくある。しかし、あんなに悩んでいる弟を見ていると今すぐ抱きしめに行きたいな。それが叶わないことが残念でならない……ん？」

「どうしました？」

　マジマジと眼を見開く京子さんの視線の先には、妹のまなちゃんがいた。

「妹ちゃんの登場だ。なんて可か愛わいらしいんだ。ほら、あのワンピースから伸びた細い脚を見たまえ。白タイツだぞ？　白タイツを穿いてる。キュートすぎて生きるのが辛いレベルだ。しかも履き物は親父さんのサンダル。この日常的な光景を彼女の同級生が見たら鼻血を吹き散らすに違いない。おお。ちょっと肌寒いのかパーカーを胸元で押さえている。温めに行きたいなぁ。抱きに行きたいなぁ。舐め回したいなぁ。あすみ君よ。ぶっちゃけ私の妹は利沙君を越える逸いつ材ざいだとは思わないかね？　第二次性徴を迎える前にあのレベルだ。末恐ろしいにも程がある」

「口からヨダレが出ていますよ。お姉さんなんですからしっかりして下さい」

「失敬」

　京子さんは口元を手ぬぐいで清めると再び高柳家にレンズを向けた。なんだかわたしの周りでは、京子さんといい利沙といい、覗き見に興奮する人が多い気がする。

「それは君も同じだろう」

「……すみません」

　心を読まれた。この人の前では余計なことを考えてはいけない。

「そのとおりだよ」

「はい」

　気を取り直してわたしも窓を見ると、家から出てきたまなちゃんが兄と何か話していた。たぶん夕食の相談だろう。高柳家では兄が部活で遅くなる日は、お父さんに電話をして総菜を買って来てもらうことになっている。

「そうか。そういった取り決めがあるのか……弟は食事の用意ができるのかね？」

「普通の男子に比べたらずっと手慣れています。ちょっと味付けは濃こいですけど」

「スポーツをやっているから身体が塩分を欲するのだろうな。まなみは？」

「簡単なものならいくつか。たまにうちへ料理の仕方を教わりに来ます。しっかりした子ですよ。まなちゃんは」

「そうか」

「はい」

　彼女の顔を見ると、ヨダレを垂らした締まりのない顔から一転して、寂さびしげな表情に変わっていた。こうして兄妹の姿をじっくり見るのは初めてなのかもしれない。

「なぁ、あすみ君。あの兄妹は母さんがいないことについてどう思っているのだろう……」

　これだけは想像するしかない。ただ、高柳君が「お母さん」という存在に憧れを持っているのは知ってる。直接口に出すことはないが、時折、そう思える場面に遭そう遇ぐうするのだ。

「そうだよな。さみしくないはずはないか……それでも二人がまともな成長を遂げているようで安心したよ。私と違ってね」

「京子さんも立派な高校生じゃないですか」

「君は優しい子だな。佐島氏が告白したのもわかる気がする。そうだ。弟妹の好物を教えてくれないか？　是ぜ非ひ知っておきたいんだ」

　二人の好物か。

「あの兄妹はハンバーグが好物です。ステーキや焼き肉よりも、手ごねのハンバーグがいいんですって。どうやら手作り感を求める傾向があるようです。ちなみにパイナップルがつくと、まなちゃんのテンションが上がります」

「やはり血は争えないな。私もハンバーグが好きだよ。あのナイフを入れた時に溢あふれ出だす肉汁がたまらん」

「なお、ハンバーグの上にケチャップで名前を書くと尚人ちゃんは嫌がります」

「思春期だから当然だろう。今すぐ作りに行ってやりたいな……。料理には自信があるんだ」

「美人で料理上手なんてポテンシャル高すぎですね、京子さんは」

「あすみ君は褒ほめ上手じようずだな。しかし、彼らに手料理を振る舞えるのは当分先だろう。弟も受験が控えているし、姉だと名乗りを上げるには時期が悪い。今回はお義父とうさんに挨あい拶さつするだけで退散することにする」

「京都へ帰るんですか？」

「ああ。君と利沙君のおかげで心配事が消えたからね。一週間の滞在予定だったが、用が済んだら帰らなければいけない。学校もあるし、向こうの父母にも心配かけたくないからな。まぁ、一泊で帰るのは勿体ないから少しブラブラしていくがね。幸い、野球部を観察できるスポットもみつけたし」

　京子さんは「さて」と掛け声を出すと、テーブルに置いたコーラを飲みきった。

「名刺を渡してなかったな。携けい帯たいのアドレスを書いてるから困ったことがあったら電話するといい。いや、世間話でもけっこうだ。私は友達が少ないから用のない電話に飢うえている」

「お友達が少ないんですか？」

「とってもね」

　浴衣の袖そでから取り出した名刺をわたしに差し出した。その名刺には小坂京子の名前と学校名に携帯アドレス、それに妙な肩書きがあった。

「思春期研究所　所長……京子お姉様。この肩書きはなんですか？」

「眼が笑っているぞ。コンタクトレンズで妄想が見える特技を生かして副業をしているんだよ。簡単に説明すれば中高生専門のカウンセラーをしている。一応、年収は五〇〇〇万オーバーだ」

「まじっすか!?」

「高校受験に失敗したら雇やとってやるよ。学歴不問なんだ。それより着替えたい。ちょっと後ろを向いてくれ」

「女同士ですから気にしないで着替えて下さい、所長」

　浴衣の帯を解き始めた京子さんだが、ジト眼でこちらを咎めるように見た。いや、正確にはわたしの隣にある空間を睨んだ。

「この部屋には私にとって異性が一人いるんだよ。しかも、とびきりのイケメン変態だ。そいつは私の着替えが気になって仕方がないらしい」

　部屋を見回したがイケメン変態などいない。

「どこにいるんですか？　京子さんが浴衣の下に下着をつけているか否か気にしている男なんてどこにもいませんよ？」

「君は自分の欲望と向き合う必要があるな。ようするに君の妄想少年がガン見しているのだよ。今まで眼を瞑っていたが、君の妄想は相当なものだ。今だって、私がスポブラなことに興奮している。さぁ、欲求を抑えて平常心を保ちたまえ。そのうち地じ獄ごくに堕おちるぞ」

　……なるほど。わたしの妄想少年か。

　どんな顔をしているかわからないが、わたしの妄想なら相当エッチなのだろう。今だって京子さんがどんなパンツを穿いているか見たくてウズウズしているにちがいない。

　色は何色だろうか。無地なのか、それとも模様がついているのだろうか。もしかしたら縞しまパンって線もある。そんなわたしの欲望に忠実な妄想少年は京子さんの下着に興味津々なはずだ。そう思うと心の中で恐れていた妄想少年という存在が急に身近に感じられた。

「そうだな。君は自分の妄想を恐れすぎている。正体不明でも、しょせん妄想少年だってエロい妄想少女と変わらないよ。さぁ、着替えは終わった。私は帰ることにする。弟君はストレス発散をやめて家に戻ったようだしね」

　カーテンをめくると外に高柳兄妹の姿はなかった。京子さんはシャツの裾すそを整えるとリュックを背負った。

「お寺まで見送らせてください」

「ありがたいが結構だ。中学生が出歩くには遅い時間だからね。玄関まででいいよ」

　部屋から出て階段を下りると、母が紙包みを持って寄ってきた。

「京子ちゃん。クッキーを焼いたからおやつに持っていって。旦だん那なをゲットした絶品よ」

「ありがとうございます。今度、焼き方を教えて下さい」

　ニコリと笑って、母特製のクッキーを受け取ると、京子さんは靴を履いた。そして、家を出る直前、わたしを手招きして呼び寄せると耳元で。

「……君の恋愛とは別に弟のことを頼む。不用意にライブハウスで歌ったせいで気持ちを波立ててしまった。いつか礼はするが、不器用な弟を頼む」

　そう言って軽くわたしをハグした。

　京子さんの肩は思っていたより小さく、そして弟を心配する姉のものだった。大人びているが一七歳の女子高生でしかないことを小さな肩の温もりから知った。

「高柳君のことはまかせて下さい」

　そう答えると、澄んだ笑顔が返ってきた。その表情は卒業アルバムに載っていたお母さんとよく似ていた。
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「峰みね倉くらさん。あなた、佐さ島じま君に告白をされたんですってね」

　翌日、わたしは怖い女子たちから呼び出しを受けることになった。

　一時間目はＣ組の近こん藤どうさん。二時間目はＤ組の小こ林ばやしさん。三時間目はＦ組の相あい田ださん。そして昼休みはＥ組の美み浜はまさんだ。彼女たちはまったく同じセリフでわたしを校舎裏に呼び出し、寸分違たがわぬ質問をする。

「ねぇ、佐島君にどんな返事をするの？　高たか柳やなぎ君のことが好きな峰倉さん」

「……まだわかりません」

　そして彼女たちは例外なく綺き麗れいな顔を般はん若にやにする。

　利沙に忠告されたとおり、わたしは皆の好奇心を刺激する存在と化した。だが予想していた以上に佐島君に好意を寄せる女子は多く、特に現在対たい峙じしている武ぶ闘とう派はの美浜さんは恐ろしかった。胸ぐらをつかまれ、すでにブラウスのボタンがいくつも飛んでいる。

「この泥どろ棒ぼう猫ねこが！　高柳君のことは私の眼をそらすカモフラージュだったのね!?」

「ち、ちがうよ。わたしは高柳君のことが……」

「二ふた股またか！」

　美浜さんの眼が見開かれ、わたしは平手打ちを覚悟した。しかし、

「ストーップ。この逆さか恨うらみ女。あすみに不満をぶつける気力があるなら、今から佐島のところに行って、ご自慢のおっぱいで迫ってきなさい。この負け犬」

「河内こうち利り沙さ！」

　わたしを助けてくれたのは利沙だった。




「まったく世話が焼ける子ね。いちいち呼び出しに応じるなんて馬ば鹿かじゃないの？」

「……助けてくれたことには感謝するけど、美浜さんに負け犬だなんて言うのは酷ひどいよ。可か哀わい想そうに彼女は泣いてしまった」

「喉元過ぎればなんとやらね。敵に甘い顔を見せれば付け込まれるわ。叩たたける時に叩く。潰つぶせる時に潰す。この国に生きているなら常識よ」

　いつから日本はこれほど荒すさんだ国になったのだろう。それでも友情は常識を越えるようだ。昨日、不ふ干かん渉しようを宣せん言げんしたにもかかわらず、利沙はわたしを体育館のロッカー室に連れて行ってくれた。ここは剣道部や柔道部の女子部員しか使わないので誰だれもいない。おかげで息をつくことができた。

「ほら、ブラウスをよこしなさい。ボタンつけてあげるから」

　利沙はロッカーの向かいに据え付けられているベンチに腰を掛けると、ソーイングセットから針を取り出した。

「利沙はずいぶん乙女おとめチックな物を持ち歩いているんだね。本気で驚いたよ」

「ソーイングセットは女の必須アイテムでしょう。ほら、脱ぎなさい」

　ブラウスを脱いで差し出すと、利沙はぶら下がっているボタンの糸をハサミで切り、手際よくボタンを付けてくれた。このところ利沙には世話をかけてばかりだ。

「助かるよ利沙。だけど、どうしてロッカー室の鍵を持ってるの？」

「鶴つる川かわさんと亀かめ山やまさんが貸してくれたのよ。友達思いの彼女たちに感謝なさい」

「わたしは友達に恵めぐまれているらしい」

「頭と胸も恵まれていれば良かったのにね」

「君の毒どく舌ぜつが今は嬉うれしいよ」

「このマゾが」

　二つ目のボタンをつける利沙が口を歪ゆがめてそう言う。たしかにマゾかもしれない。こうしてボタンを飛ばされ、半はん裸ら状態で自じ嘲ちようしているのだ。

「彼女たちを怒らせているということは、一晩寝ても答えは出なかったようね」

「……うん」

　わたしは佐島君へ返事をしていない。なぜなら昨日利沙に言われた「高柳君との友情を捨ててでも……」が気に掛かって返事を言えないのである。これは佐島君にとってわたしは高柳君より価値が高いってことになる。断るにしても適当なことは言えないのだ。

「……だけど佐島君のことを好きな人から見れば、二股を掛けているように見えるよね」

「人がどう思おうと関係ないでしょ。それより京きよう子こさんの話なんだけど、彼女はこれからどうするつもりなのかしら？　わざわざ、あなたを助けてここまで連れてきたのだから話に付き合いなさい」

　利沙はブラウスをわたしに羽は織おらせそう言った。どうやら利沙はこの話をするためにわたしをロッカー室へ連れて来たようだ。高柳君にお姉さんがいることは誰の耳にも入ってはいけない。念のため外に人がいないか確認した。

「昨日、家で京子さんと一緒に夕食を食べたんだ」

「あすみの家で？」

「うん。お母さんが偶ぐう然ぜん、京子さんと知り合ってね。卒業アルバムの件についてお礼を言われたよ」

　コンタクトレンズや虚こ無む僧そうの話は利沙に言えないので伏せる。

「京子さんはどうするって？」

「顔を知られていた理由がわかったから京きよう都とに戻るってさ。それで高柳君のお父さんが会わせてくれるのを待つって」

「目の前に弟と妹がいるというのに複雑な気持ちでしょうね。もしかして今日帰るの？」

「今日は高柳君のお父さんと会うから、もう一泊するってさ。お父さんの仕事が終わるのは早くても五時だし、それから京都に帰るのは大変だろうからね」

「なら、お別れついでにもう一度会いたいわね。お寺に行けば会えるのかしら？」

「名刺をもらったからメアドがわかるよ。アポを取ろう」

「私がメールを打つわ。その名刺を見せて」

　お財さい布ふから名刺を取り出すと利沙が学校名を見て驚いた。

「あら、京都の名門校じゃない。偏へん差さ値ちが高い上に入学審査が厳しいことで有名な難関校。すごい学校に通ってるのね、あの人」

「通ってるんじゃなくて、寮に住んでるんだってさ。そんなことより肩書きを見てよ」

「思し春しゆん期き研究所……所長？」

「京子さんは思春期の専門家なんだ。少年少女を顧こ客きやくに年商五〇〇〇万」

「へぇ。あの人の冗じよう談だんはセンスがいいわね」

「冗談なの!?」

　利沙が吹き出した。

「どうやったら子供からそんな大金を稼げるのよ」

　言われてみればそのとおりだ。また騙だまされたらしい。

　わたしは笑い出した利沙から携帯を奪い取ってクレームと共にアポイントメールを送った。すると一分とかからず返信が戻ってきた。しかし、このメール。

「どうしたの、あすみ」

「これを見てよ」

「どれどれ」

　すると画面を見た利沙はロッカー室から飛び出し、体育館を出るとプール門の方を仰あおぎ見みた。案あんの定じよう、門の隣に建つマンションの屋上にキラリと光るものをみつけた。あれは双眼鏡の反射光だ。メールの文面には「二人っきりで嬉し恥はずかしのロッカー室」なんて書かれていたのである。

「まったく、クールな外見と行動が嚙かみ合あってない人ね。それに百ゆ合り展開がお好きらしい」

「キスして悦よろこばせてあげようか？」

「その前にブラウスのボタンを直しなさい。誤解されるわ」

　慌てて飛び出したからボタンがずれていた。掛け直していると利沙の携帯からメールの着信音が鳴った。

「現在、野球部の監視中。君たちも校庭を注視せよ……だって」

「校庭？」

　校庭を見ると、部室の前に野球部が集つどっていた。部長を中心にして三〇人の部員たちが扇おうぎ形がたに座っている。ここから一〇〇メートル近く離れているので何を話しているのかわからないが、盛り上がっているように見える。

「昼休みだというのにミーティングだなんて熱心だ」

「また京子さんからメールよ。何を話しているか聞こえないかって。あなたの地じ獄ごく耳みみには何か聞こえて？」

「この距きよ離りで聞き取れたら人間じゃないよ」

「そうよね」

　利沙が「盗とう聴ちよう不能」とメールを送った。すると三秒後に「野球部に接近せよ」と返ってきた。眼を凝こらすとマンションの屋上で軍隊の指揮官みたいに手を振りかざす京子さんの姿が見えた。

「どうしようか、利沙……って、行動力ある娘だなぁ！」

　すでに利沙は体育館裏から飛び出し、校舎脇の植え込みに隠れて部室へ向かっていた。そして手信号で「こっちへ来い」と手招きする。仕方がないのでわたしも後を追った。

「――三塁手サードは高柳。左翼手レフトは野の本もと、遊撃手シヨートは佐島……」

　どうやらポジションの発表をしているようだ。部長の声を横に聞きながら、校門脇へ移動。部室横の茂みに潜ひそんでいる利沙と合流した。

「利沙はこういうことが好きみたいね」

「違うわ。未来のお義姉ねえさんに媚こびを売っているの」

　とてつもない速さで携帯のキーを打つ利沙。京子さんに実況メールを送っているらしく、マンションの屋上では京子さんが両手で大きな「○」を作っていた。

「利沙を高評価しているようだ」

「嬉しいわね。『思春期研究所』に雇やとってくれるかしら？」

「高校受験に失敗したら入れてくれるってさ」

「ある意味、難しい採用条件ね」

　そんな話をしている間にスタメン発表が終わり、移動式の黒板に試合までのスケジュールが書かれ始めた。伸び上がって見ると、今週末に「練習試合」と書かれ、続いて今日の日付には「紅白戦」と書かれた。チョークを持っているのは佐島君だ。

「あまり返事を長引かせてはいけないわよ？」

　不意打ちをくらった。

「わかってるよ。そんなことくらい」

「ならいいわ。これは私からのお願いだけど、高柳君と佐島の関係がこじれる前に気持ちを固めてね。もしこれが原因で試合に負けたら目も当てられないから」

「わかってるって」

　利沙に言われるまでもなく、二人の友情は心配だ。

　昨日の練習の時と同じように二人は離れた所にいる。

「さてさて、峰倉あすみはどんな行動を取るのかしら。楽しみだわ」

　利沙はわたしを娯楽の一種か何かのように思っているようだ。さも愉ゆ快かいそうにわたしを見ている。

「人の気も知らないで……」

「知らないから楽しめるの。特に本人もわかっていない問題ならなおさらにね」

　含み笑いをする利沙の携帯がメールを受信した。マナーモードにしているらしく着信音は鳴らない。携帯画面に手紙のアイコンが右から左へとアニメーションするのが見えた。

「京子さんから？」

「たぶんね」

　着信一件の画面に切り替わると「隠れろ」という三文字が映し出された。その途端、利沙がわたしの頭を押さえつけた。そして自身も姿勢を低くする。それからすぐに砂じや利りを踏む足音が近づいてきた。どうやらミーティングが終わったらしい。

「……せっかく苦労して隠れたというのにもう終わってしまったわ。残念」

　植え込みの間から、校舎へ戻る野球部員たちのスニーカーが見える。たしかに残念だ。別に何か調べてるわけではないけど、スタメンと今日の練習が紅白戦ということしかわからなかった。部員たちの靴が通り過ぎていくのを見ていると、そのうちの一つがわたしたちの前で止まった。

　隠れ潜んでいるのがバレたかと思ったが、白いスニーカーの持ち主が何者かに呼び止められたからだった。駆け寄ってくる黒いスニーカー。どちらの靴にも見覚えがある。

　ちょっと待ってよ、あの靴は……。

「佐島、話がある」

「奇き遇ぐうだね。僕もだよ」

　わたしたちの前で立ち止まったのは高柳君と佐島君だった。利沙の携帯画面に手紙のアイコンが現れ、メールを受信した。




「嵐あらしの予感」




　文面通り、彼らの様子はわたしたちに嵐の到来を予感させた。

　この場から離れたかったが、あろうことか二人はわたしたちが隠れている茂みを背にして座ってしまった。

　動けば彼らにみつかってしまうし、ここでわたしたちが植え込みから現れるのも不自然極まりない。そもそも利沙には動く意思がないようで携帯を握ったまま彼らの後ろ姿を見ている。張りつめた緊張を二人から感じ、わたしはこれからどんな話がされるのか怖くなった。

　高柳君と佐島君は校庭を見たままどちらも話し出さない。おそらく他の部員が校舎へ戻るのを待っているのだろう。その沈ちん黙もくにわたしの口はカラカラに乾き、手には汗が滲にじんだ。そして、辺りに人の気配がなくなるといよいよ高柳君から切り出した。

「あすみに告白したそうだな、どういうつもりだ？」

「彼女が好きだから交際を申し込んだ。悪いか？」




　ど、ど、ど、どうしよう。




　やっぱりこの話だ。

　彼らはわたしたちが植え込みに潜んでいることを知らず、この話を始めたのだ。顔は見えないけど緊迫した雰ふん囲い気きだけは伝わってくる。

「なぁ、俺はお前が河内のことを好きだと思っていたんだが、違ったのか？」

「間違ってないよ」

「じゃあ、なぜあすみに告白をした？」

「君は質問ばかりだね。告白したということは峰倉さんの方が大切だからに決まっているだろ。いや、放っておけなくなったと言った方が適切かな。君は僕が告白を決意した理由を知ってる？」

　今、佐島君がわたしも知りたいことを高柳君に尋ねた。この場で盗み聞きしちゃいけないのはわかっているけど出るに出られず、利沙もわたしの頭を押さえたまま動かない。どうしようもないまま、高柳君が尋ね返してしまった。

「告白を決意した理由？」

「わからないのかい？」

「ああ」

「それは君が峰倉さんを泣かせたからだよ」

「俺があすみを泣かせた？」

「気がつかなかったのか？　峰倉さんは君がパンフレットの切り抜きを持ち歩いていることに気づいて泣いたんだ。だからこれ以上、彼女を傷つけさせないために告白をした」
















　わたしが泣いたから告白をした？




「まて、佐島。この写真は……」

「知ってるよ。それはライブのパンフレットの切り抜きなんだろ？　僕はライブが終わった後、峰倉さんから相談を受けたんだ。なんでも高柳がその写真の子を好きにならないか不安だと言う。正直、僕はそんなことを心配するなんてどうなのかと思ったけど、同時に彼女の深い愛を見た。だから気にすることもないし、高柳は見向きもしないだろうと言ってあげた」

　佐島君は公園でのことを言っている。だけど佐島君はあの写真が卒業アルバムに載っているお母さんとそっくりだったことを知らない。もちろん京子さんのこともだ。しかし佐島君は語気を強めて言った。

「それなのに君は手帳に写真を挟はさんで大事にしている。僕は高柳尚人という男を信頼していたから、峰倉さんに好意を抱かないようにしていたんだぞ」




　ちょ、ちょっと待って。高柳君がいるからわたしを好きにならないようにしたって……どういうことだ。




「僕は小学校の頃から峰倉さんが好きだ。高柳を追いかけ、君のために頑がん張ばっている彼女が好きだった。何度、君と入れ替わりたいと考えたかわからない。この気持ちを抑えられたのは相手がお前だったからだ。峰倉さんと幼なじみの君なら幸せにできるだろうと思っていた。しかし君は峰倉さんを苦しめた。これは僕に対しての裏切りでもあるんだよ」

「ちょっと待て、佐島……」

「待たないよ。僕は十分に待ったつもりだ。だけど僕は君の友人で在り続けたい。もし、君が峰倉さんのことを一番に考えているなら、その写真を今すぐ破り捨てて欲しいんだ」

「写真を破る？」

「そうしたら、今すぐ峰倉さんのところへ行って告白を取り消させてもらう」

　わたしは佐島君の最終通告に期待してしまった。高柳君が写真を破れば、お母さんよりわたしのことが好きだということになるのだ。

　高柳君が手帳を取り出した。

「俺は……」

　写真を見ている。

　だけど。

「この写真はあいつに関係ねぇよ」

　高柳君はそう言い切った。

　その言葉を聞いて心が冷えていくのがわかった。あの写真をお母さんへの憧あこがれから持っていることはわかっている。だけど高柳君はわたしとお母さんを天てん秤びんにかけて、天国のお母さんを選んだのだ。茂みの隙間から、佐島君が立ち上がるのが見えた。

「僕は峰倉さんからの返事を待つ。少なくとも君への義理は果たしたから、どんな返事でも恨うらまないでくれよ」

「……ああ」

「それとこの件は僕たちだけの問題だ。部活に持ち込むのはやめよう。試合が近いし今まで通りに練習をするんだ」

「わかってる」

「じゃあ、また放課後の練習で」

　佐島君はそう言い残して校庭を後にした。わたしと利沙は高柳君が歩き出すまでかなり長い時間その場に隠れ続けなくてはいけなかった。




　　　　　＊＊＊




「すごい！　京子さんのおかげで凄すさまじい現場に立ち会ってしまったわ！」

「……まさかこんなことになるなんて」

　昼休みの終了を告げる予よ鈴れいが鳴ったが、とても教室へ戻る気にはなれず部室で気を静めることにした。手近にあったパイプ椅い子すを引き出して座ると、どっと身体が重くなり目め眩まいがしてきた。

「モテ期到来の気分はどう？　あすみ」

「茶化さないでよ」

「からかいたくもなるわよ。一人の女をめぐって諍いさかいを起こす二人。彼のお姉さんも興きよう味み津しん々しんよ」

　携帯の画面をこちらにかざす利沙。「詳細を教えたまえ！」と書かれていた。

「まったく京子さんは……」

「彼女でなくても興味を持つわよ。私だってこれからあなたがどうするのか気になって仕方ないもの」

「利沙は呑のん気きでいいわね。利沙からすればわたしが告白を受ければライバルが減るでしょうし、断ってもこれまでと変わらないのだから」

　利沙を咎とがめるつもりで言ったが、「いやいや」と首を振られた。

「私はそういう風に考えるほど単純な女じゃないわよ。佐島の気持ちを聞いたでしょ？　あすみを小学校の頃から好きなのに、あなたのために好きにならないようにしていた。この友情と愛に揺れ動く気持ちを思うと、これまで佐島が立っていたポジションに身み震ぶるいするほどの恐怖を覚えるわ」

「恐怖？」

「だって親友と一緒にいると愛するあすみがくっついてくるのよ？　あなたのことが好きなのに高柳君とベタベタするようにしむける。ドＭを通り越して、清すが々すがしいほどの愛を感じるわ。これはある意味、恐怖に値する」

「……恐怖」

　たしかに恐怖を感じる。利沙は佐島君にそう感じたようだが、わたしは自分に対して恐怖を覚えた。佐島君の気持ちを知らなかったとはいえ、わたしは拷ごう問もんのようなことをしていたのだ。

「だけど佐島も絶妙のタイミングで告白したわよね。もし京子さんと会った後であれば佐島の告白をその場で断っていたでしょうし、告白自体しなかったでしょうから。恋愛は時の運とはよく言ったものだわ」

　時の運……この前、佐島君は「風」が「流れ」を作ると言っていた。今もわたしはこの場に居合わせて、本来聞くはずのないことを聞いてしまった。たしかに「風」は佐島君に吹いている。その証拠にわたしの心はざわめいて仕方がない。だけどわたしは佐島君にどう答えればいい？　そうすると高柳君は？　リサはこういう場合どうなってしまうんだ？

「ちょっと佐島プッシュがすぎたようね。これでは私の良識が疑われてしまいそう。ちょっと高柳君について考えてみましょうか」

「高柳君について？」

　利沙はパイプ椅子に深く腰をかけると脚を組んでいった。

「あすみはウェスターマーク効果って知っている？」

「なにそれ？」

　利沙が突然、妙な言葉を口にした。ウェスターマーク効果なんて聞いたこともない。

「面白い現象のことよ。幼い時期に社会的接触が多かった男女は、大きくなるとお互いに距離をとるんですって」

「どういうこと？」

「つまり幼なじみには恋愛感情が生まれにくいことになっているの。これは都市伝説でもなければ俗説でもないわ。統計学的な事実と生物学的な側面から立証されている現象なの」

　科学的根拠があるから高柳君を諦めろと言っているのだろうか。幼なじみ同士が結婚まで至らないって話はよく聞くし、今さらそんなことを言われても諦める気はない。しかし、利沙がわたしに言いたいことはそんな簡単なことではなかった。

「あすみが高柳君を好きなことは知っているし、あすみは私にとって唯一の友達。だから教えてあげたいの。今、高柳君が何に悩んでいるか知っている？」

　利沙の質問に始業のチャイムが重なった。

「彼が何に悩んでいるか……？」

「そうよ。よく考えてみて。高柳君は親友の告白によって、どんな心境に置かれていると思う？　あすみのことが好きなんだからかなり堪こたえているはず」

　ちょっと待て。利沙がさっきから言っているのは高柳君がわたしのことを好きだって話じゃないか。たしかに一連の出来事から高柳君の心境を読み解くとそうなるかもしれないけど、それを自分で言っていいのか？　利沙の顔を盗み見るとこちらを見て笑った。

「そんな顔しないで。高柳君を観察していれば誰にでもわかることよ」

「……利沙」

「だけど、私は諦めない。そこで私の勝機はあすみが高柳君に告白しないこと、もしくは高柳君があなたに告白しないことだったわけ。そこまで理解できている私にはあすみが高柳君に告白をためらっている理由もわかっているわ」

「どんな理由だと思うの？」

「高柳君に相応ふさわしい女になろうとしてたんでしょ？」

　言い当てられた。

　利沙はニッコリと本当に嬉しそうな顔をした。

「その様子だと大当たりね。あすみがそうであるなら、高柳君の気持ちも同じだと思う。良かれ悪かれ、あなたたち幼なじみは似ているもの。きっと高柳君も『峰倉あすみに相応しい男になる』と考えているはず」

「あ、ありえないよ。彼は頭が良いし、スポーツだってできるし、みんなに好かれている。それなのにわたしは勉強できないし、顔も良くないし、みんなに迷惑かけてばかりだし……」

「あら。あすみは馬ば鹿かで顔も良くないけど、この私に好かれているわ。少なくとも今まで出会った人の中でもっとも気に入っている。つまり峰倉あすみには魅力がある証拠よ。あなたのことが好きだからこそ、こういった状況に置かれても話してられるの。けれど、顔も良くて文武両道の高柳君があすみと不釣り合いってことはない。ならば、なぜ告白しないのか。それは彼を蝕むしばむ悩みが邪魔をするから。あすみは悩みの正体がわかる？」

　悩みの正体……？

　利沙の言うことが当たっていれば、高柳君は自分に満足していないことになる。その原因が悩みの正体と言えるだろう。いったいそれはなんなのか。

　京子さんの顔が浮かんだ。いや、京子さんじゃない。わたしは無意識にセーラー服を着せて「その人」を想像している。彼女は。

「お母さん」

「きっとそうね。高柳君は『お母さん』という存在にコンプレックスを抱いているのよ。これは想像だけど高柳君は父子家庭に育っていることに引け目を感じているのではないかしら？　だから両親の元で育った佐島があすみに告白しても阻はばまない。いえ、阻めないの」

「そんなこと誰も気にしないよ」

「彼にとっては重要なことなのよ。その証拠に写真を破らなかった。あすみとの恋愛以前にそれが壁になっているのね」

　壁。

　彼はわたしが思っている以上にお母さんを求めていたってことだ。だとすればわたしはどうすればいい。「お母さんのことなんか気にするな」とでも言えばいいのか？　そんなこと言えるはずない。

　すると利沙が立ち上がって黒板に向かった。

「対策を練りましょうか」

「対策？」

「そうよ。これまでのことであすみは、高柳君と佐島の気持ちに挟まれて悩んでいる。そうよね？」

「……うん」

「それならシミュレーションしましょう。物事は視覚化すればわかりやすくなる」

　利沙はさっきまで野球部員たちが使っていた黒板をこちらに向けると、チョークを摘んで黒板の中央に「告白の返事」と書き、その左下には「ＹＥＳ」、右下には「ＮＯ」と二択の選択肢を書いた。

「まずはあすみが佐島の告白に対してノーを選んだ場合。するとどうなるか？」

　利沙は黒板に書いた「ＮＯ」の下に矢印を引いた。

「可か哀わい想そうに佐島は失恋。高柳君は親友の失敗に内心喜んでしまう」

　矢印の先に「喜ぶ」と書き記す。

「だけど喜べるのはその時だけ。高柳君は親友の失恋を喜んだことに自じ己こ嫌けん悪おし、それから自分がどうならなくてはいけないか気がつく。何に気がつくと思う？」

　矢印が「喜ぶ」→「自己嫌悪」に繋がり、さらに矢印が書かれる。しかし、その先に書かれる文字がわたしにはわからない。利沙はわたしが解答を出せないことを悟さとると黒板にチョークを打ちつけた。カツカツというチョークの鋭い音が刻んだ文字は「究極存在」という四文字だった。

「これは？」

「一連の事態の末に高柳君が求めるであろう姿。アルティメット高柳。あすみが佐島に『ＮＯ』を突きつければ、高柳君はきっとこう考えるでしょう。『自分が認めている親友でさえ、峰倉あすみの攻略に失敗した』とね。そしてこうも考えるでしょう。佐島を遙はるかに超えた完全無欠な男になろうって。勉強もできて、スポーツもできて、何でもできる究極中学生。だけど、彼は母不在というコンプレックスを抱えているので理想とする究極存在にはなれない。賢い高柳君はそのことにすぐ気がついてしまう。つまり……」

　×。

　利沙は大きな「×」で「ＮＯ」の文字を潰つぶした。続いてその隣の「ＹＥＳ」に矢印を書き足す。

「次はあすみが『ＹＥＳ』と答えた場合をシミュレートしましょう。佐島の告白を受けて付き合う。高柳君は失恋と親友の離反に悲しむでしょうけど、弱い男ではないから、そのうち二人の仲を祝福する気がする。そしてあすみを失ったことで気負うこともなくなって、誰かと気楽な恋愛を楽しむ気もする。未来志向のハッピーエンド。今後の活躍にご期待下さい。これがある種の正解に思える」

　そう言いつつ、「ＹＥＳ」を「○」ではなく「△」で囲った利沙。それはわたしへの配慮だろう。

「なんだか佐島君とわたしが付き合うことが自然な流れに見えるね。利沙の『授業』だと」

「そうね。私の『授業』だからこうなってしまうのかも。だけど一つのシミュレーションとしては間違っていないわ。そもそも恋愛には答えがないもの」

　客観的でありつつ、利沙の希望も含まれた授業。利沙にとってわたしが「ＹＥＳ」と答えた方が断然いいに決まっている。だけど恣し意い的てきに思えないのは、高柳君のことを考えつつ、わたしの気持ちも思いやってくれているからだろう。利沙は黒板消しで白い文字を全部消した。そしてパイプ椅子に座るわたしにもたれ掛かった。

「ただ残念なのは……」

「利沙？」

「あすみの答えが『ＹＥＳ』でも『ＮＯ』でも、こうして一緒にいられなくなることね」

　利沙の言葉にハッとした。そして、わたしは正解のない問題に新たな難題が加わったことに気がついた。

　わたしは利沙が好きだ。利沙も友達だと思ってくれている。だけど、この関係は普遍的なものではない。きっとわたしは佐島君と付き合ったとしても、利沙が高柳君と手を取り合っている姿を視ていられないと思う。また、わたしと高柳君が付き合った時、利沙は友達でいてくれないだろう。どちらにせよ利沙との関係が変化するのは疑いようがないのだ。

　ぞくりとした。

「……どうすればいいのかな？　利沙」

「友達だから答えられないよ」

　利沙の「授業」は黒板を白く曇らせ、未来が霧きりで覆われているように思えた。霞がかかって見えない未来という名の答え。黒板はわたしを悩ませるだけで、わたし自身も答えを導き出せず、解答を拒否したいとさえ思っている。

　こんなに恋愛って苦しいものなのか？

　始まってもいない恋愛にわたしは恐怖を覚えた。




　　　　　＊＊＊




　五時間目の授業をさぼって行われた利沙の「授業」は、結果的にわたしをさらに悩ませることになったが、おかげで高柳君の苦悩に気がつくことができた。

　高柳君はお母さんがいなくても普通に過ごしていたし、家事なんかも人並み以上にこなしてたので、それが普通だと思っていたけど、違ったのだ。

『あすみ、河内さんは？』

　ミウとユイヒメだ。

「保健室だよ。仮け病びようだから心配ない」

　部室から出た後、利沙は五時間目の授業を無断欠席にしないために腹痛患者になってくれた。美少女の仮病は誰にも疑われることはなく、介かい抱ほう役やくのわたしが褒められたくらいだった。

『ところであすみさん。リサさんの様子がおかしいですわ。どうしてしまったんでしょう？』

　ユイヒメがリサを心配している。言われるまでもなくわたしだって心配だ。

　教室に戻って驚いたのはリサの鋭するどい視線だった。

　いつも優しげな眼をしているリサ。そんな彼女が憎ぞう悪おの籠こもった瞳で黒板を睨んでいた。最初、何を見ているのだろうかと思ったが、黒板の先がＢ組の教室だということに気がついて視線の意味がわかった。佐島君の譲じよう歩ほが無駄だったことにリサは憤っているのだ。

「さっき佐島君と高柳君の間でいろいろあったんだよ。そのことも心配だけど、リサが口を利きいてくれない。佐島君に返事をできないから怒っているのだろうか？」

『それはないと思いますわ。妄想少女は宿主の思考がダイレクトに現れますから、怒っているなんてありえないですわよ』

『それにこの前、「お休みする」って言ってたよな。ついでに「あすみを惑わせないため」とも言ってた。普通だったら佐島君のためにあすみに好かれるようなフォローをするところだけど、そうしないってことは相応の理由があるんだよ。特にリサさんは普通じゃない生まれ方をしてるしな』

「普通じゃない？　どういうこと？」

　聞き返すとミウは『しまった』と口を押さえて、宮みや里さとの元へ逃げてしまった。さらにユイヒメも『気持ちを汲くんであげるのも親友の役目ですわよ』と言い残してゴリの所へ戻ってしまった。二人は何か隠している。というよりリサが隠している。

　リサを見ると、わたしを見て静かに頷いた。だけど何もしゃべってくれない。

　……まったく。

　ふいに高柳君の「おっかけ」をやっていた中二の頃が羨うらやましくなった。あの時のまま無邪気に好きだった方が幸せだったのではないのか？　そう思えてしまい、コンタクトを着けるようになってから苦悩してきた日々が無駄だったのではないかとさえ思えてしまった。
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「すごいものを見せてもらったぞ、二人とも」

　放課後、京きよう子こさんにマンションの屋上へ呼び出され、わたしは利り沙さと共に昼休みの出来事を報告することになった。京子さんはとても愉ゆ快かいそうで、屋上に着くなりわたしたちの手を握って「盗み聞き」の詳しよう細さいをねだった。

「眼鏡めがね君の恋愛はなかなか面白いな。それに写真を破れなんて切り返しが見事だった」

「ですよね。佐さ島じまのクセに生意気な感じです」

「お、その言い方は君のイメージにぴったりだな。私も生意気になってみたくなる」

「京子さんのくせに生意気です」

「ははは。このぅ」

　二人はわたしのことを放って盛り上がっている。利沙は昼休みにあれほど親身になってくれていたのに今はこんな感じだし、京子さんに至っては携けい帯たいのガスコンロでコーヒーを淹いれるなどして、ここに住む気ではないかと疑うほどだ。

　そんな様子につい苛いら立だってしまう。そもそも京子さんがライブハウスに来なければ何も起きなかったのだ。

「まぁ、こうなったのも母のせいだ。元を正せば母が卒業アルバムに写っていなければ何の問題もなかったのだ。娘からお詫わびの印にコーヒーを振る舞おう。インスタントだが不ま味ずくない」

　母のせいにされた。実際、京子さんを責められないし、そういう話でもない。コーヒーを受け取って口をつけることにした。

　眼下では野球部が練習を繰り広げている。先程の「合意」があったせいか、高たか柳やなぎ君と佐島君はキャッチボールを組んでやっている。彼らの様子を見て、監督している土ど井い先生や部長さんも安心しているようだ。部活に私情に持ち込まない彼らのスタイルは好ましいものだが、同時に無理をしているのではないかと不安に思ってしまう。

「見ていて痛々しいな。なまじ二人とも『いい子』だから日常を演じてしまえるようだ。もっと子供になってもいいのに」

「ですよね。もう少し隙すきを見せてくれれば、私も彼を慰なぐさめられるんですけど」

「だが、そんな弟では君は好きにならなかったのだろう？　因いん果がなものだ」

「ほんとですね。あすみもそう思うでしょ？」

「うん」

　利沙と京子さんが世間話でもするように高柳君のことを話し、わたしは相づちをうっている。

　なんだろ、この感じ。

　みんな悩みを隠して日常を演出している。あそこで部活をする高柳君と佐島君も同じだ。

「悩みが日常と共にあるってことだよ。きっと日常が悩みの塊かたまりだって気がつければ大人になれるのだろう」

　京子さんがわたしの心を読み取ってそんなことを呟つぶやいた。

「そんな日常を送る大人にはなりたくありませんよ」

「同感だな。ならば悩みから眼を逸らしてしまおうか。折良く野球部が紅白戦を始めるようだぞ。現実逃避にはもってこいだ。おや、一年生も参加するのか？　入学したばかりだというのに練習試合に出られるなんて、うちの出身中学では考えられないよ」

「あ、それはですね、隣となりの中学との伝統的な練習試合だからです。事前に三名以上の新入生を入れることが決まっていて――」

　利沙が京子さんに説明をする。校庭では部員たちが二チームに分かれて並び始めた。イメージ的には一軍チームと二軍チームが本番と同じように戦う形式だが、同じくらいのレベルでなければ練習にならないので、土井先生が同じポジションで選手を入れ替えてパワーバランスを調整している。それによって高柳君は赤チーム、佐島君は白チームになった。

「面白い組分けになったな。せっかくだから好きな男が所属しているチームを応援するというのはどうだ？　コーラでも賭かけてさ」

「あ、いいですね。では私は紅組で」

「君は決断が早いな。ならば私は白組だ」

「弟さんを応援しないんですか？」

「実弟に頑張れと声を張り上げるのはどうにも性しように合わない。それにあの生意気そうな一年ピッチャーは私の好みなんだよ。年下でなければ告白しに行っていただろうな。あすみ君はどっちを応援する？」

　……二人が意味ありげな視線でわたしを見る。どっちを選ぶべきか。紅組には高柳君。白組には佐島君。こんなことに悩むとは。

「――えっと、白組のピッチャーは小学生野球大会で実績がある投手です。それに引き替え紅組は打たせて取るタイプの樋ひ口ぐち君。わたしが見たところ、紅組の布陣は若じやつ干かん防御力に欠けるメンバー編成になっていますのでわたしは白組が勝つと予想します」

　利沙と京子さんはわたしの卑ひ怯きような選択を寛かん大だいな笑顔で受け入れてくれた。

「君はよほどコーラが好きなんだな。よかろう。白組が勝ったらコーラを飲み交わそうじゃないか」

「や、いや。負けたらきちんと二人分のコーラを買いますよ。回し飲みなんてふしだらじゃないですか」

「利沙君は固い娘だなぁ。女同士なんだから構わないだろう」

「あすみに間接キスさせたくないんですよ」

「君は情が深い娘だ。どうすれば口く説どき落おとせるのだろうか……おっと、戦いが始まったようだ。頑張れ白組ぃ！」

　双眼鏡を手にして観戦を始めた京子さん。その双眼鏡が真新しいところを見ると、午前中に買ってきたのだろう。わたしたちもそれぞれ双眼鏡とオペラグラスを構えて試合を観戦することにした。

「お、しょっぱなからフライが飛んだぞ」

　先攻の白組バッターがボールを打ち上げた。高く上がったボールは二塁の直上へ。プロ野球であれば間違いなくキャッチするところだが、二年生の二塁手はエラーしてしまった。そのままボールはてんてんと転がると部室のドアに当たって跳はね返かえり、その間にバッターは二塁を越えて三塁ベースを踏んだ。

「ははは。あそこに部室がなければランニングホームランだったぞ。中学野球ってのはなかなか愉快だな。弟がはまる理由がわかる」

「いやいや、ああいうエラーを減らすために高柳君たちは練習に励はげんでいるのです」

「わかってるよ。おや、次は三球三振。今度はピッチャーフライを見事にキャッチ。紅組の打たせて取るピッチャーとやらもなかなかやるな。一気にツーアウト。お、ライナーを捕ってアウトか。一回表終了だな」

　紅組が戻り、替わりに白組が校庭へ散っていく。白組の守備が整う間に高柳君が先程エラーした二塁手に声を掛けていた。どうやら直射日光に眼が眩くらんだことがエラーの原因らしい。高柳君は太陽にグローブを向けて捕り方を教えている。

「うちの弟は面倒見がいいな。私ならエラーした奴を蹴飛ばしている」

「高柳君は年下に優しいんですよ。だからみんな慕っています」

「ほう。ところで我が弟は部下にどんな教えを施しているんだ？　太陽が眩しくてはボールを視認できるはずはない」

「えっとですね、グローブで太陽を隠すんです。こうやって太陽光線を避けて、グローブの横からボールを確認しつつ捕るのが一般的ですね」

「へぇ。利沙君は詳しいな」

「好きな男が励むスポーツのことを詳しく知ろうとするのは当然ですよ」

「なるほどね」

　利沙が説明している間にも試合は進んでいく。島しま中ちゆう期待の新人ピッチャーは予想以上のピッチングを見せ、バッターにボールを掠らせもせず一回裏を終わらせてしまった。

「あのピッチャーは本当に一年なのか？」

「間違いなく一年生です。名前は広ひろ瀬せ球きゆう児じ。小六の時、群ぐん馬まの大会で完全試合を達成した実績もあって、即戦力として期待されています。先日、こちらに引っ越してきて島中野球部に入部。聞くところによると土井先生……わたしたちの担任なのですが、彼の指導を受けたくてクラブチームの誘いを断ったと聞いています」

「なにそれ。なんで土井先生を慕ってるわけ？」

　わたしが口を挟はさむと、利沙は呆あきれた顔で教えてくれた。

「先生は甲子園に出たことがあるの。本人は黒歴史と言っているけど、普通だったら私立高校の監督にスカウトされてもおかしくない人よ」

「そうなんだ」

　人は見かけによらないものだ。野球部の顧こ問もんなんて若手の先生が押しつけられるものだから、仕方なくやっていると思っていた。どうやら忍者オタクの社会科教師という認識をあらためた方がよさそうだ。そんな話をしているうちに二回表が終わり、四番を務める高柳君が打席に立った。

「ここで彼は打ちますよ」

　利沙が自信をもってそう言い切った。

「その理由を余すところなく答えたまえ、利沙君」

「いつも彼は私を満足させてくれるから」

「なるほど」

　するとカキーンと金属バットの快音がここまで響き、利沙の顔が輝いた。高柳君が新人ピッチャーの球をバットの芯に捉えてはじき返したのだ。ホームラン級の当たりだったが、ギリギリ白線を越えなかったようで二塁打に留まった。

「満足したかい？　利沙君」

「ええ、とても」

「いい顔だ」

　頰ほおを赤く染めた利沙。

　利沙は一心に好きなんだ。今まで何人もの男子から告白されている彼女だけど、高柳君しか見えていないので断り続けてきたし、彼への告白が失敗しても沢さわ田だのライブに参加して自己アピールするなど絶対に諦めない。わたしにはそんな利沙の顔が眩まぶしかった。

「おや、あのピッチャーは二塁打を打たれても崩くずれないで見事に抑えたな。メンタル面においてもエースの素質は十分なようだ。おかげで弟は本塁への帰還ならずか」

　その後もエースピッチャーの活躍は続いたものの、打線の援護は受けられず紅白戦は両軍〇点のまま五回表に突入した。

　中学野球の公式戦は七回まであるが、紅白戦なので五回で終わりだ。白組最後の攻撃は安打から始まり、ノーアウトで一塁。次の打者は佐島君である。

「さて、前打席では凡打に倒れた佐島はどう出るか。ここで一発打って峰みね倉くらあすみのハートを捉えたいところだが、相手は堅実な投球で定評がある樋口選手。これまでの対戦成績は一割台。苦戦必至だ」

　まるで実況中継でもしているような利沙が余計なことを言う。しかし、五回まで白組を応援してきたので、この局面で佐島君にはぜひ打って欲しい。

「ピッチャー大きく振りかぶって……おおっと。内角低めのストレート。判定はボール。よく見ました、佐島選手」

　ピクリとバットが動いたものの手を出さなかった。続く速球は見逃し、三球目は空振り。

　ツーストライク、ワンボールで追い込まれた佐島君に渾こん身しんの一球が投げられる。ここで佐島君はバントした。

　コツンと音を立てたボールは一塁の方へ転がり、そのそばを佐島君が走り抜けた。キャッチャーが拾いに走るも、その間に佐島君は塁を踏み、二塁ランナーは三塁へ進んでいた。お手本みたいなバントだった。

「お見事！」

「やるじゃない、佐島のクセに」

　利沙も感かん嘆たんの声をあげた。投手の元にキャッチャーが歩き、二言三言対策を話して戻る。だが佐島君のバントで投手は調子を崩したようだ。投げたボールは精彩を欠き、続く打者がバットの快音を立てた。

　右中間ヒット。佐島君が二塁を蹴り、そのままの勢いで三塁を目指す。ボールを取った外野手は佐島君を刺そうと鋭い球を三塁へ投げる。三塁を守るのは高柳君だ。

　滑すべり込こんだ佐島君の手がベースに伸びる。高柳君のグローブがボールを摑つかみ、佐島君に振り下ろされる。砂煙が舞い上がった。

「どっちだ!?」

　砂さ塵じんが晴れると塁審が腕を水平に上げていた。セーフだった。

「佐島氏は顔に似合わず熱血だな。見ていて好ましい」

「あすみ。けっこう格かつ好こう良よくなかった？」

　二人がわたしを見る。

「今のはベンチの指示にしたがって、二塁で止まるべきだったと思う」

「ふーん。素直じゃないな」

　いや、本当は格好良かった。いつも慎しん重ちようなプレイをする佐島君に正直物足りなさを感じていたけど、今のスライディングは良かったと思う。

　次の打者は右中間へヒットを飛ばし、佐島君が本塁へ戻ってもう一点追加。白組リードで五回裏に入った。

「おやおや。ここで我が弟からの攻撃か。これは利沙君でなくてもどうなるかわかるぞ」

　高柳君はバットを二回振ると打席に入った。高柳君の視線はピッチャーでなく、佐島君に向けられていた。

「そうですね。ここはライバルのファインプレーに対するお返し。つまり」

　高柳君が本塁打をかっ飛ばしたのである。

　ボールは校門まで飛び、バウンドして道路へ転がっていった。紅組の歓声がここまで聞こえて来るようだった。塁を回る高柳君。二塁から三塁へ走る彼の眼がショートの佐島君を見ていたのがわかった。

　こうして紅白戦は引き分けで終了した。

「ははは！　いいね、いいね！　野球って面白いじゃないか！」

　京子さんは勢いよく立ち上がると、コーラを振り回し、勢いよく噴ふん射しやさせながら屋上を駆け回った。

「興奮しすぎですよ、京子さん！」

「これが興奮せずにいられるかというんだ。恋はいいね！　恋は男を熱くさせるんだ。あすみ君を奪い合って好プレイの応おう酬しゆう。実にいい。これで私の気持ちは決まったよ」

「何が決まったんです？」

「今週末の練習試合を見に行くことに決めた」

「え？　五日も先ですよ。京都に帰るんじゃなかったんですか？」

「それに試合は瀬せ田たが谷や公園の球場を使うので隠れて観戦するのは不可能ですよ」

「だから、堂々と見るんだ」

　京子さんは立ち上がると両手を空高く伸ばして言った。

「私は弟に姉と名乗る」

「え？」

「さっき、利沙君は面白いことを言ったよ。『彼は期待に応える』ってさ。これは非常にいい言葉だ。弟はホームランを打って君たちの期待に応えた。利沙君は嬉しかっただろうし、あすみ君は弟の『答え』を見ることができた。これはなかなかできることじゃないよ。それなら私の期待にも応えてくれるはずさ」

「このまま高柳君のところへ行くつもりですか？」

「いいや。きちんと高柳氏に話を通す。受験が終わるのを待って会わせてもらうつもりだったが、姉がいるとわかったくらいで志望校に落ちるなら元々その程度なんだ。別に躊ちゆう躇ちよする理由はない。あの子はホームランで君たちの期待に応えた。彼が期待に応えてくれるなら、私の願いにも応えて貰もらおうじゃないか」

　天に伸ばしていた両手を大きく反そらすと、京子さんは右足を軸に左足を上げた。そして弧こを描くように右手を振り下ろした。

　校庭へ見えないボールが飛んでいく。

　わたしたちには京子さんが高柳君に向けてボールを投げたように見えた。京子さんは弟が自分の期待を打ち返してくれると信じてる、そんな顔をしていた。

　一四年もの間、存在を隠されていた京子さん。

　高柳君は姉が投げかける期待を受け止められるだろうか？　どんな結果が待っているわからないけど、笑顔で試合観戦している未来を想像したかった。

「それじゃ、さっそく高柳氏と話に行って来るよ」

「が、がんばって下さい」

　京子さんはリュックを背負うと屋上の欄らん干かんを颯さつ爽そうと飛び越えて、階段を降りていった。上手くいけば高柳君たち弟妹と対面できるかもしれない。そうなって欲しい。そう願っていると、どういうわけか足音がこちらに戻って来た。

「どうしたんです？」

「困ったことが起きた」

　彼女は酷ひどく申し訳なさそうな顔をして、リュックから双眼鏡を取り出した。

「金を貸してくれないか？　こいつを買ったせいでオケラなんだ」

　双眼鏡で京子さんがわたしたちを見た。
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　ニコソ　ハイグレード双眼鏡シリーズ　８×42ＨＧ Ｌ ＤＣＦ。

　対物レンズ有効径42ミリの大口径レンズ。軽量なマグネシウム合金のダイキャストボディ。スポーツ観戦から天体観測にまでオールラウンドなシチュエーションに対応する高級機種。

　実売価格　一二万八〇〇〇円。




　この人は何を考えているのだろう。

　双眼鏡を買ったのは気づいていたけど、弟の部活観戦をするためだけにこのハイエンドモデルを購入するとは思わなかった。わたしたちは弟のためにはお金を惜しまない姉のスタイルに感心しつつも、金銭感覚には絶望した。

「利沙君に伝えておいてくれ。バイトの給料が入ったら倍返しにするからと」

「そういう感覚ですから、向こう見ずにお金を使い果たすんです。年収五〇〇〇万円の所長様」

「反省しているよ」

　利沙が貸した三〇〇〇円に頭を下げる京子さん。そして、わたしは彼女を成せい条じよう駅まで案内している。この人は借金だけでなく、駅への道案内まで頼み込んできたのである。計画性ゼロ。さすがに呆れたらしい利沙は「あすみ、お願い」と言ったきり、借金の形かたとして預かった高性能望遠鏡を覗いたまま動かなくなった。そんなわけで京子さんと成条までの長い坂道を歩いている。この人はお金もなく道もわからずどうやってお父さんと話し合いに行くつもりだったのか。

「まぁ、そう責めるな。本当のことを言うと銀行に行けばお金はあるんだ。ちょっと噓うそをついてみた」

「は？」

　わたしの妄もう想そう少しよう年ねんの思考を読んだらしいけど、京子さんが噓をついた理由がわからない。京子さんは知らないはずの道をわたしより先に歩きながら言った。

「利沙君を一人にしてやりたかったんだよ。あの様子だと今頃泣いているだろうな」

　利沙が泣いてる？

「どうして利沙が泣いているんですか？　そんな様子、ぜんぜん……」

　心底呆れたというような顔で覗き込まれた。

「馬鹿だなぁ君は。昼休みに男子二人の会話を一緒に聞いてたんだろ？　好きな男があすみ君に夢中なのを目まの当あたりにしたんだ。泣いて当然だよ。そのくらい気づいてやれ」

「……たしかにそうですけど、利沙は自分でも『想定の範囲内』だって笑ってましたよ」

「そういうのを真まに受うけていると君は友達をなくすぞ？」

　京子さんが振り返って怖い眼でわたしを睨んだ。

「弟がホームランを打ったくらいで、はしゃぐ娘ではなかろう？　彼女の立場になって考えてみろよ。いくら、そういう予測をしていたと言っても、目の前であんな話をされたんだ。よくあの状況で泣き出さず、君の悩みごと相談に付き合えたと感心する。それどころか尊敬したよ。せめて五時間目の授業を『仮病』だと演じた彼女に気づいてやって欲しかったな。あれは本気で保健室のベッドを必要とする大重体だったんだ」

　……待ってよ、すると利沙はずっと涙を堪えてたってことか？

　マンションへ引き返そうとしたら腕を摑まれた。

「だから一人にしてやれって。今から彼女のところへ行って、『高柳君がわたしを好きでごめんね』とでも言うつもりか？　どんな慰めの言葉をかけても君の口からでは逆効果なんだ」

「でも、なにか言えることが……」

「いいんだよ。君は馬鹿でいればいい。対処できないことなんだから何も気がついてないことにしてやりすごせばいいんだ。だから普通に歩いてくれ。今、あの強がり娘は君を双眼鏡で見ているかもしれない。こんな会話をしていると彼女に覚さとられたくないだろ？　このまま私の道どう化けに付き合っていると思わせるのが君にできる最良だ」

「だけど……」

「こういう時はそういう狡さがあっていいんだ。ほら、君の役目は私の道案内だよ」

　京子さんは摑んだわたしの腕を強引に引き寄せ、そのまま空いている手を肩に回してわたしを抱きしめた。そして、ポンと突き放すとマンションの屋上に向かって人差し指でピストルを作った。私たちがじゃれ合っている演技をしているのだ。マンションの屋上に双眼鏡の反射光が揺れた。

　わたしは何やってるんだ。利沙を友達だと思っているのに、彼女のことをぜんぜんわかっていないじゃないか。人の立場になって考えるなんて、この前、裕ゆう香かさんから「チェス盤をひっくり返す」と教えてもらったばかりだろ。なんで経験から学び取らないんだよ、わたしは。

「そうだな。あすみ君はもう少しがんばった方がいい」

　京子さんは厳しい口調でそう言った。

「友達の気持ちもわからないのでは異性の気持ちなどわかるはずはないんだ。比べたくはないが、あそこで泣いている利沙君の方が弟の恋人に相応ふさわしく思えるよ」

　厳しいことを言われた。だけど言い返すことができない。

「きついことを言ってしまったな。ただし勘違いしないで欲しいのは、君の為人ひととなりは好きだってことだ。言葉にはしづらいが、私が長所だと思っているところに弟も惚ほれているんだと思う。だから佐島洋よう平へいへの返事は別として弟のことも気に掛けてくれ」

「……はい」

　そう返事すると、京子さんは髪をかき上げて苦笑いした。

「すまんな。こんな風に君を叱しつ咤たしつつも頼っているのは不安の表れだろう。弟には期待しているが、私が姉だとわかった時、どんな反応をされるか読み切れないんだ。もし妙なことになったら手を貸して欲しい」

「もちろんです」

　それは言われなくてもわかってる。たぶん高柳君はこれまでにないくらい不安定だと思うし、それを助長しているのはわたしだってこともわかってる。しかし手助けするにしても、その助け自体が彼の重荷にならなければいいのだが……

　わたしと京子さんはそれぞれ不安を抱えながら駅までの長い道のりを歩いた。
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「それじゃ、行って来るよ」

　成条駅で京子さんを見送ると、わたしは一人になった。

　これからどうしようか……。

　家に帰っても部屋であれこれ思い悩むに決まってる。そんなんじゃ、何の解決にもならないのはわかってるし、意味もない。今すべきことは行動だ。

　わたしの脚は駅前通りを少し行ったファーストフード店のマグドナルドに向いた。いつも利沙や鶴つる亀かめちゃんたちと立ち寄る店だが、ここの向かいには高柳君が通う進学塾がある。そして、今日は塾がある日だ。

　告白の件や写真のことで気まずいが、そんなことに気を取られてはいけない。ここで彼が来るのを待って、塾が終わったら一緒に帰ろう。そして高柳君の気持ちを聞いてしまえ。たぶん四時間以上待たないといけないが気にするほどの時間ではない。

　レジカウンターでチーズバーガーとジンジャーエールを買って二階席へ向かう。店は賑にぎわっており、学校から解放された女子高生のグループが雑誌を囲んで盛り上がっていた。わたしは彼女たちから遠く離れた窓際のカウンターにトレイを置いた。

　ここからだと駅前通りがよく見える。右向かいには地域でもっとも高級なスーパー、その隣に化け粧しよう品ひんを置くテナント、道路を挟んで左向かいに高柳君が通っている塾が入った五階建てのビルがある。

　塾のガラス戸を眺めていたら、ふと三カ月前にこの塾で放火騒ぎがあったことを思い出した。

「今思えば大変だったよな……」

　一月の後半、この一帯では様々な事件が連続して起きた。

　学校で書き初めが破られたことから始まって、野球部の部室がガス爆発で全壊。さらに塾が放火された。それぞれの事件が起きるたびに利沙の姿があり、わたしたちは全ての事件が利沙の仕し業わざだと疑った。今思えば、利沙が高柳君に危害を加えることは絶対にないと断言できるが、あの時はみんなが疑い、危うく利沙に見当違いな報復をするところだった。

　あの時わたしは感情にまかせて人を疑うことが危険だと身をもって知った。そして虚こ無む僧そうからコンタクトを貰ってなければ、利沙と親しくなれなかっただろう。ちょっと間違えば友達ではなかったのだ。だけど、そんな利沙との関係が変わろうとしている。出るのは溜ため息いきばかりだ。

「……ふぅ」

「溜め息をばかりつくと幸せが逃げていくぞ。峰倉あすみよ」

　後ろから男のしわがれ声が聞こえた。

　振り返るとそいつはファーストフード店だというのに場違いな黒い着物を着て、頭に巨大な編み笠を被っていた。江戸時代ならいざ知らず、現代日本に生息するには目立ちすぎる異い形ぎようの人物。

「お坊さん！　マッグに何の用ですか!?」

「食事に立ち寄ったに決まっておろう」

　虚無僧である。

　わたしにコンタクトレンズを与えた虚無僧が何の前触れもなく立っていたのだ。しかも今日は錫しやく杖じようだけでなく、左手にマッグのトレイを持っている。ここで虚無僧と遭そう遇ぐうするとは思っていなかったが、編み笠を見て安あん堵どしているわたしがいた。

「お久しぶりですね、お坊さん。よもやマッグで夕食とは思いつきませんでした。てっきり托たく鉢はつして食事の施ほどこしを受けていると思っていましたが、ハンバーガーなんてハイカラですね」

「否いや。我が宗派は肉食を禁じている故ゆえ、ポテトのみじゃ」

　たしかに虚無僧が持っているトレイにはＳサイズのポテトがちょこんとのっていた。お坊さんがベジタリアンだとは知ってるけど違和感がありすぎる。

「隣に座っていいかな？」

「どうぞ」

　わたしの隣に座る虚無僧。カウンター席にこうして並んでいるのは端はたから見れば奇妙な光景だろう。

　虚無僧と会うのは春休み以来だ。川かわ上かみの家の前で遭遇し、身に迫り来る災厄の予告をされ、「なんでも願いが叶う年賀ハガキ」をもらった。そのハガキで仲なか居いちゃんの命が助かった。

　今日はいったい何の用だろうか？

　よもや偶ぐう然ぜんではあるまい。虚無僧が現れるところ常にトラブルが起きる。いや、トラブルが起きるから虚無僧が現れるのかもしれない。どちらでもかまわないが、トラブルが起きることに変わりはないのだ。佐島君の告白と京子さんのことで十分すぎるほどトラブルは起きているけど、未然に防げるものなら防ぎたい。すでにマッグの店内はさっきまでの賑わいが噓のように誰もいなくなっている。虚無僧が不思議な術で人払いをしたのだろう。用向きが気になる。

「もしや災いが起きようとしているのですか？　正直、このところトラブル続きなので、できることならスルーしたい」

　しかし虚無僧はポテトに夢中で答えてくれない。編み笠の隙間にポテトを差し入れて食べているのだが、長いポテトばかり選んでいるところを見ると、ある程度長くなければ口に届かないのかもしれない。

　おっと、そんなことを気にしている場合ではない。

「あの、質問に答えて下さい。今度は何が起きるんですか？　生いき埋うめになったり、友人が自殺未遂するのはもうごめんです」

　すると虚無僧はポテトを食べる手を休め、ようやく答えてくれた。

「此こ度たびは確認しに参った」

「確認？」

「コンタクトレンズのことじゃ。以前、説明したレンズの使用上の注意は覚えておるか？」

　使用上の注意……レンズの説明書に書かれているあれのことかな。

「えっと、手を洗ってからつける、再使用しない、寝る前に外す……とかでしたっけ。うろ覚えですが、普通のコンタクトと変わらなかったと思いますが」

　虚無僧は編み笠の中で頷いた。

「すでにお主にコンタクトレンズを授けて四カ月が経たとうとしている。そろそろ使い方にも慣れ、視界を矯きよう正せいすることが日常となっているだろうが、物事は慣れた頃にこそ問題が起きる。今一度申すがコンタクトレンズは瞳に直接つける故、雑菌等に由来する眼病に陥おちいりやすい。基本に立ち返り、使用上の注意に留意せよ」

　京子さんからも注意を受けた。眼の病気は怖いので気をつけよう。

「……わかりました。気をつけます。では本題に入って下さい」

「本題などない。今日はそれを伝えに参った」

　え？　今さらコンタクトの注意確認に来ただけ？

「ちょっと、待ってよ。本当にそれだけですか？　コンタクトのことなんか、もうマスターしているよ」

　すると虚無僧は笑い出した。

「仏の秘力が宿りしコンタクトレンズを使いこなしていると申すか。その傲ごう慢まんさ、小こ坂さか京子と通じるものがあるのう。注意せねば京子の二の舞になるぞ」

　京子さんの名前が出た。

「二の舞ってどういうことですか？　京子さんもお坊さんからコンタクトを授けられたと聞きましたが」

「たしかに拙せつ僧そうがコンタクトレンズを渡した。すでにあの者がコンタクトレンズを使うようになって四年。少しは仏のご意思に耳を傾けてくれればいいものを……お主はあの者のようになるなよ」

　虚無僧は京子さんのことを快こころよく思っていないようだ。てっきり持ちつ持たれつ的な関係だと思っていたけど違うらしい。

「京子さんみたいになるなって、どういうことですか？　格好いいし、綺き麗れいだし、人の心が読めるし、わたしは京子さんに憧あこがれているんですが」

「あの者に憧れるということは、未だに仏からコンタクトレンズを授けられた意味がわかっていないとみゆる。そなたの瞳に入っているレンズは妄想少女たちと交流するためのものではないのだぞ。あくまでも妄想存在が見えることは副次的な現象に過ぎん」

　ん？　このコンタクトには妄想少女が見える以外にも特殊な力があるってことか？

　仏法の秘宝とでもいうべきコンタクトだ。京子さんは妄想少年の助けを借りて人の心さえ読む。もしかしたら、それ以上のことができるのかもしれない。

「教えて下さい！　わたしはコンタクトを使いこなして、より良い生活をしたい！」

「ならば問う。お主にとって良好な生活とは何か」

　いつもなら「高柳君がいる生活！」と即答するところだが、今日は答えを考え込んでしまった。

「今、お主は高柳尚なお人とと佐島洋平のどちらと付き合うべきかなやんでおるのじゃろう。そのため、より良き生活に必要な異性の名を答えられない」

「……はい」

「そして、両者のどちらかと付き合うことで彼らの友情が崩れることと、お主自身が大事に思う友との関係が壊れることを恐れている」

「そのとおりです」

「故にお主は高柳、佐島のどちらが好きなのか自分でもわからなくなった」

「教えて下さい。わたしはどうすればいいのでしょう」

「すでに答えは出ている」

「は？」

「儂わしが言えるのは、お主の悩み自体が答えだということじゃ。悩みの中に必ず答えが潜んでおる」

　悩みの中に答え……

「ちょっと、待って下さい！　それって『自分の中に答えがある』みたいな言い方じゃないですか。もっとマシなアドバイスを下さいよ」

「ならば今一度問う。もし高柳尚人との付き合いに至上の幸せがあると言えば、佐島洋平からの求愛を断るのか？　逆に佐島洋平との睦むつみ合あいにこそ末永い幸福が待ってると言えば、一四年来の想い人を諦めるというのか？」

「……そういうわけではありません」

「そうであろう。人が他者の意見を取り入れられるのは俗事のことのみ。聖人君子からの助言があろうと、身を取り巻く状況が選択肢を狭めようと、真の恋愛ならば悩みの奥底から自ら答えを捜さなくてはならぬ。そうでなければ恋愛とは言えぬ。わかるか？　峰倉あすみよ」

「……はい」

　他人の意見に左右される程度では恋愛と言えないってことだ。

「それがわかれば、仏がコンタクトレンズを授けた理由をいずれ理解しよう。さすれば京子の未熟さも理解できようぞ」

　虚無僧はポテトの紙袋を折り畳むと懐中にしまって立ち上がった。そして、カウンターに立て掛けた錫杖を手にすると床に打ちつけた。

「え？　もう帰っちゃうんですか？」

「うむ。お主の他にも悩み迷う者がいる故な。ただし、これを置いていこうか」

　虚無僧は懐からおもむろに紫色の包みを取り出した。

「これは？」

「開いてみるがよい」

　包みを受け取って開くと、そこには目薬があった。

「瞳に異常が現れた際に点眼せよ。眼病たちどころに癒いえるだろう」

　見かけはどこの薬局でも売っている市販の目薬だ。ただし、今までのお助けアイテムとは違って「眼に異常が現れたら」と、条件をつけられたのが気になった。

「怪しげな薬ではないでしょうね？」

「見たとおり目薬じゃ。したがって眼が正常な時に使う必要はない。痛み、違和感が生じた際に使うがよい」

「眼が疲れた時は？」

「それも異常の一つだろう。受験勉強において瞳が疲労することも考えられる。その際は使うがよい」

　どうやら普通の目薬っぽい。ありがたいが、「受験勉強」なんて単語を聞いてしまい、気が沈んだ。

「悩んでいる時に受験のことを思い出したくなかったな」

「人は悩みを重ねてこそ大きくなる。そして困難から眼を背そむけては何事も成し遂げられん。恋愛や友情も重要だが、将来展望も見据えねば目前の問題も解決できぬぞ」

「わたしは悩みを一つずつ消化していきたいな」

「想い人と同じ学校に通える可能性を減らしてもか？　時は待ってくれぬぞ」

　まったく虚無僧は口が上う手まい。わたしの周りにいる人たちはみんな頭が良いのだ。特に高柳君や佐島君は高偏へん差さ値ちの高校を狙えるレベル。実際、同じ学校に入るのは難しいかもしれないけど、一応諦めてはいない。

「未来志向でがんばるよ」

「吉報を待つぞ。なお受験直前は体調管理に気をつけよ。滋じ養ようのある物を食し、睡眠を可能な限り取ること。それと受験会場まで迷っても困らぬよう、時間に余裕を持って行動するがよい。さすれば志望校への合格は間違いないと思え」

「気の早いお坊さんだなぁ。そういう注意はもう少し先にしてよ。きっと受験が近い時はテンパってるだろうからさ」

　しかし、虚無僧は返事をせず、カウンターテーブルに立て掛けた錫杖を手に取ると立ち上がった。

「そろそろ行く。高柳尚人、佐島洋平、両氏のこと心して考えよ。では、さらばぞ」

「さらばぞ」

　虚無僧は錫杖を鳴らしながら歩いて行った。その後ろ姿を見送っていると入れ違いにお客が戻り、店にはいつもの活気が戻った。

　助言通り勉強しながら高柳君を待つか。

　わたしは椅い子すに座り直し、集中できないのは承知で数学の問題集を開いた。次第に外が暗くなり、街灯に明かりが灯る。塾の看板にも電気が点いたが、おかしいことに塾が始まる時間になっても高柳君が来ない。

「どうしたんだろう」

　それから三〇分経っても高柳君は姿を見せず、わたしは一度家に戻ることにした。部活の後、急に体調を崩したのだろうか。そんな心配が湧わいてきた。

　だが家に向かう途中、高柳君が塾に来なかった理由がわかった。

　きっとそれはハプニングだったのだ。一目見てそう理解した。駅前にある喫きつ茶さ店てんの前を通った時、高柳君が店から飛び出してきたのである。

「高柳君!?」

「――あすみ」

　眼が合って高柳君は立ち止まった。だけど、それはほんの僅わずかな間ですぐに走っていってしまった。そして彼を追ってお父さんと京子さんが店から出てきた。その様子を見て何があったのか理解した。父と義姉が話し合っていた場に遭遇したのだ。




　それは偶然だったのだという。




　京子さんとお父さんはその喫茶店で話し合っていた。京子さんは弟妹との対面を訴え、高柳君のお父さんは週末の練習試合が終わった後にセッティングすると約束してくれたのだという。当日、高柳君たち兄妹がどんな反応をするかは別として、京子さんが望んだ通りに話し合いは終わるはずだった。いや、終わったのだが、二人が喫茶店から出ようとした時、塾に向かう高柳君と鉢合わせしたのだ。

「うかつというより大馬鹿だよ私は。弟が駅前の塾に通っていることくらい知っていたのに」

　京子さんが高柳君の家の玄関前で呻うめくように言う。

「自分を責めないで下さいよ。元々話し合う場所はお父さんが指定してきたんでしょう？　……」

「でも、こうなることは予測できたんだ、ちきしょう」

　今、高柳君の家では家族会議が開かれている。

　喫茶店でお父さんが京子さんのことを説明したが、今一度まなちゃんも含めて話をしているのだ。そして、一通り説明ができるまで京子さんはわたしの家で待たされている。

　一時間ほど経った頃にお父さんが呼びに来て、京子さんを家に入れた。

「ちょっと行って来るよ。あすみ君」




　その日、高柳君の家は遅くまで電気が灯っていた。
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　翌日。

　屋根を打ちつける雨の音で目が覚めた。

「あすみ、そろそろ起きないと」

　お母さんも心配している。昨夜の対面がどんな風に行われ、どうやって終わったのかわからない。だけど平穏無事に済んだとは思えない。

「どうしてるんだろ、高たか柳やなぎ君……」

　成せい条じようの喫きつ茶さ店てんから飛び出してきた高柳君は泣きそうな顔していた。たぶん姉がいることがわかっただけではあんな顔をしないと思う。きっと佐さ島じま君に京きよう子こさんの写真を破れと言われたことや、わたしとの関係もあって事態を受け止め切れないのだ。まだ家にいるなら学校に誘ってみようか。断られるかもしれないし、学校を休むことも考えられるけど、それがいいと思う。

　階段を降りて、ふと玄関の方に視線を移すと、家の前に傘かさを差した人が立っているのが見えた。うちの制服を着た男子生徒だ。誰だれだろうかと見ているとその傘が傾いて、傘の主がこちらを見た。わたしは急いで制服を着て家を出た。

「あすみ。一緒に学校へ行こうぜ」

　家の前でわたしを待っていたのは高柳君だった。口元に気き恥はずかしげな笑みがある。

「高柳君。まだ学校に行くには早い時間ですよ。それにわたしを待っていたなんてこれまで一度も」

「昨日のことだよ。隣人には知らせておきたいと思ってさ。ほら、傘差せよ。濡れちまうぞ」

　わたしにそう言う高柳君だが、ズボンの裾すそは雨に濡れて色が変わっていた。お隣だというのに雨の中、家の前でずっと待っていたみたいだ。わたしは高柳君の行動に不安を覚えつつも玄関の傘立てから傘を抜き取り、歩き出した高柳君を追った。

　まだ通学時間にはだいぶ早い。道に島しま中ちゆう生徒の姿はなく、駅を目指すサラリーマンや電車通学の高校生たちとすれ違うだけだ。しばらく無言のまま歩いていると、団地の坂で不意に高柳君が話し始めた。

「もう知ってるかもしれないけど、姉さんがいるとわかったんだ。昨日、あすみも見ていたとおり成条の喫茶店で父さんと話し合っているのを見かけて紹介された。柄がらにもなく驚いちまって見苦しいところを見せたってわけ」

　高柳君の口調は淡々としすぎていて不安を感じた。

「大丈夫なんですか？」

「何が？」

「突然、お姉さんがいることがわかって、ショックを受けたとかそういうことは……」

　笑い声が返ってきた。

「そりゃショックだったよ。だけど、そういうこともあるかなって思ったさ。どちらかと言えば、母さんが一七で子供を産んでいたことの方が衝撃だったな。高三の時だぜ？　というより学校に通ってたのか？　ほんと、死んでなかったらいろいろ聞きたかったぜ。どうやって京きよう都との資産家さんと知り合ったのかとかさ。また母さんの謎なぞが深まったよ」

　高柳君はお母さんのことばかり話している。京子さんについてはどう思っているのだろう。

「お姉さんとは話したんですか？」

　ピタリと高柳君の口が止まった。だけど、それは一瞬で、すぐに言葉が返ってきた。

「綺き麗れいな人だったな。いきなり姉だって言われても実感わかねぇけど」

　京子さんに対する感想はそれだけだった。卒業アルバムに載っていたお母さんと似ているとか、パンフレットの写真に似ていたとか一切言わない。代わりにわたしは一つのお願いをされた。

「姉さんがいたってことは別にどうでもいいんだが、問題はまなみなんだよ」

「まなちゃん？　もしかしてショックを受けて……」

「いや、見た目は普通だし、昨日も黙って話を聞いてたんだけど……まだ小五だからな。微妙な年頃だから俺では量りきれないところがある。今度、あらためて姉さんと会うことになっているけど、その時までには気持ちの整理をしてもらいたいと思ってる。あすみには悪いけど、まなのことを気に掛けて欲しいんだ」

　そう言って高柳君は頭を下げた。彼が面と向かってこんな風に頼みごとをするなんて初めてだ。何か引っかかるものを感じたが、まなちゃんも心配だ。あの子はよく痩やせ我が慢まんをする。

「わかりました。まなちゃんと放課後に会って様子を窺うかがってみます。何かおかしなことがあったら報告しますよ」

「助かる」

　また高柳君の頭が下げられた。やはり不自然さを感じる。痩せ我慢をするのは妹だけでなく兄も同じなのだ。しかしそれから会話が止まってしまい、黙々と気まずく歩くことになった。

　高柳君は思い悩んでいる。ここはわたしが京子さんと知り合っていることを明かして、彼女が長いこと弟を見守り、姉と名乗る機会を窺っていたことを伝えるべきだろうか。しかしそれは踏み込みすぎな気もして、結局口に出せないまま学校が近づいた。

　交差点を渡ると、路上で雑談している島中の生徒と行き当たった。すると高柳君は「ちょっと離れろ」と言って距離を取った。

「どうしたんですか？　急に」

「佐島から告白されたって聞いた。俺おれとこうして歩いているのを見られるとまずいだろ」

　高柳君がそんなことを気にするなんて。

「……耳に入ってましたか」

「まぁな。佐島とは友達だから相談くらいされるよ」

　噓うそをついている。高柳君が言う「相談」とは部室前で交わされた話し合いのことだろうけど、あれは相談なんかじゃなかったし、佐島君のことを「親友」ではなく「友達」だと言っているのが悲しい。

「なぁ、あすみ」

「なんですか」

「付き合うのか？」

　今度は彼らしい単刀直入で直球な質問がされた。

「まだ返事してません。昨日、いきなり言われたので混乱してますし、よくわからないから」

「そうか」

　そう呟つぶやくと高柳君は急に走り出した。

「高柳君!?」

「まなみのこと頼むよ。それじゃあな！」

　わたしは雨の中を全ぜん力りよく疾しつ走そうする高柳君の後ろ姿を見て心配になった。突然、姉がいることがわかり、親友の告白。そんなことが重なって高柳君は本当に大丈夫なのだろうか？　そして、取り残されたように彼が走り去った先を見ているキョウコの姿にも、言いようのない不安を覚えた。
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「あれからそんなことがあったのか……」

　昨夜の出来事を利り沙さにだけは伝えることにした。他の人に聞かれたくないので放課後を待って体育館裏まで来てもらうと、話を聞き終えた利沙は腕を組んで思案した。

「京子さんはどうしているの？」

「すごく落ち込んでいた。成条で会ったのは不幸な偶ぐう然ぜんだったんだけど、責任感じているみたいでメールも返ってこない」

　利沙は「そう……」と携帯を開くと京子さんに電話をかけたが、しばらくすると通話を切ってポケットにしまった。電話に出なかったようだ。

「このこと、佐島には言うの？」

「……二人の関係は以前と違うからわたしからは言えない」

「正しい判断だと思うわ。けれどもこれから高柳君はどうなってしまうのかしら」

　利沙は校庭に眼を移した。

　土ど砂しや降ぶりだった雨は昼近くに止んだ。雲はまだ厚く、校庭には所々水溜まりができてぬかるんでいるものの、野球部はいつも通り活動しており、高柳君も練習着を着て三塁ベース付近でグローブを構えている。てっきり今日くらい練習を休むと思っていたが、校庭を駆け回っている。

「本人は平気だと言っていたけど、本当に大丈夫なのかな……」

「あすみにはあれが大丈夫に見えるの？」

「見えない」

　守備練習をしているのだが、機敏というより乱暴な荒々しさでボールを追いかけている。練習着も泥どろまみれだ。年下の部員たちは彼の動きに感化されて練習に熱を入れるが、同じ三年生たちは彼らしくない守備に戸惑っているのがわかった。わたしたちが見ている間にもショートにまかせるべき打球を無理にスライディングキャッチした。ショートは佐島君だ。

「気持ちを良くない方向に向けているみたいね……あれでは怪け我がをしてしまうわ」

「そうだね……練習しているというより身体を痛めつけているように見える。京子さんのことを気にしてないなんて噓なんだ」

「あすみ、私は心配だからここで高柳君を見守っているわ。別に何ができるわけじゃないけど怪我しないように祈るくらいはできる。あなたはまなみちゃんの様子を見てきて。高柳君があの様子だと小学生の妹さんはもっと大変なのかもしれない」

「うん。わたしもそう思っていたところだ。何かあったら連絡して」

「了解。まなみちゃんによろしく」

　わたしは利沙と別れて家へ走った。
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　自宅には寄らず、制服のまま高柳家のチャイムを鳴らした。たしか今日は五時間授業の日だから家に帰っているはず。

　しかし応答がなかった。もう一度チャイムを押すと、しばらくして人の気配がした。

「まなちゃん。わたしだよ。あすみだよ」

　そう呼び掛けるとまなちゃんがドアから出てきた。

「あすみお姉ちゃん……いらっしゃい」

「ま、まなちゃんっ!?」

　いつも笑顔の絶えない子が真っ青な顔をしている。やはり、何の予告もなくお姉さんが現れて衝撃を受けたのだ。

「まなちゃん、大丈夫!?」

「大丈夫じゃないよ……」

　わたしを招き入れると、まなちゃんは廊ろう下かでよろりとふらついた。慌あわててわたしは靴くつを脱ぎ、まなちゃんを支えた。

「京子さんのことでショックを受けたの？　しっかりして」

「わたしは平気。ちょっと来て……」

「どこが平気なんだよ！」

「大丈夫だから来て」

　まなちゃんに引っ張られて階段を上がった。二階はまなちゃんの部屋と高柳君の部屋、それに物置部屋がある。まなちゃんは「内緒だよ」と振り返って言うと兄の部屋のドアを開けた。




「これは……」




　高柳君の部屋が大変なことになっていた。本棚からは本が滑すべり落おち、椅い子すはひっくり返っている。いつも整せい理り整せい頓とんされた部屋が物もの盗とりに入られた後みたいに荒れていたのだ。




「あすみお姉ちゃん、これ見て」




　まなちゃんが床から何か拾って差し出した。写真のようだ。破かれた写真の一片。手に取ると高柳君の手帳に挟まれていた京子さんの写真だとわかった。床にはその欠片かけらが散乱している。

「まいったよ。せっかく美人なお姉ちゃんができたのに、お兄ちゃんが壊れちゃった」

「これ、高柳君が？」

　まなちゃんは大きな溜ため息いきをつくと床にしゃがんで破られた写真を合わせ始めた。

「なんか会うまでにハプニングがあったみたいだけど、わたしは本物のお姉ちゃんができて嬉うれしかったんだ。綺麗で品があって、あすみお姉ちゃんとは別のタイプだけどすごくすごく興奮した。もし、一緒に暮らせたらどんなにいいだろうと思ったの。だけど……」

　復元した写真に目を落とす、まなちゃん。

「お兄ちゃんは違うみたい」

　まなちゃんは京子さんと対面したせいで暗い顔をしているのではなく、兄の姉に対する反応が原因で元気をなくしているのだ。無理もない。姉弟の対面の後、兄の部屋がこんなことになっていれば不安に思うだろう。わたしは高柳君からまなちゃんに気を配って欲しいと頼まれたが実情は逆らしい。

「ねぇ、あすみお姉ちゃん。お兄ちゃんは京子お姉ちゃんのこと知ってたの？」

　どうやら破られた写真と部屋の惨状からそう思い至ったようだ。

「京子さんはまなちゃんのお母さんとそっくりなんだ」

「そうなの？」

「うん。瓜うり二ふたつ。尚人ちゃんは卒業アルバムに写っていた中学校の頃のお母さんを見たの。この前、ライブに行ったのは知ってるよね？　そこで京子さんの写真を手に入れたんだ」

「……そうだったんだ」

「この写真がいつ破かれたか知ってる？」

「昨日、京子お姉ちゃんが帰ってすぐだと思う。お兄ちゃんの部屋から凄すごい大きな音がしたんだよ。気になって見てみたらこうなってた」

　おそらく高柳君は京子さんの写真に対して恋心に近い気持ちを抱いていた。それがお姉さんだとわかったのだ。それにこの数日のこともある。写真を破いた理由がおぼろげながら理解できた。

「あすみお姉ちゃん」

「ん？」

「お兄ちゃんは京子お姉ちゃんに片思いしてたんでしょ」

　まなちゃんが唐とう突とつに言った。ドキリとしたわたしの顔を見て、まなちゃんは「やっぱり」と頷いた。

「まったく、うちのお兄ちゃんはあすみお姉ちゃんが好きなくせに浮気をするからこんなことになるんだ。一心不乱に恋愛しないから周りに迷惑をかける。仕方のないお兄ちゃんだよ……」

　まなちゃんは兄がわたしのことを想っていたことを知っていたようだ。肉親だからというより鋭いと思う。

「――尚なお人とちゃんはわたしのことが好きだったのか。知らなかったなぁ」

「証拠はあるよ」

　恍とぼけたフリをしたが、まなちゃんは高柳君の机つくえに並んでいる本の中から大学ノートを一冊引き抜いた。

「これを見て」

　開かれたノートには写真が貼はり付つけられていた。

　小学校の遠足で撮った写真や、中学入学の立て看板を背景にした写真、ほとんどが二人一緒に写っているスナップ写真だけど、わたしだけが写ってる写真もあった。まるでわたしが書き連ねている「高柳ノート」みたいだ。高柳君がこんなノートを作っていたなんて想像すらしなかった。

　ページを捲めくっていくと、最後のページには書き込みがされていた。箱はこ根ねで生いき埋うめになる直前にみんなで撮った写真が貼られ、そのすぐ下に「目を離すな」とシャーペンで書き込まれている。これは教訓の言葉だろうか。あの時、散々大人に怒られたけど、高柳君からはぶっきらぼうに「心配かけるな」と言われただけだった。しかし高柳君は自分を責めていたのだ。













　思えば、こうして彼がわたしを想ってくれている証拠を見るのは初めてだ。隠された高柳君の気持ちに触れて胸が熱くなった。

「お兄ちゃんはいつも威い張ばってるくせにあすみお姉ちゃんの写真を集めるコレクターなんだよ。しかも、佐島さんもお姉ちゃんのことが好きだってわかると牽けん制せいしちゃったり、本当に強がり」

「なんで佐島君のことまで知ってるの!?」

「ぜんぶお見通しだよ。だってわたしは佐島さんのことが好きなんだもん。それくらい当然」

　妹は全て知っているらしい。この鋭するどい観察眼は母譲ゆずりなのだろう。どこか京子さんと似ている。そう思える。

「……でもさ、お兄ちゃん平気かな？　この部屋の有あり様さまを見ているとお兄ちゃんの脆もろいハートが砕くだけたように思う。慰なぐさめてあげるべき？」

「まなちゃんが失恋した時、お兄ちゃんから慰めて欲しい？」

「いやかも」

「きっとお兄ちゃんも同じだと思うよ。さ、写真を元どおり散らばせておきな。勝手に部屋に入ったのがばれるとお兄ちゃんに怒られるから」

「……でもね、気づいたのにしらんぷりって気が咎とがめるんだ。それに京子お姉ちゃんと変な関係からスタートしたくない」

「わたしに知らせたことで責務は果たしたよ。まなちゃんの代わりにわたしがなんとかする。こういう時こそ隣人の出番さ」

　そう言ってあげるとまなちゃんの顔が輝いた。

「やっぱりあすみお姉ちゃんだ。わたしが男の子だったらお姉ちゃんの頼もしさに惚ほれてる」

「それは光栄だ。お兄ちゃんのことはまかせておいて」

「うん！　あすみお姉ちゃん大好き」

　まなちゃんは写真の欠片を部屋に撒まいた。

　昨日の件でまなちゃんには心配するところはない。逆に心配なのは「お兄ちゃん」の方だ。まかせろと見栄を切ったものの、どうアプローチすればいいのだろうか？　高柳君自身が自分に問題ないと考えているのが難しい。

「……あ、また降ってきた」

　荒れた部屋を眺めていると、まなちゃんが窓を見て呟いた。みるみるうちに雨脚が強くなり、雨垂れが窓を伝い始めた。

　恵みの雨だ。校庭で練習している高柳君たちはグローブやバットを抱えて部室へ走っているだろう。あの荒々しい練習が中断されてホッとした。そうして雨空をまなちゃんと眺めていると、向かいにあるわたしの部屋のドアが開いたのが見えた。

「あれ？　あすみお姉ちゃんのお部屋に……」

「本当にあの人は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだなぁ」

　向こうもこちらに気がついて、控え目に手を振った。わたしの部屋に現れたのは京子さんだった。
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「あの、麦茶です」

「ありがとう、まなみちゃん」

「あ、わたしのことは『まな』と呼んで下さい」

「わかったよ、まな」

　京子さんに麦茶を出して、テテテとわたしの隣に座るまなちゃん。高柳家から場所を移してわたしの部屋で女三人テーブルを囲んでいる。

「昨日は突然すまなかったね。あまりにも不用意だった。許して欲しい」

「びっくりしましたけど、お会いできて嬉しかったです」

「敬語なんて使わなくていいよ。できれば普通の姉妹になりたいと思っているんだ。あすみ君と接する感じで話してくれると嬉しいし、そうあって欲しい」

「うん。お姉ちゃん」

　まなちゃんは表情を緩ゆるめた。そして京子さんは「お姉ちゃん」と呼んでもらえて照れた顔をした。たぶんこの二人は相性がいい。

「ところでどうしたんです？　わたしに用事ですか？」

　来訪の理由を尋ねると京子さんは表情を改めた。

「ああ。君に相談があってね。弟と佐島氏と利沙君との複雑な関係についてだが……」

「わたしは席を外すよ。その方がいいよね？」

「悪いね、まな。今度お茶に誘わせて。買い物もしよう」

「うん。楽しみにしてる」

　まなちゃんはニコリと笑って部屋から出て行った。階段を降りるトコトコという足音を聞きながら京子さんは「最高の妹だ」と、呟いた。しかし妹との交流はそこまでで、姉は脚を崩すと溜め息をついた。その顔は曇っていた。

「……ひどいことになってしまったよ。弟との関係は始まる前にアウト。この空のように土砂降りだ」

　窓の外に季節外れの雷が光った。

「今朝、高柳君から見当違いのことを頼まれました。自分は平気だから妹を頼むって。ぜんぜん大丈夫じゃないのに」

「そんなことを言われたのか……。君にも迷惑をかけてすまないと思っている」

　京子さんは相当気落ちしている。力になりたいのは当然だが、今のわたしに何ができるのかわからない。

「いや、できることはあるよ。というより私にとって唯一の救いは君の存在だ。そこで力を借りに来たんだ」

「わたしの？」

「ああ。今、弟が私のことを快く思っていない理由はわかるか？」

「えっと……快く思ってないというより、状況に戸惑っているのでは？」

「いいや。これまでのことを思い出してくれ。私の写真を持っていたせいで佐島氏が峰みね倉くらあすみの獲得に乗り出した。もし私がもっと早く現れていれば弟は平穏無事に君を手に入れられたんだ。さらに言えば、私がこの世にいなければ何も起きなかった。ようするに私は恋を邪魔した元凶だ」

　たしかに彼の立場で考えればそうだろう。京子さんは続けた。

「だが、それは自分で解決すべきことだ。だからこそ弟との対面を望んだのだし、元通りの恋愛をして欲しいから対面を早めた。だけど誤算だったのは、私と高柳氏が会っているところを見られたことだ。おかげで不審を抱かせてしまった。もしあそこで鉢はち合あわせしていなければ、違う結果が待っていただろうと思う」

「……わかる気がします。それでわたしはどうすればいいんですか？」

　京子さんは咳せき払ばらいをすると言った。

「逆転の発想でどうにかしたい。弟の恋愛をどうにかすれば、私に対する複雑な感情が氷解すると思える。つまり佐島氏に返事をして欲しい」

　たしかにそれで一応の決着はつくだろう。しかし問題は。

「それってわたしが佐島君の告白を断って、高柳君と付き合えってことですよね」

「違う。どっちでもいいんだ。仮に君が佐島氏と付き合っても問題はない。この前、利沙君とシミュレートしてただろ。『折り合いをつけて、未来志向の恋愛をするようになる』ってさ。私もそう思うし、そうでなくてはいけない。それにそろそろ佐島氏に返事しないといけない頃合いだし、それらをひっくるめて、早さつ急きゆうにお願いしたい。この通りだ」

　京子さんは深く頭を下げた。

　現実的にこれがもっともシンプルな解決法かもしれない。しかし、わたしの問題がこういう形で家族問題に関わってくるとは考えていなかった。

「早急にって具体的にはどれくらいですか？」

「君もわかってるだろ。日曜の練習試合までにはケリをつけたい。家族問題と恋愛が宙ぶらりんのまま試合に臨めば、散々なことになるのは目に見えている。そうなったら余計に弟はおかしくなるだろうからね」

「……わかりました」

「すまないな、君には本当に迷惑を……」

　京子さんはピクリと顔を上げると急に立ち上がって、カーテンから窓の外を見た。その眼は悲しげだった。

「どうしたんです？」

「見てみろよ」

　窓を見ると高柳君が練習着姿で走っていた。傘も差さずびしょ濡れだ。朝、傘を差して一緒に登校したのに、なぜ差さずに帰ってくるのか。

「トレーニングだろうな。弟の中では」

　意味がわからない。とにかく乾いたタオルを手にして外へ出たものの、高柳家の玄関に彼の姿はなかった。周囲を見回すと交差点を曲がる後ろ姿が見えた。

「この雨の中をどこ行くつもり!?」

「走り回りたい気分なのかもな。どちらにしろ異常だよ。あの様子でわかっただろ？　弟は追い詰められている。すまないがさっきの件、よろしく頼む。何かあったら携帯に電話してくれ」

　そう言って京子さんは傘を差さず、トボトボと妙みよう蓮れん寺じへ向かって歩いて行ってしまった。

　弟を思って同じように雨に打たれているのか、それとも高柳君と同じように追い込まれているのか……。どちらとも思えたし、両方だとも感じた。

　なんとかしないと。

　こうなったのはわたしのせいだ。本当に高柳君のことが好きであれば、佐島君に告白された時もすぐに断れば良かったんだ。そうすれば姉弟の対面がこじれることはなかった。そう思いつつ佐島君の気持ちを知って返事を躊ちゆう躇ちよしている自分がいる。ずっと高柳君に片思いをしていたからこそ、佐島君に自分を重ねてしまうのだ。その結果わたしは誰が好きなのかわからなくなっている。わたしは自分の気持ちさえわからない馬ば鹿かな女だ。

　だけどすべきことはわかる。

　人としてずぶ濡れの高柳君を放っておけるはずないのだ。折り畳み傘を手にとって外へ出た。

　しかし高柳君を追って大通りまで走ったものの、彼の姿は見えなかった。どこへ向かったのだろうか。泥だらけの練習着でこの辺を走り回るとは思えない。しばらく考えてわたしは瀬せ田たが谷や公園へ向かうことにした。

　都道を越えた少し先には瀬田谷公園という都立の大きな公園がある。そこはジョギングコースが整備されていて、たまに野球部がランニングしていると聞く。今度の練習試合で使われる区民球場もそこにある。全力で走って商店街に入ると高柳君の後ろ姿が見えた。間違いない、瀬田谷公園に向かっている。しかし、すぐに坂道で引き離されて見えなくなってしまった。するとちょうど停留所に瀬田谷公園を経由するバスが止まっていたので乗り込んだ。




　瀬田谷公園。

　祝祭日ともなると都内から憩いを求めて人が集まる大きな公園だ。桜の名所として有名だが、ピラミッド形の体育館を中心にスポーツ施設が整備されている。陸上競技場や屋内プール、右手に区民球場も見える。

「高柳君、どこだろ……」

　この公園は広い。とりあえず球場裏の広場へ向かうことにした。なんとなくジョギングコースを走るより球場のそばにいるような気がして広場へ向かってみると、ボールを壁に打ちつける音とともに人影が見えた。

　高柳君だ。球場の壁面にボールを当てては跳はね返かえった球を捕球している。どうやら走りに来たのではなく壁当てをしに来たようだ。しかし雨の中、壁にボールをぶつけている姿は、壁を相手に戦っているように見えた。

　わたしはそんな彼を見てなんと声をかけていいのかわからず、軟球が壁とグローブを往復する音を聞きながら立ち尽くした。何回ボールが行き来しただろうか。小石に当たったボールが足下に転がってきて、ようやく高柳君はわたしに気がついてくれた。

「――あすみか？」

「こんばんは、高柳君」

　わたしは拾ったボールをわざと投げ返さず、高柳君が電灯の下に来てくれるのを待った。だけど高柳君はこちらに来てくれず、グローブを閉じたり開いたりしながら「どうしたんだ？　こんなところに」とだけ言った。

「びしょ濡れで走っていたので心配になりました。傘とタオルを持って来ましたよ」

「……別にいいのに」

「よくありませんよ。冷え込んできましたし、試合前なのですから風邪でも引いたら大変です」

「そんな柔やわな身体してないよ。ほら、ボールよこせ」

　こうして話をしているのにこちらへ来てくれない。ボールを投げ返すと高柳君は壁当てに戻ってしまった。そうして無言のままボールの往復がまた続く。

　わたしは電灯を背にしてしゃがんだ。ボールを眼で追っていると高柳君が口を開いた。

「……まなはどうだった？」

「心配ありません。それどころかお姉さんができて嬉しいようです」

「そうか」

　心配なのは高柳君の方だ。しかし当の本人はわたしの心配に気づいてくれない。

「帰りましょうよ、高柳君」

「いや、もっと練習しねぇと。どうにも俺は守備力が弱くてな。こないだもエラーしたし、少しでも弱点を埋うめておかないと」

「どうして、こんなに一生懸命なんですか？」

「負けられないんだよ。今回だけは」

　高柳君は壁へ球を投げた。いくら成条中との試合が大事でもここまでがむしゃらに練習するのは異常に思える。月に一度はある練習試合の一つだ。それなのに高柳君は負けられないと言った。なぜ負けられないんだ？

　訝いぶかしんでいると、今度は世間話でもするような口調で尋ねられた。

「なぁ、あすみ。佐島に返事したのか？」

「いえ、まだです。今日は話もできませんでした」

「……そうか」

　ピッチングフォームで投げられた球が大きな音を響かせた。その後はパツンパツンと遅い球が続く。

「佐島はいい奴だ」

　ポツリと高柳君は言った。

「あいつは頭が切れるし、努力家だ。人望もあって人の上に立つ才覚もある。もし、うちの中学で誰が一番いい男かと尋ねられれば、俺は奴と答える」

　高柳君は佐島君を褒ほめ始はじめた。

「それにな。あすみも知ってるだろうけど、裕ゆう香か姉さんは美人で何でも知ってる才女だ。お父さんは外国航路の船乗りで、お母さんは成条にあるブティックの人気販売員。本人の人格は優すぐれているし、非の打ち所がない家族がいる。そんな奴から告白されたってのは喜ぶべきことだと思う」

　いきなりどうしたんだろう。佐島君がいい人だから付き合えと言っているのだろうか？　高柳君にだけはそんなことを言われたくないのに。

「……高柳君はわたしが佐島君と付き合った方がいいって言うんですか？」

　堪えきれず聞いてしまった。けれど高柳君はボールを投げる手を止めない。

　ボールが何往復もして、答えを諦めかけた頃ようやく口を開いてくれた。

「こないだ、あすみが見せようとしたパンフレットの写真。あれ、死んだ母さんに似てるんだ」

　高柳君が口にしたのは質問への答えではなく写真のことだった。独ひとり言ごとのように高柳君は言う。

「佐島の奴は俺が一ひと目め惚ぼれでもしたと誤解したようだが、ある意味間違ってないんだ。誰にも話してねぇけど俺の母さんは島中の卒業生でさ、この前卒業アルバムで母さんが中学生だった時の写真を見たんだ」

「高柳君はお母さんの写真を見てどう思ったんですか？」

「正直驚いた。無茶苦茶綺麗だったんだ。母さんが生きてたらって思う以前に、こんな人と暮らせたらなって思ったんだ。母さんとしてではなく、恋人として。こんな人に料理作ってもらったり、一緒に買い物行ったり、遊んだりできたらどんなに楽しいだろうかって妄想しまくった。完全に一目惚れ。実の母親相手に気持ち悪いだろ？」

　自じ嘲ちようして言ってるのではなく高柳君は本心を口にしている。妄想少女キョウコが見えているので一目惚れと言われても意外ではない。けれど高柳君から懺ざん悔げされているような気がした。

「そんなことないですよ。だって、お母さんなんだし」

「いや、おかしい。そう思ったから忘れようとした。そんな時にあすみがあのパンフレットの写真を持ってきた。現実に母さんと生き写しみたいな人がいる。しかも新宿みたいに近い場所で歌っている人がさ。けっきょく姉さんだったんだが、馬鹿みたいに胸が高鳴った。ようするに俺はマザコンな上、自分の気持ちも固められない男なんだ。こうして野球やって気を逸そらすことしかできないダメな奴だ。だから佐島が少しでも好きだと思うんなら考えろ」

「……考える？」

「ああ。考えろ」

　高柳君はそう命令した。

　だけど苦々しく、それも未練たっぷりに。そんな風に言われて「そうします」なんて言えるはずないし、言うつもりもない。

　不安定すぎる。

　わたしが知っている高柳君はいつも自信に満ちた物言いをするんだ。失望に近い気持ちを感じつつもどう対処していいのかわからず、高柳君の顔から眼を逸らした自分も情けなかった。

「ほら、この話はお終しまいだ。もう遅いし早く帰れ。バスで帰るんだぞ」

「……うん」

　もうわたしとの話はお終いみたいだ。わたしもこれ以上何を話していいかわからない。バス停へ戻ろうと彼から離れると、歩道まで行った所で後ろから声を掛けられた。

「タオル」

「え？」

「タオルだけ貸してくれ」

　カバンから持って来たタオルを差し出すと高柳君は顔を拭った。そして、タオルを首に掛けて言った。

「試合、頑張るから見に来てくれよ」

「……楽しみにしています」

　そう答えると高柳君はなぜか笑顔を見せた。

　翌日、わたしは彼が見せた笑顔の意味と「頑張る」の裏に隠された気持ちを知ることになる。しかしこの時は何も気がつかず、高柳君の言いつけに背いてバスではなく歩いて帰った。
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　翌朝。晴れ。利り沙さが家の前で待っていた。

「あの大雨の中、練習していたとはねぇ……」

「それと佐さ島じま君とのことを考えろってさ」

　利沙に公園でのことを伝えると、なぜか神妙な顔をして、「そういうことか」と、訳知りな言葉を口にして、道端に転がっていた小石を蹴けった。何が「そういうこと」なのかは教えてくれない。ただ京きよう子こさんから返事を急ぐように言われた件については、「そろそろ佐島とも話をしなさいよ」と言われた。

　利沙に言われなくてもわかっている。すでに告白されて三日も経たっている。あれ以来、返事どころか挨拶も満まん足ぞくにしてないのは人としてまずい。

「今日あたり佐島から返事を催さい促そくされるんじゃないかしら。そうなると断りづらくなるわよ？　それとも高たか柳やなぎ君の勧めにしたがって付き合うの？」

「わからないよ。本当にわからないんだ」

「高柳君から勧められても悩んでいるなんて困った子ね。それなら悩む必要がないように私が高柳君に告白してあげましょうか？」

「は？」

「だから私が高柳君と付き合えば、あすみが迷う必要なくなるでしょ」

「はぁ？」

　利沙は豊満な胸をわたしの腕に押しつけ、ニーソックスに包まれた太ふと腿ももを絡からませた。

「心と身体からだの両面から慰なぐさめれば今の高柳君なら簡単に落とせるはず。私は高柳君を手に入れ、高柳君は逃げ道を手に入れられる。しかもあすみも悩まなくてよくなる。一石三丁。私にしかできない効率的で健全な方法よね」

「それのどこが健全な方法なの！　というよりあなたは私の味方じゃないの!?」

「味方よ。だから言ってるの。高柳君が佐島を勧めたなら、勧めにしたがって付き合うのが自然じゃない。それで私は高柳君とお付き合いをするの。そのうちダブルデートできるかもしれないわね。いえ、きっとできるわ。教室に着いたら佐島に『ＹＥＳ』と言ってよ。一緒にデートをしましょう」

　自分の言葉で興奮を高めていく利沙。正直、わたしは利沙が言ったダブルデートという言葉に心をくすぐられてしまった。

　でも、それでいいのか……？

　たしかに高柳君は昨日そう言ったけど、とても本心とは思えなかった。それにわたしがこうして悩んでいるということは未練があるのだ。そんな気持ちで佐島君と付き合っていいわけない。

　すると利沙がわたしの顔を覗のぞき込こんだ。

「私の好意と佐島の愛を足しても、高柳君とは釣つり合あわない？」

「そういうことじゃないんだ。利沙も好きだし、佐島君も好き。それにもしも利沙が高柳君と付き合うことになったとしたら、利沙は献けん身しん的てきに尽くすだろうし、人が羨うらやむカップルになると思う。幸せな高柳君の姿を見てもみたい。けど」

「けど？」

「なんか違うんだ。言葉では言い表せないけど、なんか違う。それだと微妙にみんなが幸せじゃないと思う」

　そう。微妙なんだ。なにかが足りない。

　わたしを見ていた利沙の表情が緩ゆるんだ。

「まったく……あすみでなければ、身の程知らずだと罵ののしるところでしょうね。だけど気に入ったわ。『微妙に幸せじゃない』。私ならその程度は容認して、すぐに完全へと変えるけど、完全な幸せからスタートして、至高に達するのもまた一興。ここはあすみに付き合ってみようかしら」

「……じゃあ、高柳君への再告白は……」

「もう少し待ってあげる。だけど、そうね……お馬ば鹿かなあすみの解決を待っているのでは幸せがいつ訪れるかわからないから、私は幸せを創造するハッピークリエイターにでもなったつもりで助言をしましょう」

「利沙、わたしの道みち標しるべになってよ」

　利沙は道路脇から木の棒を拾うと、いつかのように教きよう鞭べんの如ごとくわたしを指した。

「あすみは男子に何を求めているか考えたことある？」

「男子に求める？」

「そう。付き合ったら何をしたいのか？　何を得られるのか？　あすみは付き合った『後』のことを考えたことある？」

　すぐに答えられなかった。恋人ができたらデートで遊園地に行ったり、ゲームセンターで遊んだりとか漠然とした願望はあるけど、求めていることがそれかと問われれば違う気がする。仲居ちゃんたちのように夫婦みたいなことをしたいのだろうか。

「私は男に憧あこがれているの」

　答えられないでいると利沙がそう言った。

「女はちょっとしたことで嫉しつ妬としたり陰かげ口ぐちを叩たたいたり面倒でしょ？　好きな男がかぶれば足の引っ張り合いをしてさ」

　たしかに女の世界は醜みにくいところが多い。この前も怖い女子から何度も呼び出しを受けた。

「それに比べて男は女を実力で奪い合う。この前の紅白戦なんか最高だったわ。あすみを巡ってスポーツで競うなんて男にしかできないと思う。正直、羨ましかった。もし私が男だったら乱入したいくらいだったわ」

「利沙は男の子に生まれたかったんだ」

　はにかむ利沙。

「だけど女として生まれた以上、男にはなれない。だからせめて自分がなりたいと思う理想の男子と付き合いたいの。それで自分が男だったらして欲しかっただろうことを彼にする。全力で彼氏のバックアップをして大成する手助けをするの。もしうまく行けば、私が『男だったら』っていうイフの可能性が満たされるだけじゃなく、彼氏も幸せになれると思う。私はそんな恋愛がしたいから高柳君と付き合いたかった」

　初めて聞く利沙の人生観。美少女の利沙が男に生まれたかったなんて思いもしなかったけど、自分の願望を相手の幸せと同時に満たそうと考える利沙の恋愛観はすごく綺き麗れいに思えた。それに引き替え、男子に何を求めているか答えられない自分が恥はずかしい。

「わたしは男子と付き合う資格がないのかもしれない」

　そんな言葉が口から漏れると、利沙に背中を叩たたかれた。

「私が言いたいのはあすみが男子に何を求めているか考えて欲しいってこと。そして、あすみの求めに応えられる男子を選んで欲しい。そのためには男子を知る必要がある。幸いあすみは高柳君と付き合いが長いから彼の為人ひととなりはわかっている。だから佐島ととことん話し合いなさい」

「……でも何を話していいのかわからないよ」

「話すネタはいっぱいあるはず。例えば、将来子供を何人作るとか……ハネムーンはどこへ行きたいとか……そうね、もっと踏みこんで婚前交渉についてどんな意見を持っているか尋ねるのもいい。それだけ聞けば、佐島の為人は完全にわかるはず。あなたの選択も楽になるわ」

「わ、わたしをからかってるの？」

「本気よ。それともあなたは先のことを考えていない男子と付き合いたいわけ？　卒業したら別れるつもりで付き合うの？　あすみにとって付き合うというのはその程度のこと？」

　利沙は真剣な顔をしていた。今の話といい、この子は恋愛に真ま面じ目めなんだ。

「軽い付き合いなんてしたくないから悩んでいる」

「じゃあ、いざという時、避ひ妊にんする気はあるか話し合いなさい」

「生々しくてそんなの嫌だよ。わたしはピュアな恋愛をしたいんだ」

「なら、そういう話をすればいいでしょ。それに佐島だって腰を交まじえて話をしたいはず」

「そこは膝ひざを交えてのまちがいだよ！」

　笑う利沙。

「冗じよう談だんはさておき、あすみは自分の気持ちと向き合うためにも佐島と話をしなくてはいけない。互いのニーズを満たせる相手を選ぶためにも佐島を知りなさい。それに佐島もあすみと話をしたいと思っているはずよ。ほら、噂うわさをすればそこいるわ。さっそく話してきなさい」

　佐島君だ。三さん叉さ路ろからこちらに向かって歩いてくるのが見えた。ドキリとしたわたしは佐島君を指差している利沙の手を押さえて、そのまま利沙の脇に隠れた。

「仕方のない子ね」

「ごめん」

　利沙はわたしを隠すように電柱に押しつけて、佐島君をやりすごしてくれた。

　実は話すのを躊ちゆう躇ちよさせている理由はもう一つある。佐島君への返事もそうだが、リサのことだ。

　妄もう想そう少しよう女じよリサ。

　わたしが憧れ、愛する妄想少女。

　これまでずっとわたしを助けてくれたリサだけど、未だに話をしてくれない。そして、彼女の存在自体がわたしを悩ませている。リサと利沙が同じ顔をしているのは、佐島君が河内こうち利沙のことを好きだからだ、以前、一度消えてしまった時は姿だけ借りていたと自白したのだが、今、彼に宿っているリサはそうじゃなく、純粋に利沙のことが好きでその姿を模しているはずだ。じゃあ、なぜわたしに告白をした？　辻つじ褄つまが合わないのだ。

　わたしは佐島君とだけでなくリサとも話す必要がある。今はできなかったけど今日中には必ず。そしてリサが利沙である理由を聞き出さなければならない。

「……なによ、さっきから私の顔をジロジロ見て」

　利沙が居心地悪そうに非難した。

「ごめん、リサが利沙である意味がわからないんだよ。どうして、あなたは利沙なの？」

「あなたが何を言っているのかわからないわ。ロミオとジュリエットみたいに愛を囁ささやき合いたいの？　私に好きだと言って欲しいの？　私のことが好きなの？」

「好きじゃなきゃ利沙の腕を摑つかんで隠れてないよ」

「まったく。甘やかすのも考えものね」

　利沙は佐島君が信号を渡ったところで、わたしを押し返して歩き出した。実は利沙とこうして歩いているのが一番楽しい。この前、泣かせてしまったというのに利沙は親身になってわたしと話をしてくれる。

　高柳君のことも、佐島君のことも好きだけど、利沙とこのまま一緒にいたいのが本音だったりする。だけど、そうもいかないのはわかっている。

「あすみ、祥さち子こと加か奈ながいるわ。合流しましょう。男のことばかり考えていたら気が滅入ってしまうでしょ」

「二人を邪魔しちゃ悪いよ。それに利沙と一緒がいい」

　頰ほおをムニリとつねられた。

「ほら、クラスメイトとの交流も大事。その代わり、今日は一緒に帰りましょう。ね？」

「――うん」

「ほら」

　わたしは利沙に促されて、仲良く校門へ歩く仁に島しまさんと仲なか居いちゃんのところへ走った。

「やぁ、仁島さん、仲居ちゃん」

「おはようございます！　利沙様！　あすみさん！」

「ごきげんよう、利沙様、あすみさん」

　二人が元気に挨拶を返してくれた。わたしの名前より「利沙様」の方が先なのは気にくわないが別にいい。わたしは教室までの憩いこいの時間を楽しむことにした。

　仲居ちゃんは愛らしく、仁島さんは綺麗だ。

　頰に手を当てれば微笑ほほえんでくれるし、ハグすれば抱き返してくれる。

「世界が女の子ばかりだったら恋に悩まなくて済むのに。君たちもそう思うよねぇ」

「え？」

　絶句されたがこれも一興。今は彼女たちの温もりに包まれて全てを忘れたい。佐島君と話をするのは教室についてからだ。だけど、その機会は唐とう突とつに訪れた。

「――あ、あの。あすみさん」

「どうしたの、仲居ちゃん。眼鏡めがねがずり落ちているよ？」

「眼鏡仲間がそこで待っているです。ただならぬ様子です」

　昇降口に入った途端、要領不明なことを仲居ちゃんが言い出した。代わりに仁島さんが耳打ちしてくれた。

「階段のところに佐島君がいますよ。どうやら、あすみさんを待っているようですね」

　上うわ履ばきに履き替える生徒たちの合間から、佐島君がわたしに気づいて軽く手を上げたのが見えた。すると利沙が後ろからポンとわたしの背中を叩き、それから仁島さんと仲居ちゃんを連れて離れていった。いつまでも逃げていられないってことだ。わたしは意を決して佐島君の前に立った。

「さ、さ、佐島君。お、おはよう！」

「おはよう、峰みね倉くらさん」

　いつもの朗ほがらかな笑顔だ。それに引き替え、わたしは緊張してどもってしまう。この後、どうやって会話を続ければいいのだろう。頭が真っ白だ。

『……あすみ、彼も心の中ではテンパっているわ。あなただけじゃないから安心して』

　リサ？

　これまでずっと口を閉ざしていたリサが彼の隣となりに立つとそう言った。

「なんで今まで口を利きいてくれなかったんだよ」

『あすみが声をかけてくれて、私の気持ちも決まったの』

「気持ち？」

『今は秘密。それより佐島君はあすみと話がしたいと願ってる。それと相談したいこともあるの。大事な話だからどうか彼と話をしてあげて』

　相談？　いったい何だろう。だけど戸惑うことはない。こちらだって話をするつもりだった。

「峰倉さん、話があるんだ。昼休みに時間をくれないかな？」

「うん。わたしも話をしたかったところだよ」

「じゃあ、昼休みに例の階段の踊おどり場ばで待ってる」

　佐島君は安心した顔でそう言った。
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「来てくれてありがとう、峰倉さん」

　給食を終え、二人別々に教室を出ると佐島君の方が先に階段の踊り場へ来ていた。ここは以前、ユニコーンホテルのチケットを失くした時に沢さわ田だと話し合った場所だ。二人で話していると人目を引くから、この人ひと気けのない場所を指定したのだろう。

　積んであるマットに腰を下ろすと、佐島君も座った。

「リサも座ってよ」

　彼の隣で立っていたリサに促すと、『今日は二人の話だから』と壁により掛かった。それからしばらくして佐島君が口を開いた。

「告白して迷惑を掛けてしまったね。ごめん」

「美み浜はまさんたちから呼び出されたことなら気にしないでよ。佐島君のせいじゃないし」

「それもあるけど、君を驚かせてしまったことを謝りたいんだ。高柳のことで僕に相談してくれていたのに、その僕が君に告白した。たぶん、驚いただろうし困らせたと思う」

「へへ、たしかにあれほどの衝撃を受けたのは生まれて初めてだったよ」

　久しぶりに話すものだからぎこちない受け答えになってしまうけど佐島君は違う。リサはテンパってると言っていたが、彼には余裕があるように思えた。そしてその余裕は質問にも現れていた。

「たぶん、峰倉さんは僕が告白の返事を聞きたくて呼んだと思っているよね？」

「……違うの？」

「聞きたいのは山々だけど、実は高柳について尋ねたいことがあって呼んだんだ」

「高柳君のこと？」

「うん。君も気がついていると思うけど、このところあいつは部活で無理をしている。最初は僕への牽けん制せいかと思っていたんだけど、昨日はこれまでと様子が違ったんだ。朝方の雨で校庭がぬかるんでいるというのに練習を強行したし、雨が降り出してからも練習をやめようとしなかった。しかも着替えないで帰ってしまった。峰倉さんはあいつに何があったか知ってる？」

　意外にも佐島君がわたしを呼び出した理由は高柳君のことだった。おそらく親友との関係が変化して、聞くに聞けないからわたしに尋ねているのだろう。佐島君はわたしとのことはあるけど高柳君を心配しているのだ。それはとても嬉しいことで、わたしは写真の件から昨日に至るまでの経緯を伝えることにした。

　やはり佐島君もあの写真が京子さんだったことに驚いたが、同時に高柳君がなぜ荒れ出したのか察してくれた。そして佐島君はわたしの話から高柳君の心境をさらに深く推察し、不思議なことを願い出た。

「峰倉さん。もし、この間の告白に返事をしてくれるなら、今度の練習試合が終わってからにしてくれないかな？」

「どういうこと？」

「今、あいつは追い詰められているんだ。僕と君のことや、顔も知らなかったお姉さんが現れて混乱している。それはわかるよね？」

「うん」

「そして、高柳は妙なプライドがある奴だ。特に君には強がっていたい傾向がある。そんな高柳が姉の写真に気を惹ひかれていたことを君に知られてしまい、さらに僕の告白。そのせいであいつは君に気持ちを伝えられなくなってしまったんだ。そこで高柳はひとつの打開策を見つけ出した」

「打開策……？」

「それは君に告白してもらうことだ」

「わたしが高柳君に？」

「そう。もし峰倉さんが高柳に告白すれば、僕への義理も立つし、お姉さんのことを理解してもらえたことになる。そう考えれば、あいつが雨の中、瀬せ田たが谷や公園で練習していた理由がわかる。高柳は今度の練習試合で活躍して君にいいところを見せようとしているんだ」

　あの無茶な練習や雨の中の壁当ては、わたしへのアピールってことか？　胸が熱くなるどころか……

「なんて子供っぽい……」

　佐島君が吹き出した。

「そうなんだよ。あいつは君が思っているより子供なんだ。だから僕も高柳のことが好きなんだと思う。ここは敵に塩を送ることになるけど、返事を試合の後まで待って欲しい。どうだろうか、峰倉さん？」

　敵に塩。

　上うえ杉すぎ謙けん信しんと武たけ田だ信しん玄げんじゃあるまいし、そんな言葉を今時使う人がいるとは思わなかった。佐島君も相当子供っぽいようだ。だけど、わたしは子供っぽいのが大好きらしい。

「ねぇ、佐島君。君はこの場でわたしが交際を断るとか思っていないの？」

「微み塵じんも思ってないよ。僕なりに自信があって告白したんだ。高柳が試合でいいところを見せようと考えているなら、僕はそれ以上にいい試合をする。そして、君にもっと好きになってもらう」

　そう言って佐島君は笑った。わたしはなんていい人から好意を寄せられているんだろう。彼の笑顔が自分に向けられていることが切ないほどに嬉しかった。

「わかった。返事は試合が終わった後にさせてもらうよ。だからって、佐島君も無理な練習はしないでよ？　怪け我がをしたら、大嫌いになるから」

「はは。了解。気をつけるよ。よし、さっそく打倒高柳＆試合必勝の策を練らないと。じゃあまたね、峰倉さん。好きだよ」

「去り際にさらりと恥ずかしいこと言うな！」

　佐島君は笑顔を残して階段を駆け下りて行った。

　部室前であんな言い合いがあったけど、佐島君は高柳君を心配し、なおかつわたしと付き合った後も彼と交友を続けたいと考えている。わたしは心の片隅で、佐島君があれだけ仲が良かった高柳君を切り捨てたことに寂しさを感じていたが、そうではなかったのだ。

「本当に佐島君はいい人だね、リサ」

『あすみがそう言ってくれると嬉しいわ』

　リサがわたしを見て微笑んだ。わたしは佐島君とだけでなく、リサとも話をしたくてここに来た。今まで壁に背を預けていたリサは足先で跳ねると階段の欄らん干かんに立って言った。

『わかっているわ。私の姿のことでしょ？』

「うん、どうしてリサは……」

『私が河内さんの姿をしている理由は試合の後に教えてあげるわ』

　しかしリサはわたしの言葉を遮って答えてくれなかった。

「もったいぶらないで教えてよ」

『だめ。今この場で明かしたらあすみは佐島君のことが本当に好きになってしまうもの。それに佐島君にだけ妄想少女の応援があるのはフェアじゃないから、あすみが返事をくれた時に教えてあげる』

　フェアじゃない……か。

　それが今まで話をしてくれなかった理由か。リサらしいや。もう姿形にはこだわるまい。佐島君ほどの人が不純な気持ちで告白するなんてありえないのだ。全部終わった後にリサの口から正体を教えてもらえばいい。

「ぜったい教えてよ、リサ」

『約束するわ。さて、私はギャラリーが来たから先に教室に戻ってるわね』

「ギャラリー？」

　ニコッと笑ってリサは欄干から飛び降りて姿を消した。すると入れ替わりに、利沙と仁島さん、仲居ちゃんが踊り場に現れた。

「す、すごい話を聞いてしまいました、あすみさん！」

「さすがです、あすみさん。男子からあれほどの想いを寄せられるなんて憧れてしまいます」

「なんだ、あんたらは！」

　妙に昂たかぶってる仁島さんと仲居ちゃんに抱きつかれ、利沙が言う。

「ごめんね、あすみ。たまたま階段を歩いていたら、佐島とあすみの話が聞こえてきたのよ。実はこの踊り場って声が反響するのよね。ついつい聞いてしまったわ」

　こ、こいつら。

「噓うそだ！　あんたらはここでわたしらが話をするのを知っていた！　計画的に盗み聞きをしたんだ！」

　仲居ちゃんが無意味に口笛を吹き、仁島さんが作り笑いを浮かべながら眼を逸らす。この子たちは……！

　しかも。

「声が反響するってのは本当なんだよな。おかげで祥子さんとの密会に使えないんだよ」

「沢田の言うとおりだ。たしかにここで女子と話すのは問題があるな。加奈とここで会うのはやめることにする」

　沢田と川かわ上かみまで現れた。

「なんだお前ら！　なんでここにいる!?」

「「彼女のそばにいて何が悪い」」

　川上が仲居ちゃんの肩を抱き寄せ、沢田は仁島さんに押し戻される。

　さらに。

「話は聞かせてもらった。試合にはＡ組総出で応援しに行くことにする」

『応援の先頭に立たせてもらうよ！』

「面白そうだから、柔道部の連中も連れて行くか」

『由ゆ衣いさんの勇姿も見たいですからね』

　宮みや里さととゴリ、ミウとユイヒメまで！　なんだ、なんなんだ、こいつらは。この出で歯ば亀がめどもは！　利沙の仕し業わざであることは間違いないが、いったいどういう目的で集まったんだ？　とてもわたしと佐島君の話を盗み聞きするためだけに集まったとは思えない。

　踊り場に押し寄せた利沙たちの思おも惑わくに戸惑っていると、さらに階段を昇ってくる足音が聞こえた。階段の途中で足音が止まると、利沙はそれまでのおどけた表情をあらためてその人の名前を呼んだ。

「高柳君、来て下さい」

　え？

　みんなが脇に寄ると高柳君が現れた。

「……河内に盗み聞きを強要された」

　ポツリと言い訳がましく高柳君は言った。

「そうなのよ。抜け駆けしようと思って高柳君を呼び出したら、こんな話がされてしまってね。彼にも無関係な話じゃないでしょ？　立ち去ろうとする彼を引き留めたの。ごめんなさいね」

　噓つき利沙。その物言いに苦笑いしか出ない。

　高柳君は言う。

「どうやら、佐島にはお見通しだったようだな。しかも塩まで送られた。もうつべこべ言わない。あすみ！」

「は、はい！」

「俺はお前に告白させる」

　そう宣せん言げんされた。

　そして踵きびすを返すと、皆を掻かき分わけて階段を駆け下りて行った。

　仁島さん、沢田、仲居ちゃん、川上、ゴリにユイヒメ、宮里にミウがそれぞれ湧き上がる何かを堪こらえるように含み笑いを浮かべ、わたしは顔が赤くなった。利沙がどういう心境でわたしを笑っているのかわからないけど、ここは京子さんから教えてもらったように馬鹿な自分でいることにした。いつかこの借りを返せばいい。

　とりあえず首しゆ謀ぼう者しやの利沙にチョップを喰らわせ、仁島さんと仲居ちゃんにはセクハラ制裁を与えた。

　せっかく男子二人が一生懸命戦う試合だ。

　これくらいギャラリーがいた方がいい試合になるだろう。こうなったら、京子さんもまなちゃんもみんな誘って、試合を見に行けばいい。

　試合まで四日だ。

　わたしは二人から気持ちを決める猶ゆう予よをもらった気がした。




　　　　　＊＊＊




「精が出ますね、高柳君」

「ああ。残り時間が少ねぇからな。少しでもボールを触っていたい」

　島しま村むら中学校対成せい条じよう中学校の練習試合まで残り三日。

　あいにくの雨である。

　それにもかかわらず、高柳君はこの前と同じように瀬田谷公園の広場で雨に打たれながらボールを追いかけ回している。現在時刻は六時。辺りは暗くなり始め、すでに電灯が灯っている。

　今日の部活は雨のせいで校舎内での筋トレになったという。腕立て一〇回を五セット。腹筋三〇回を三セット、ヒンズースクワット一〇回を五セット。加えて反復横跳びなどなど。それらをこなしても高柳君は満足できないらしく、雨の中、再び瀬田谷公園に出向いて自主練習をしている。なんとなく朝から雨が降っていた時点で予想していたが、高柳君は時間が許す限りボールを追いかけ回したいらしい。それもわたしのためなのだから止めるに止められない。だが無茶をしているのは高柳君だけではなかった。

「……佐島君、あなたまで無茶をするとは思ってなかったよ。熱血系な人じゃないのにさ」

「言ったでしょ。試合必勝の策を練るって。高柳がここで練習をしているなら僕も一緒にやった方が効率はいい。そうだろ？　高柳」

「……いないよりはましだ。ほら行くぞ」

　高柳君がバットで打った球をスライディングして取る佐島君。まるで泥どろまみれになるのを楽しんでいるようだ。大雨の中かれこれ二時間近く、二人でびしょ濡れの泥まみれになりながらノック練習をしている。

　子供っぽいというより、この人たちは馬鹿だ。バカップル。

　どうやら高柳君は踊り場での「盗み聞き」で、自分の考えが佐島君に見抜かれていることを知り、何か吹っ切れたようだ。嬉々として佐島君と雨の中でバットを振り回している。

　彼らはこの状況と関係に酔っている。けっこう寒いというのに身体から湯気が出るような熱気で二人ノック。もうどうにでもなってほしい。

『そう言うあすみも同じだと思うわ。塾をさぼって二人の見学だなんて』

「だって、見て見ぬフリはできないでしょ」

『あすみらしいわ』

　リサが苦笑する。佐島君が雨に濡れているため、リサも全身が濡れている。リサには傘の中に入れと何度も言っているけど、やはり佐島君と一緒にびしょ濡れでいたいようだ。

「なんだか男の子って羨ましいな」

『本当ね。私もそう思うわ』

　金属バットの甲かん高だかい音と共にボールが高く上がる。フライになったボールを捕ろうと佐島君が空を仰ぎ見るが、雨粒のせいで取り損ねた。

「佐島ぁ、いいかげん野球の時はコンタクトにしろよ」

「僕から眼鏡を奪おうというのかい、高柳！」

　バウンドしたボールをグローブに収め、回転しながら高柳君に投げ返す。

「わたしが言うのもなんだけど、恋のライバルなのにこうして二人で野球の練習ができるって素晴らしいことだと思う。男の子だからできるのかな？　もしそうなら次に生まれ変わるなら男になりたいと思うよ」

　わたしはしみじみそう思った。この泥まみれの練習も第三者から見れば無茶苦茶に見えるだろうけど、当人たちはいろいろな感情を重ねてボールを投げたり打ったりしている。

『あすみが憧れるほどいいものではないわ。男の世界は複雑。ついこの前まで殴なぐり合あう寸前だったのだから』

「殴り合いか。そういうことができる関係が羨ましいんだよ」

『私としてはあすみと河内さんの関係の方が羨ましく思うわ。最悪な出会いだったのに、今では互いのことを思いやる素敵な友達。昨日だってそう。あれはあすみの気持ちや高柳君、佐島君の性格がわかってないとできないことだもの』

「そうだね。利沙と友達になれて良かった」

『その友達が来たわよ』

　振り返ると、公園の入り口に黒い乗用車がハザードランプを点つけながら止まり、利沙が手提げを持って車から降りて来るのが見えた。

「あすみ。温かいお茶とポカリを持って来たわ。ついでにあなたが好きな笹ささかまも買ってきた」

「利沙は本当に優しいな。わたしがモテ期なら、君はデレ期だろうね。この場で押し倒してしまいたいくらいだよ」

「そんな度胸がないくせに適当なことを言わないでちょうだい」

　笹かまを口に突っ込まれた。まだデレきってないようだ。攻略が難しい娘である。

「河内。差し入れか？」

「ええ、おにぎりを作ってきました。それと温かいお茶も用意しています。どこか屋根のある所で食べて下さい」

　高柳君にお弁当箱を見せ、その後に「佐島の分もあるわ」と付け足す。

「わたしのは？」

「あなたは笹かまを食べているでしょう。それじゃあ、親おや父じ……お父様を車で待たせているので帰りますね。あまり無理をしないで下さい」

「サンキュウ」

「ありがとう、河内さん」

　利沙はわたしにお弁当箱を預けると、車に乗って行ってしまった。利沙は善意と真心と僅わずかな打算で弁当を差し入れてくれたようだ。なんだかんだ言ってわたしの分のおにぎりまである。高柳君と佐島君は練習着を脱ぐとギュッと絞り、「休きゆう憩けいするか」と半裸で屋根のある体育館前へ走り、わたしは利沙のお弁当を持って彼らを追った。温かいお茶を飲み、おにぎりと笹かまを頰ばり、一息ついてまた練習を再開。練習は一○時まで続いた。

　その翌日も瀬田谷公園で練習をした。だけど二人だけではない。

　高柳君たちが部活の後に自主練習していると聞きつけた他の野球部員が練習に加わり、わたしは由衣ちゃんとマネージャーみたいなことをすることになった。

　そして、試合前日の土曜日には土ど井い先生まで「俺も混ぜろ」とふらりと現れ、自ら封印していたという若き日の必殺投法を披ひ露ろうし、部員たちの度ど肝ぎもを抜いた。

　さらにこの監督兼担任は携帯で話をしていると思ったら、突とつ如じよジャンプしてバク転を始めた。その奇行に呆れていると先生は札入れから一万円札五枚を取り出してわたしに握らせた。

「峰倉！　今夜は部員共に焼き肉を食わせてやれ！」

「せ、先生！　どうしたんですか!?　五万円なんてとても受け取れません。身重の奥さんを家計簿の前で困らせたくありません」

　すると土井先生はニヤニヤとしまりのない顔になって教えてくれた。

「産まれたんだ」

　は？　もしや！

「ご、ご出産召されたんですか!?」

「そうだ！　今日は大丈夫だろうって医者から言われたのに、さっきポコリと産まれたってよ」

　騒ぎを聞きつけた部員たちが集まり、土井先生をワッショイと胴上げし始めた。

「先生！　男の子？　女の子？」

「俺似の男の子だ。ひゃっはぁ――！」

　男の子か。

　わたしは先生と一緒に胴上げされている先生の妄想少女に気がついた。ミツキちゃんは天使みたいな笑顔で宙を舞っている。そして、わたしにバイバイと手を振ると、そのまま見えなくなってしまった。

　奥さん似の女の子が欲しかった土井先生だが、先生にとっては子供が男の子でも自分に似ていても別にどうでもよかったのだ。ミツキちゃんみたいな元気な子供さえ産まれればそれで。

　わたしは病院へ走る土井先生の喜びに満ちた後ろ姿を見て、初めて妄想少女が消えるのを嬉しく思えた。

　そして、わたしたちは駅前の焼き肉屋へ。先生から赤ちゃんの写真メールが送られてくる度に乾杯した。

『おめでたいわね。あすみ』

「まったくだ。みんなで出産祝いしようよ」

「それじゃ、明日の試合の勝利を贈ろう」

　佐島君がそんな素敵なことを言うと、みんなの手が天に突き上げられ雄お叫たけびがあがった。

　こうして明日の試合はわたしの決断期限だけでなく、出産祝いという目的も帯びることになり、島中野球部にとってさらに大事な試合になった。
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「ずいぶん集まったな」

　抜けるような青空の下、京きよう子こさんが球場に来たギャラリーを見て感かん嘆たんの声を上げた。瀬せ田たが谷や公園の区民球場には島しま村むら中学校の生徒や父兄およそ五〇人が集まり、三塁側観客席を埋めている。その盛況ぶりを見て、対戦校の成せい条じよう中学が何事かとこちらを窺うかがうのも無理はない。普通、只ただの練習試合でこれだけの観客が集まることはないのだ。

「これまでの対戦成績はどうなんだ？　利り沙さ君」

「過去三年間の成績は四勝五敗一引き分けですね。相手は私立の名門校ですけど相性は良いみたいです」

「なるほど。ほぼ互角の相手か。しかし今回は部員二名の意気込みが違う。面白い試合になりそうだ。それはさておき、みんなクッキーを食べてくれ。あすみ君の母上からレシピを教わって、まなと一緒に作ってみたんだ。なかなかいけるぞ」

　四方八方から手が伸び、「美う味まいです」、「さすが高たか柳やなぎの姉ちゃん」などと京子さんを誉ほめ称たたえる声が湧わき上あがった。

「よかったね、京子お姉ちゃん」

「まなが手伝ってくれたからだよ」

　京子さんが妹の喉をゴロゴロ撫なでる。この数日で二人はあっという間に姉妹らしくなった。その様子を高柳君のお父さんがほっとしながら見ている。

　念願叶って試合を観戦できることになった京子さんは、今日のために洋服を新調した。胸元が開いたＶネックの黒いシャツにカーディガン。短めのスカートからは生足が伸び、その足下はレザーのブーツだ。古風な京美人といったイメージを逆ベクトルで生かした服装である。ぶっちゃけ生足にこれだけの破壊力があるとは思わなかった。

「京子さん、よかったら膝ひざ掛かけを使って下さい。あすみがいやらしい眼で見ています」

「ありがとう利沙君」

「余計なことすんな、こんちくしょう」

　利沙のせいで太ふと腿ももが隠された。

　だが、生足が隠れたくらいの方がいいのかもしれない。三塁側に陣取ったわたしたちは目立ちすぎている。利沙、京子さん、まなちゃん、仁に島しまさん、仲なか居いちゃん（化け粧しようずみ）という全日本レベルの美少女が並んでいれば誰だれでも興味を持つ。球場の応援席は一般開放されているので、美女のフェロモンに引き寄せられた通りすがりのおじさんや、散歩中と覚しき老夫婦たちがスタンドに腰を下ろしていく。試合が始まる前に球場は盛り上がりを見せていた。

『そんな場外の様子とは違ってベンチは緊迫しているわ』

　リサが佐さ島じま君と高柳君を見つめながら言った。

　島しま中ちゆう野球部は目前に迫った試合にピリピリと緊張している。思えばこの一週間の間、彼らは今までにないほど練習に励はげんだ。ボールを追いかけ、バットを振り、夜遅くまで駆け回った。たった一週間だが皆の目付きが変わり、島村中学校野球部は大きな成長を遂とげた。

「あすみ」

「なに、利沙？」

「二人のことをよく見ていなさいよ」

「わかってる。利沙、双眼鏡貸して。高い方の奴」

「大事に使いなさい」

　利沙は借金の形かたとして預かっている双眼鏡を貸してくれた。ベンチでは島中ナインが立ち上がったところだった。

　土ど井い先生と部長、女子マネージャーの由ゆ衣いちゃんが前に立ち、スターティングメンバーに訓示や最後の確認をしている。しかしそういうことに長々と時間を使わないのがうちの野球部の伝統だ。グラウンドへ出て、早々に円陣を組んだ。

　一五時試合開始。

　あと三分。二分。一分。

　ホームベースを挟んで、島村中学校と成条中学校が礼をする。そして、大きな掛け声と共にみんな駆けていった。

　いよいよ始まるのだ。

「がんばれぇ」

　京子さんがメガホンを持って声を張り上げた。みんなも両手を口に当てて応援コールを上げる。

　京子さんは弟に期待して姉だと名乗ろうとした。

　不幸な偶ぐう然ぜんによって思い通りにはいかなかったけど、まなちゃんとは願っていた関係になり、家族で試合の観戦という夢も実現した。そして京子さんの期待は今も継続中だ。その鍵はわたしが握っている。

　わたしが高柳君に告白するパターン。佐島君に「ＹＥＳ」と答えるパターン。どちらかを選べばいい。

　わたしの答えによってひとりの男子が悲しむことは間違いないし、選択によっては利沙をまた泣かせてしまうが、それは割り切るしかない。利沙はそういう覚悟をした上でわたしを助けてくれた。それに佐島君も「塩を送る」と言って、この試合に臨んだ。どんな選択をしても彼らはわたしを責めないだろうし、責める理由もない。みんなわたしより恋愛というのがどういうものか知った上で、今日を迎えたのだ。

　この前、京子さんが悩みながら日常を演じるのが大人だと言っていたけど、もしそうなら彼らは大人である。わたしも皆に倣って自然体で試合を観戦し、悩みながら答えを出せばいい。

「……なるほど。そういう理由で気持ちを決めてないのか」

　京子さんがグラウンドから眼をわたしに移して小声で言った。

「はい、彼らの希望通りしようと思って」

「まったく、あすみ君は面白いな。本当にこの試合で答えを決める気なのだから。普通はある程度結論を出してから観戦するだろうに」

　京子さんがわたしの心を読んで呆あきれ半分でそう言った。

「熟考した結果がこうなんです。これがわたしの狡ずるい結論なんです」

「自分で狡いと言っているならいいな。それに彼らも君のそういう性格を熟慮して野球で決着をつけることにしたんだろう。いや、みんな決め手を持っていなかったからこうなったのか。どちらにしろ、弟と佐島氏をよく見てやれ」

「はい」

「……そのために一〇万もする双眼鏡買ったんだから。存分に使いたまえ」

「噓うそですよね」

　高級双眼鏡をニヤリとして見る京子さん。

「私のコンタクトは妄もう想そうの行く末まで見通すのだよ。つまり未来視ができる。現にその双眼鏡は役に立っているだろう？」

　そう言って私にウィンクした。たぶん、また噓をついている。いくらなんでもコンタクトにそんな力が宿るはずはない。京子さんは笑った。

「はは。以前みたいに騙だまされてくれないか。ならば期待させてもらうよ。うまく行けば君の妄想少年だけでなく私や弟、佐島氏の妄想が昇華するのを見られるだろう」

　京子さんはわたしがみんなの妄想を消すと予想しているんだ。

　どんなことになるのだろう？

　リサとサチコが消えた時、喪そう失しつ感かんで胸が苦しくなった。自分の妄想を消した時、わたしはどのような気持ちになるのだろうか？

「ほら、あすみ！　それに京子さん！　二人でひそひそ話はやめて下さい。試合が始まりますよ」

　利沙がわたしと京子さんの間に割り込むと細長い袋から何やら取り出した。

「それは何？」

「とっておきよ。夏の公式戦で披ひ露ろうしようと思っていたけれど、今日が出番だと判断して急きゆう遽きよ用意したの。祥さち子こ、加か奈な、広げるのを手伝って」

「はい！」

　利沙がその長いものを高く上げると仁島さんと仲居ちゃんが巻かれている布を大きく広げた。途端に周囲からどよめきが上がった。風を受けて広がったのは「島中野球部必勝！」の文字。赤地に金糸で刺し繡しゆうが施ほどこされた応援旗が風にたなびいた。

　しかも、この応援旗。

「まさか手て縫ぬい!?」

「一針一針願いを込めて縫い上げたわ。途中から祥子と加奈にも手伝ってもらったけれど」

「ええ、手伝わせていただきました[image: ]」

「なんといっても、あすみさんの一大事ですし[image: ]」

　ドヤ顔の利沙と仁島さんと仲居ちゃん。まったく、いつからこんな素敵なことを……

「わ、わたしも混ぜて欲しかったなぁ」

「あすみさんは旗を振る係です」

「そうよ。重いから早く代わってもらえるかしら」

　受け取ると、旗はずしりと風をはらんで重かった。よろけながらも高く掲げると、応援旗に気づいた部員たちが笑ったり、手を振ったり、帽ぼう子しを被り直したり、様々な反応をした。だが嬉しそうだ。

「ははは。島村中学校ってのは愉ゆ快かいだな。おーい。そこのお姫様フェチとブルマニアの君。あすみ君を手伝ってくれ。この旗は重い」

　ゴリと宮みや里さとが呼ばれ、ミウやユイヒメと一緒に応援旗を振ってくれた。

「ほらほら。もっと大きく振ってやれ。プレイボールだ」

　一番バッターが打席につくと観客席から歓声が上がった。

　試合で高柳君と佐島君のどちらが活躍したとか、そういう気持ちで決めるわけではないけど、この試合が終わる頃には何か見えてくる気がする。

　双眼鏡をベンチにいる佐島君に向けると、真剣な眼差しで相手ピッチャーを見つめていた。続けてネクストバッターズサークルで片膝を立てている高柳君に焦点を合わせた。

「あれ？」

　なにか高柳君の姿に違和感を覚えた。何だろうか？　しばらく見続けていると、一番打者がバットの快音を轟とどろかせた。見事進塁すると高柳君がヘルメットを被り、打席へ向かうべく立ち上がる。

　あ！

　そこでわたしは異常に気がついた。

「……そう言えば、私に似たあの娘はどこに行ったんだ？」

　京子さんが弟の隣にキョウコがいないことに気がついた。

　違う。

　違和感の正体はキョウコの不在ではない。高柳君の耳が赤いのだ。耳が赤い。

　高柳君のバットが大きく空を切った。
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　みんな全力を出した。

　投げて打って、新人がミスをすればフォローし、チャンスがあれば力の限り攻めた。

　しかし、一六時三〇分。島中の観戦席に翻ひるがえっていた応援旗は萎しおれている。

　五対四のリードで迎えた最終回。

　逆転されてしまったのだ。

　敗因は高柳君のエラーだった。

　ツーアウト、二塁。点差は一点。対戦校のバッターが放ったのはごく平凡な三塁ライナーだったが、ボールは高柳君のグローブをすり抜けるようにして飛び去ったのである。

　その間に同点ランナーがホームへ。

　さらに逆転ランナーも三塁を回ってホームインしてしまった。スコアボードに「２」の数字が灯り、試合終了のサイレンが鳴った。いわゆるサヨナラヒットだった。

　勝利を祝おうと立ち上がっていた皆の腰がストンと落ち、振られていた応援旗が下ろされた。そして、この痛恨とも言えるエラーをした高柳君に皆の眼が向けられている。

　一生懸命に練習をしたし、この試合でもヒットを打って得点に貢こう献けんした。だけど勝てるという期待が大きかっただけに高柳君のエラーは際立ち、応援席を覆おおう失望のような空気だけはどうしようもなかった。

「こういうこともあるわよ！」

　利沙が明るい声でそう言ったものの、その声はどこか痛々しく、その後仁島さんと仲居ちゃんが「練習試合ですし！」と声を合わせたのも余計に虚むなしく聞こえた。

　もしかしたら、そう聞こえたのはわたしだけかもしれない。もし双眼鏡で観戦していなかったら違うように聞こえただろうし、コンタクトレンズを付けていなかったら、高柳君のエラーも不幸な出来事だったと思えたはずだ。さらに言えば、わたしが彼の幼なじみでなければエラーの原因もわからなかったに違いない。

　エラーの原因は体調不良だ。昔から高柳君は発熱すると耳を赤くする。その証拠にキョウコは宿主の精神状況をダイレクトに受けて球場の入り口の前で倒れている。

　あの人は風か邪ぜを隠して試合に出たのだ。

「あすみ君。佐島氏への返事はどうするんだ？」

　わたしは球場を見つめる京子さんの問いに答えられなかった。
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　雨の中びしょ濡れで練習して、試合当日に熱を出し、体調不良を隠したまま出場。勝てた試合をエラーで落とす。たぶんこれは相当格かつ好こう悪わるいと思う。

「高柳の風邪はまだ治らないのか？　峰みね倉くらちゃん」

「そうみたい」

「あれ？　お見舞いに行ってないんですか？　てっきり様子を見に行っているかと思っていましたが」

「……部屋に入れてくれないんだよ。まなちゃんの話では四〇度もの高熱があるらしい」

「四〇度!?　あいつ大丈夫なのか？」

　あれから三日が経った。

　高柳君は学校を休み続け、わたしはクラスの友人たちに呼び出されて質問攻めにあっている。沢さわ田だに仁島さん、川かわ上かみに仲居ちゃん、それにゴリが放課後に居残ってわたしの机つくえを囲んでいる。もちろん彼らの目的は高柳君の体調を尋ねるためだけではない。

「佐島君への返事はしたんですか？」

「……まだ」

「ということは高柳と付き合うのか？」

「そういうわけじゃないよ」

「けっきょく峰倉は誰が好きなんだ？」

「本当にわからないんだ」

　ゴリや沢田、川上に溜め息をつかれた。

　自分がひどいことをしているのはわかっている。成条中との試合があまりにも衝撃的で後味の悪い終わり方をしたこともあり、わたしは気持ちを決め切れていないのだ。そのため皆から早く返事をするように言われている。

「試合で一番活躍したのは佐島君でした。あの試合はあすみさんの気持ちをゲットする意味があったんじゃないんですか？　付き合ってあげないと可か哀わい想そうです」

「仲居さん。あすみさんを景品のように扱ってはいけません。それに高熱を押して試合に臨んだ高柳君も評価すべきです。結果は残念でしたが、あすみさんを奪われまいとする心意気は佐島君に勝まさっています」

「なるほど。仁島の考え方にも一理あるな。チームプレイを重視する高柳にとって、自身の体調不良を仲間に隠すのはスタンスに反する。それを破ってまで試合に出るということは野球より峰倉の方が大事という意味になる。なかなか面白い」

　……そういう考え方もあるんだ。

　高柳君を弁護する仁島さんとゴリの言葉に、格好悪いと思っていた高柳君の行動が真逆に思えた。

「つまり仲居ちゃんは佐島派で、祥子さんとゴリは高柳派ってことか。じゃあ、傷心の高柳を慰なぐさめなさいに一票。俺はＹＥＳ祥子さん」

「沢田君。茶化すような言い方はやめてください」

「いやいや。真ま面じ目めに言ってるよ」

　沢田はシーソーさせていた椅い子すの脚を床に降ろすと、責めるような眼をわたしに向けて言った。

「ぶっちゃけ、峰倉ちゃんが迷ってること自体、意味不明なんだよね。こないだ踊おどり場ばで高柳が告白まがいのことを言ったよな？　すでに相思相愛が確定してるんだ。試合結果なんて無視してここは高柳に行くところだろ。違う？　それとも無様すぎて恋が冷めちゃった？」

「……そんなことないよ」

「それなら初志貫徹しろって」

「でも……」

「あ、やっぱ佐島も気になっちゃうの？　あいつは優しいしね」

　沢田がわたしの顔を意地悪く覗のぞき込こんだ。すると仲居ちゃんが「気になっていいんじゃないでしょうか！」と驚くほど大きな声で言った。

「ここ最近の高柳君を見ているとあすみさんに相応ふさわしいとは思えないんですよね」

「な、仲居ちゃん。突然どうしたんだよ？」

　わたしだけでなく皆もギョッとして仲居ちゃんを見た。それに構わず仲居ちゃんは言う。

「わたしはあすみさんに幸せになって欲しいんです。川上君と結びつけてくれましたし、本当にあすみさんのことが大好きです。だからこそ素敵な人と恋をしてもらいたい。だけど恋の相手として高柳君は本当に相応しいでしょうか？　誰がどう見てもあすみさんは高柳君のことが好きなのに、本人は知らんぷりでした。そのくせ親友がライバルになった途端、アクセル全開で大暴走。わたしとしてはいつも陰で見守っていた佐島君の方があすみさんを幸せにしてくれそうな気がします」

「ちょ、ちょっと仲居ちゃん……」

「たしかに加奈の意見には一理ある。高柳には友人として世話になっているが、峰倉と相性がいいかと問われれば首を捻ひねらざるを得ない。それに引き替え、暴走しがちな峰倉を佐島はいつも上う手まく抑えている。また、万事慎しん重ちようすぎる佐島を動かすアクセル役として峰倉は適任だと言えるだろう。互いの短所を補ってこそ付き合う意味がある。俺おれは佐島と付き合うことを勧める」

「でもよぉ、川上＆仲居ちゃんよ。高柳には峰倉の暴走に付き合ってきた一四年の実績があるぜ。これまで他の女子からの告白を断ってきたし、峰倉への気持ちは本物だと思う。それにこれまではお隣となりさんで幼なじみのグデグデな関係だったけど、きちんと付き合えば上手くいくんじゃないの？　その可能性をふいにしちゃうのはもったいないと思うぜ。そうだよな？　祥子さん」

「沢田君と同意見です。それに個人的な感情からもあすみさんには高柳君と付き合って欲しいですね」

　みんなが「わたし」の視点や、高柳君や佐島君の性格も含めてこの状況を考えてくれることが嬉しかった。だけど実際のところ問題は。

　みんながわたしを見る。

　そうなのだ。

　決めるのはわたしなんだ。

「そろそろ選べよ、峰倉ちゃん。付き合える人間を一人しか選べない以上、自分で選ぶしかない。その結果、男が落ち込んでもそれは結果の一つでしかないし、人を好きになるなら当然覚悟すべきことだ。少なくとも俺はそういう覚悟をして、祥子さんを好きになった」

　沢田は仁島さんを見ながらそう言った。続けて川上がわたしに言う。

「半はん端ぱな気持ちで付き合うのは危険だ。危うく加奈を失いかけた俺が言うんだから間違いない。付き合う前から迷っているのでは破局は見えている」

　川上は隣にいる仲居ちゃんの手を握りながらそう言い切った。男子二人の発言はそれぞれ自身の体験をふまえての言葉だ。それだけに「覚悟がないなら付き合うな」と言外に込めた彼らの言葉はわたしの胸に突き刺さった。

　高柳君と佐島君のどちらと付き合うか考えていたけど、二人が言うように「付き合わない」という選択肢もあるのだ。

　佐島君の告白で動どう揺ようして、高柳君が落ち込めば心配する、迷ってばかりのわたしでは誰とも付き合う資格はないのかもしれない。前に利沙が、男子に何を求めるか考えろと言ってくれたが、求める以前に求められる資格がわたしにはなさそうだ。

「――まぁまぁ。あすみさんが悩んでしまうのはわかります。それに今回は高柳君のお姉さんが現れたのも事態がこじれた原因です。もう少し熟慮する時間をもらってもいいと思いますよ」

「仁島さんの言うとおりかもしれません。焦って答えを出す種類のことではありませんし」

　仲居ちゃんと仁島さんが考え込んでしまったわたしにそう言ってくれた。明日になればどうにかなるかもしれない。一〇日も待たせているんだ。一一日でも変わらないだろう。

『いいえ。あすみにそんな時間はないわ』

　ふいに廊ろう下かの方から鋭い言葉が掛けられた。

　リサ？

「もう時間切れ。私は高柳君に告白しに行く」

　そして、毅き然ぜんとした顔でそう言い切ったのは利沙だった。

　リサと利沙。

　二人の双そう眸ぼうからそれぞれ強い意志を感じた。

「ちょっと二人になれる？　いえ、二人で話をしましょう。付き合いなさい」

　わたしは驚くみんなの視線を背中に受けながら、手を引かれて教室から連れ出された。

　今、利沙は「告白をしに行く」と言った。きっと、煮え切らないわたしの態度に決断したのだろう。そしてリサも佐島君の気持ちを受けてわたしに返事の催さい促そくをしに来たに違いない。リサも一緒についてくる。無言のまま階段を降りる。

　美術室の前に立つと利沙はポケットから鍵を取り出して私を先に通した。床についた絵の具を踏みながら奥へ進むと、ドアを閉める音と同時に「座って」と言われた。

　窓近くの椅子に腰を下ろすと、利沙は机に座った。そしてわたしを挟むようにリサも机に座る。リサと利沙に挟はさまれた圧迫感に困り、ふと窓を見ると校庭で紅白戦をする野球部員たちの姿が見えた。部員たちは試合の結果にめげることなく練習に励はげんでいるが、そこに三塁手の姿はない。

「あそこに高柳君はいないわ。どうしてだと思う？」

　きっとわたしのせいだと言いたいのだろう。そう思っていると、利沙は「それは私のせい」と呟つぶやいた。

「どういうこと？」

「甘えてたってこと。私はあすみが好き。恋こい敵がたきなのにあすみは私と友達になってくれた。そして学校に居場所ができた。あなたの隣は居い心地ごこちがよくて私は迷ってしまったの」

「迷った？」

「そう。あなたになら高柳君を譲ゆずっていいんじゃないかって。だけど、やっぱりそれはイヤ。そんな時に佐島の告白。懺ざん悔げするわ。わたしはあすみが迷うように小こ細ざい工くを弄ろうした」

「小細工……？　どういうこと？」

「一緒に帰った時、キープしろと助言した。部室で下へ手たなシミュレーションをして佐島と付き合うことが正解なように思わせた。だけどそれがいけなかった。わたしが小細工をしたせいで、あすみは予想以上に考え込んでしまって、高柳君に風邪をひかせた。謝るわ。私が惑わせなければここまで状況は悪くならなかった」

　利沙は校庭を飛び交うボールから視線を戻すと頭を下げた。

「ちょ、ちょっと。謝るなんてそんな……」

「謝罪すべきことをしたのだから謝るわ。そして謝った上で本来のスタンスに戻らせてもらう。私はこれから高柳君に告白するつもり。傷心しているところを慰めて、かっさらう。止めても告白しに行くけど、あすみはどう思う？」

　利沙を止める資格がわたしにはない。そう思えた。迷っている自分と比べて、利沙の方が誠実な恋をしている。

「利沙なら仕方ないと思う」

「そうよね。あすみはそういう人。だからあすみが好き。それじゃあ私は高柳君に告白してもいいよね？」

「……うん」

「成功しても友達でいてくれる？」

　利沙と高柳君が抱き合っている光景が頭の中に湧わいた。そんな妄想が浮かぶと利沙の問いにとても「うん」とは言えなかった。

　返事をできないわたしに利沙が何か言いかけたが、口を噤つぐむと「恨うらまないでよ」と言い直して立ち上がった。そしてそのまま美術室から出て行った。

　利沙の休戦協定破棄。一方わたしは無条件降伏の構え。胸にどんよりとした澱よどみのようなものを感じた。

『河内さんの告白を止めないということは佐島君と付き合ってくれるのよね？』

　立ち去る利沙の背を見ながら、今度はリサがわたしに問い掛けた。

「……わからない」

『佐島君が嫌いなの？』

「彼は素敵な人だよ」

『そう思ってくれるなら、佐島君と付き合ってあげて欲しいな。あすみが高柳君のことをずっと好きなのは知っているけど、この前の試合では良いところが一つもなかったよね？』

　校庭から金属バットの快音が聞こえた。打ったのは佐島君のようだ。ボールは放物線を描きながらわたしたちがいる専門校舎まで届き、壁で跳ね返った。

　あの試合で佐島君は練習の成果を発揮して活躍した。それに引き替え高柳君にはいい所がなかった。言葉を飾っても高柳君のエラーで試合に負けたのは事実だ。

『試合が終わった後、高柳君はチームメイトに謝りもしないで家に帰ってしまった。あすみはあれから高柳君と話をした？』

　わたしは避けられている。風邪の様子を見に行ったけど、部屋に入れてもらえず、まなちゃんに具合を聞いただけだ。

『部屋まで行ったのに会ってくれなかったのね？』

「……うん」

　リサはわたしの顔を見て溜め息をついた。

『ねぇ、あすみ。もったいないよ』

「もったいない？　なにが？」

　机に腰を掛けたリサがわたしを指差す。

『あすみの気持ち。あすみは好きな人や友達のために一生懸命になる素敵な子。どんどん可愛くなってるし、あすみを気にしている男子だって多いの。それなのに高柳君は一四年も隣にいるのに放っていた。それどころか困らせてばっかりだ。そしていざライバルが現れるとこの有様。仲居ちゃんも同じことを言ってたよね？　高柳君にはあすみの好意を受ける資格はないし、あすみが心配してあげる必要もないと思う』

「ちょ、ちょっとリサ……」

『この際だから言わせてよ。あすみだってイヤにならない？　たしかに二人は相思相愛かもしれないけど、高柳君は煮え切らない感じだし、あすみはいつも彼の挙動を気にして落ち着かない。そんなんじゃ、たとえ付き合ったとしても長続きしないのは目に見えている。それに引き替え佐島君はあすみを大切にするし、優しくする。あすみを困らせたりしない。あすみだって、佐島君のことが気になってるからこれまで断らなかったんでしょ？』

　リサの瞳は佐島君と同じ真しん摯しな色をしている。わたしの親友は心の底から付き合って欲しいと訴えている。

　だけどこれまで応援してくれたリサが、高柳君を貶おとしめるようなことを言うのでなにか嫌な気持ちになった。

「佐島君がずっとわたしのことを考えているというなら、リサの存在がおかしいじゃないか。なんで利沙の姿をしているのさ」

　リサへの不満が疑問として口から出てしまった。するとリサは柔らかな髪を肩から払って立ち上がった。

『……あすみは一途な気持ちなら妄想少女は宿らない、そう言いたいのよね？』

「自分に妄想少年が憑いているけどそう思う」

『なら私の存在理由を教えてあげようか。聞いてしまえば、あすみは高柳君なんかどうでもよくなってしまうよ。それでもいい？』

　以前、リサは復活した理由を『本気で河内利沙を好きになったから』だと言っていた。しかし佐島君の告白で辻褄が合わなくなり、わたしはそれを疑問に思っていた。今、リサはどうして自分が妄想少女として宿されたのか明かすという。

『どうする？　あすみ』

「教えてよ、リサ」

　リサはわたしの手を取り、そして言った。




『私は峰倉あすみと一緒にいたいという妄想』




　……え？




　リサがわたしを抱き寄せた。

『あすみが好き。だけどあなたは別の人に恋をしている。ならば友達として一緒にいたい、私はそんな願望から宿されたの。あなたにとって良い友達でいたい、あすみの助けになりたい、あすみの大事な存在でいたい。その象徴が「リサ」という名の私。そして佐島君の気持ち。これが私の存在理由』

　わたしの友達としてリサは宿された……？

『そうよ。一度昇華した私はあすみを泣かせたくなかったから戻ってきたの。あなたが高柳君との恋を成じよう就じゆしたいと願い、佐島君も同じ気持ちだったからこれまであすみを助けてきた。私は彼の望み通りの存在だったよね？　あすみの大事な友達だったよね？　あすみは私を好きでいてくれたよね？　だから』

　わたしを抱くリサの腕に力が込められた。

『このまま、私を、消して』

　リサの肩越しにボールを拾いに来た佐島君の姿が見えた。窓の下からこちらを見上げている。
















　リサはわたしのために妄想された友達だった。




　恋よりもっと優しい気持ちから生まれた女の子。綺麗な容姿はその証し。

　リサは『友達』から『恋人』にして欲しいと願い、佐島君の願いを成就して消え去りたいと訴える。このままリサを抱きしめ返して、佐島君の気持ちに応えれば、わたしはどんな女の子よりも愛される。リサの温もりからそう確信できる。

　だけど。

　幸せな気持ちの中に高柳君の顔がちらついた。

　ずっと完璧だと思っていた高柳君。そんな彼がわたしのために無茶をして寝込んでいる。そう思うとベッドで苦しむ高柳君の顔や、子供の頃の高柳君、いつも助けてくれた高柳君の顔が次々と浮かんだ。そしてリサの背中にまわしかけた手が止まってしまった。

　また迷ってる。

　これじゃいけない。リサの気持ちに応える資格はない。

『……あすみ？』

　リサが好き。好き。好き。好き。本当に大好き。

　佐島君も好き。だけど、だけど、だけど……！

　わたしは佐島君の視線とリサの抱ほう擁ようから逃れて美術室から飛び出した。

　佐島君とリサの気持ちが怖い。

　二人の気持ちは優しすぎる。正直「こんなわたしでよければ」と言って佐島君の胸に飛び込みたかった。リサを抱き返したかった。

　だけど高柳君はわたしのために無理をして寝込んでいる。そのことを思い出してしまうと、佐島君の純粋な気持ちを穢したようでわたしは逃げ出すしかなかった。

　あらためて思う。わたしは高柳君、佐島君という素敵な男子二人に恋をされてしまった。どちらの気持ちも嬉しい。たぶん、今後の人生でこんなことは二度とないはずだ。二人の好意はわたしには分不相応なもので、その気持ちだけでも幸せになれるくらいだ。しかし選択しないといけない。

　だけどそうすることで必ず一人が不幸になってしまう。仕方ないと割り切れない。だから選べない。なぜなら二人とも好きになってしまったから。

　わたしは佐島君にも恋していることを自覚してしまった。『リサ』の告白が決定的だった。

　これまでは高柳君だけが好きだった。それはもう狂信的なまでに愛していて、一四年間高柳君が好きなことを自慢にしていたし、それをアイデンティティと位置づけてさえいた。

　高柳君の彼女になれたらなぁ、といつも思っていたし、好きになってもらえるよう努力してきた。だからリサを目標にしてがんばってきた。しかしリサはわたしのために宿されていた。佐島君がわたしのために。

　どうすればいい。どうすればいい。どうすればいい。

　二人の恋に挟まれ、親友の思いに触れて、わたしは光も飲み込むブラックホールの渚に立っているような恐怖を抱いている。

　怖くて誰かのせいにしたい。




　……高柳君が悪いんだ。好いてくれていたなら優しくしてくれればよかったんだ。そうしたらずっと前に好きだって言えた。




　……佐島君だって悪い。好きなら好きだってはっきり言ってくれればよかったんだ。そうしたら今みたいな関係じゃなかった。こんなに悩むこともなかった。




　……利沙も悪い。わたしは利沙が大好きだから悩んでいたのに。




　……リサだって悪い。親友だって思っていたのに、ずっと噓をついていた。佐島君の気持ちを教えてくれれば驚くことはなかったし、こんなに戸惑うこともなかった。




　人のせいにしてる。

　彼らの行動はみんな自分自身とわたしのためにしてくれたことだ。彼らがわたしに何か悪いことをしたのではない。悪いのはわたしだ。わたしが一番悪い。




　――高柳君の気持ちにずっと気がつかなかった。強がりな彼の気持ちを理解してなかった。




　――佐島君の気持ちに気がつきもしなかった。親切な人だから助けてくれているだけだと思っていた。




　――リサのことを全然わかっていなかった。真意に気づいてあげられなかった。親友だったらわかってあげられるはずなのに。




　――利沙のことをわかってあげられなかった。恋に真剣な利沙を優柔不断な態度で裏切った。




　どうしていいかわからない。

　好きな人たちに好意と悪意の両方を抱き、誰が好きなのかわからなくなっている。そして考える気力さえ失いかけている。

　神様。

　助けてよ。

　世の中にいっぱい溢あふれている恋愛かもしれないけど、わたしにとっては切実で難しい問題なんだ。

　仏様。

　教えてよ。

　わたしはどうすれば幸せな道を歩めるの？　誰と一緒に歩けば幸せになれるの？

　神や仏に頼ってはお終いかもしれない。

　ふと沢田と川上が言っていたことを思い出した。




「覚悟がないなら付き合うな」




　何もかもリセットして高柳君と佐島君にごめんなさいと言ってしまおうか。

　君たちみたいな素晴らしい人と付き合う資格はないと謝ろうか。そうすれば利沙の告白が成功しても祝福できる気がする。そしていつかわたしのスキルが上がったら、その時こそ誰かと付き合えばいいんじゃないのか？　この結論ならリサも納得してこれまで通り接してくれるかも。

　そうだ。それがいい。

　恋を休眠させよう。

　これが最良の結論だ。

「その結論のどこに幸せがあるというのだよ？　あすみ君」

　突如、木立の間から現れた女に考えを否定された。

　その女の瞳は青く光っている。

「……京子さん？」

「まったく君は無責任すぎるよ。失望した」

　小こ坂さか京子だ。

　わたしは妄想コンタクトの先輩に足を止められた。彼女の手には見覚えのあるバットが握られていた。

「ほう……さすが幼なじみだな。察しの通り弟のバットだよ。弟には不要な物だから見舞いついでに奪ってきた」

「お見舞いに？　高柳君と会ったんですか？」

「驚くほどのことじゃないだろ。一いつ旦たん、姉だと名乗ったんだ。姉らしく三日も引ひき籠こもっている弟を叱しかってきたよ。意地悪く言うと君の代わりにな」

「引き籠もってる？　風邪で寝込んでるんじゃ……」

「健康優良な中学生男子が発熱くらいで三日も寝込むかよ。一日で回復。それからは峰倉あすみを親友に奪われたと妄想していじけてた。ちなみに四〇度の熱ってのは噓だ。姉としてまなみに噓をつかせる弟が気持ち悪いんで叩きのめしてきた」

「……叩きのめしたって、そのバットで？」

　金属バットに目を落とすと、京子さんがはにかんだ。

「まさか。私は暴力反対の頭脳派だよ。だから尚なお人との野球道具を奪って精神的に追い詰めてきた。その証拠に血糊はついてない。確認してみたまえ」

　無造作にバットが投げられ、手の平に金属独特の衝撃とグリップに巻かれた革の感触が伝わった。当たり前だけど血はついてない。だけど、なぜバットを……？　これは高柳君が大事にしているバットだ。

「ああ。野球をやめたいと言っていたから、踏ん切りをつけさせるために貰もらってきたんだ」

「野球をやめるって……そんな！」

「悪い判断じゃないと思うよ。私立校に進学するなら部活実績なんて問題にならないし、部活に使う時間を勉強に充てた方が後々楽ができる。この愚おろかな国は上に行くほど学歴が重視されるからね」

「高柳君がそんなことを？」

「もしそうなら、そのバットに血けつ痕こんがついていただろう。しかし尚人が無責任なことを言ったのは君が原因だ。あいつは峰倉あすみのために始めた野球を投げだそうとしている。君はそのことについてどう思う？」

「……格好悪い」

「そうさな。だから叱ってきた。すると君も同じようなことをしようとしているから声を掛けたんだ」

「同じこと？」

「君が出した投げやりな結論のことだよ。付き合う資格がないからどちらとも交際しない。もっともらしい理由だが、それは二人の好意を投げだしているだけだ。逆の立場で考えてみろよ。尚人か佐島氏に『君の好意を受ける資格がない』なんて言われたら、蹴り飛ばしたくなるだろ？　好きになった当人には関係ないことだし、無責任すぎる」

「……」

「それなら『エラーしてだせぇ』と言ってやったり、『いい人ぶるな、臆おく病びよう者もの』とか罵る方が良心的だ。求愛を自己都合で断るのは否定しないが、せめて失恋させてやれ。それが恋愛を求めた責任だ。ちがうか？」

　……ちがわない。ちがわないけど、上手く断るなんてできない。もうわからない。

　どうすればいいか教えてもらいたい。だけど京子さんは教えてくれない気がする。ならば誰かに助けを……裕ゆう香かさん。いや、弟が絡んでいるので相談できない。やはり虚こ無む僧そうしかいないか。あのお坊さんなら真理をついた助言をくれるかもしれない。

　すると京子さんは苦笑いをした。

「まったく、ここにきて虚無僧に頼るか。あの坊ぼう主ずが手を焼くのもわかるよ。というより、こんな厄やつ介かいな娘を押しつけてイスタンブールに行くなんて恐れ入る」

「イスタンブール？　どういうことですか？」

「今頃、シルクロードを歩いてるだろう。どうやら君のように悩み苦しむトルコ娘を救いに行ったらしい。マグドナルドでお別れしたんだろ？　ご丁てい寧ねいに入試のアドバイス付きのお別れ。気がつかなかったのか？」

　そんな……。たしかに受験の話をするのは早いと思ったけど、あれがサヨナラって意味だったなんて。もう虚無僧と会えないってことか？　災いとか、危機が迫った時とかどうすればいいんだ。

「まぁ気にするな。元々、あいつは正体不明で神しん出しゆつ鬼き没ぼつの坊主だ。これまでちょくちょく現れていた方がおかしいんだよ。だが、あの坊主が一度関わった女子中学生を無責任に投げ出すことはありえない。あすみ君がこの状況をどうにかできると思ったから姿を消したんだ。すなわち、すでに答えは君の中に出ている」

「……出てませんよ」

　すると京子さんは穏やかに言った。

「なぁ、ちょっと散歩に付き合えよ」

「散歩？」

「ああ。少し付き合え」

　不意に京子さんは立ち上がると、返事を待たずに歩き出してしまった。今走ってきたばかりの通学路を戻り、交差点を曲がって都道に入る。

「どこへ行くんです？」

「散歩なんだから適当だよ」

　千せん川かわの橋を渡った。行き先は適当だと言ったが、都道を逸それて左に曲がったことで妙みよう蓮れん寺じを目指しているのがわかった。寺に着くと掲示板に「しばらく不在にします」と筆で書かれた半紙が貼られてあるのに気がついた。張り紙を横目に見ながら京子さんが言う。

「なぁ、あすみ君。君は虚無僧がどうしてコンタクトレンズをくれたと考えてる？」

　ずっと疑問に思っていることだ。悩める若者に手を差し伸べるのがお坊さんの宿命だと思えば納得はできるが、なぜ「わたし」なのか問われるとわからない。わたしより苦しんでいる人はたくさんいる。

「実はよくわかりません。なんとなくわたしが人より劣おとっているから、それを補うためにコンタクトをくれたと思ってますけど……京子さんは知ってるんですか？」

「そうだな。仮説は立てている。前に話をした時、私がマザコン、ブラコン、シスコンの三重苦だと告白したのを覚えてるか？」

「聞きました。だけどお母さんや弟妹に興味を持つのは普通のことだと思います」

「私の数少ない友人たちもそう言ってくれるよ。だが、現実はひどいものだ。このコンタクトを着ける度に自分がコンプレックスの塊かたまりだと自覚する」

「どういうことですか？」

「君は私が着けているカラーコンタクトを羨ましがったが、このコンタクトを着けて鏡を見ると何が見えるか想像できるか？」

　鏡？　自分の顔が見えるはずだけど……。

「私の眼には妄想少女と妄想少年の両方が映る。つまりコンタクトをつけると自分の妄想と向かい合わなくてはいけないんだ」

「京子さんにも妄想少年が宿っているんですか？」

「そうだ。しかし普通の妄想少年とは違って姿を変化させるからタチが悪い。元々は私の理想を具現化させた母さんが宿っていたんだが、弟や妹を知ってからは《妄想少年ナオト》や《妄想少女マナミ》として姿を変えるようになった。瞬まばたきすると突然顔が変わったりするのでホラーだよ」

「ちょ、ちょっと待って下さい。姿を変えるってどういうことですか？」

　今までそんな妄想少女は見たことがない。リサはずっとリサだし、ミウやユイヒメだって服装は替わるけど顔が変わったりすることはない。

「私は自分に問題があると分析している。おそらく母や弟妹に理想的な家族像を求めているために姿を変えるんだ。まぁ、姿が変わるだけなら問題はない。問題なのは妄想少年が私の抱く理想だけでなく不安まで取り込むようになったことだな」

「不安を取り込む？」

「そうだ。私はこっちの家族に期待だけでなく不安も抱いているんだ。自分を受け入れてくれるだろうか、姉だと認めてくれるだろうか……ってね。実のところ今だって怖くて仕方がない。さっき虚勢を張って尚人の見舞いをしたが、かなりキツイことを言ってしまったのでもう会ってくれないんじゃないか不安に思っているんだ。そういった不安を何年も吸い込み続けて私の妄想は病やみきっている。君は病んだ妄想少女と関わったことがあるだろう？　サチコと言ったな。あんな感じに病んで窶やつれて、時には私を責めて苦しめる始末さ」

　妄想少女サチコ。

　サチコは沢田の苦悩をリストカットという形で表した。見ているだけでも辛かったけど、もしあんな姿になった自分の理想と向き合うことになったらと思うと恐ろしい。しかも京子さんの場合は理想の家族として宿した母や弟妹がモデルだ。淡々と話しているが、京子さんがどんな姿の妄想と向き合っているのか想像もできず怖くなった。

「そうだな。たしかに怖いし恐ろしいよ。私は男子や女子に宿る妄想が大好きだが、自分の妄想と向かい合うのは苦痛であり拷ごう問もんだ。しかもこいつは陰いん険けんで意地が悪い。そんな奴と四年も付き合っていればうんざりさ。だから私は妄想たちと関わりながらこいつを消そうと頑張っている。幸いにして母、妹の仮面を持つ妄想少女は消すことができた。残るは弟だけだ」

　京子さんは青い瞳で木立を見た。わたしには見えないが、そこに妄想少年がいるのだろう。気き遣づかわしげな眼を向けている。

「京子さんは病んでいる妄想少年を救いたくて、高柳君との関係を良くしたいんですね。そうすれば妄想少年が消えるから」

「そのとおり。弟から『お姉さん』と呼ばれれば妄想少年を消してやれるだろう。逆に妄想少年の消失が叶えば、弟との姉弟関係をスタートできる。そして私の妄想少年は今もそうなることを望んでいる。このコンタクトのおかげで背中を押されている感じはあるね」

「もしかして虚無僧はそれを狙ねらって京子さんにコンタクトを？」

「私はそう思っている。おそらく虚無僧はコンタクトを通して妄想少年という名の不安と対話させているんだ。私が早く弟と仲むつまじく暮らせるようにね。もっともあの坊主は繋がりや人の輪を重んじるので目的はそれだけじゃないだろう」

「すると他に目的が？」

「っと、足下に気をつけたまえ」

　庭石の上を歩き、わたしたちは寺の裏門を潜くぐった。墓地が目の前に広がる。京子さんは「目的」について答えてくれず、入り口にある水場で桶に水を汲くむと柄ひ杓しやくを持って中に進んだ。

「ごらんよ。先客があったようだ」

　墓には新しい仏花と線香が供そなえられていた。

「誰が供えたのでしょう？」

「きっと弟だよ」

「高柳君が？」

「この前の家族会議で高柳氏が情報公開したんだ。ところでこの墓の墓名がどうして『近おう江み』になっているか知ってる？」

　言われてみるとわからない。個人墓だとしても高柳姓にするだろうに旧姓で刻まれているのだ。

「これは私に対する配慮なんだよ。高柳氏曰いわく、母さんは亡くなる直前まで私を育てられなかったことを悔くやんでいたんだってさ。その証拠がこれ。旧姓での墓名表記。私がこうして墓参りに来た時、高柳姓だったら複雑な気持ちになるだろうって配慮した結果だそうだ」

「だから『近江加か古こ』なんですか……」

「私のために個人墓にしたという。正確には秋田にある高柳家の墓と分骨されているんだが、それを許した高柳恭きよう介すけや彼の親族にも感謝している。そのおかげで『捨てられた』と思っていた当時の私は救われたんだよ。同時に漠然と抱いていた母さんへの憧しよう憬けいを妄想と重ね合わせることができて、《妄想のお母さん》を消すことができた」

　京子さんは近江加古の墓に柄杓で静かに水をかけると、わたしに向き直った。

「そういうわけで、早く《妄想少年ナオト》も消してやりたい。そしてその方法は君の活躍に掛かっているんだ。私が思い描く理想の弟は、強くてしっかりした優等生だ。理想そのままの弟を望んでいるわけじゃないが、少なくとも部屋で落ち込んでいる尚人は私の弟ではない。しかし私では弟を立ち直らせ、『お姉さん』と呼ばせることは不可能だろう。少なくとも君と尚人の恋が決着するまで私にできることはない。そこであらためて君にお願いしたい」

　わたしを見つめる京子さん。何を言いたいのかはわかっている。

　気持ちをはっきりさせろということだ。

「でも、どうしていいのか……」

「悩む気持ちはわかる。もし私が君の立場でも悩むだろう。佐島氏とリサの想いは女子中学生にとって綺麗すぎる。それに尚人がここまでグデグデになったのも裏返せば君を深く愛しているからだ。だから助言をさせてもらう」

「助言……？」

「そうだ。ヒントとでも言おうか。前言の通り、私は君がどちらを深く想っているか知っている」

「わたしに取り憑つく妄想少年のモチーフを教えてくれるということですか？」

「教えないと言っただろ。だからヒントに留める。君はこれまでコンタクトレンズを使って様々な男子の妄想少女を見てきたな？　リサ、サチコ、カナ、ミウ、ユイヒメ、それにキョウコ。他にも数多くの妄想少女を見たはずだ」

「はい」

「そして、彼女たちが想いを遂げて消える姿も見た。また、宿主の精神状態によって妄想少女が窶れたり、爆弾やカッターなどの象徴的なアイテムを持たされる性質も知っている」

　京子さんは柄杓を桶おけに沈しずめ、腕を組んだ。

「君はその症しよう状じように気がついて、『災厄』を乗り越えてきた。するとコンタクトレンズが見せる妄想は事件のヒントだとも言える。かくいう私もそのヒントを使って、母さんの墓を探し当てた。ならば今回もコンタクトが視せるヒントを使ってどうにかできるんじゃないだろうか？」

　リサとキョウコから何か見出せというのか。しかし二人とも爆ばく弾だんを抱えたり、痩やせ衰おとろえたりしていない。以前と変わった所などないのだ。ヒントというより謎なぞを与えられたように感じたが、京子さんは桶を持ち上げると帰かえり支じ度たくを始めてしまった。

「京子さん……？」

「これ以上、私に期待しないでくれ。これで私のできることはお終しまいなんだ。というより、虚無僧が私にコンタクトを与え続けた目的は君と引き合わせるためだったのだとも思っている。私は君に頼り、君は私から助言を得る。うまくすれば二つの問題は一挙に解決するだろう」

「そんな風に言われても困ります。もし京子さんが望むようなことにならなかったらどうするんですか。高柳君が落ち込んだまま元に戻らなかったら妄想少年も消えないんでしょ？」

「そうなったら君を一生恨んで過ごすよ」

　そう言って京子さんはお母さんのお墓から離れると歩き出してしまった。だが、一度振り返ると「早く行動した方がいい」と念を押された。

　よくわからないアドバイスを一方的にされて急せかされる。どうしていいのかわからずお墓の前で途方に暮れた。

　高柳君と佐島君の二人が好きで、二人ともわたしを好いてくれている。気持ちを決めきれない自分に苛立つ。だけど心のどこかで彼らが勝手気ままに振る舞い、わたしを苦しめているような気になった。クラスのみんなもそうだ。わたしのために話し合ってくれたけど、余計に混乱させられた。京子さんが言ったことも、見方を変えれば家族問題を解決するためにわたしを利用しているようにも感じる。

　そこでハッと後ろにあるお墓の存在を思い出した。

「……なんて嫌なことを考えてるんだよ、わたしは」

　自分が汚い心でみんなを見ていたことに気持ち悪くなった。そして故人に今の汚い八つ当たりめいた思考を聞かれていたらどうしようかと不安に襲われた。

　わたしはとにかく霊園を出ることにした。辺りはすっかり暗くなっていた。




　　　　　＊＊＊




　これからどうすればいいのだろうか。

　家に戻る気になれず、わたしの足は意味もなく駅前に向いた。本屋で興味もない雑誌を開き、文房具屋では無意味にボールペンの試し書きをする。そんな不毛な現実逃避をしつつ、それでも何かしようという気になって佐島君の家まで行ってみることにした。もしかしたらリサが出てきて相談にのってくれるかもしれない。だけど家の前で高校から帰ってきたらしい裕香さんを見ただけで、わたしは佐島君の家に背を向けてしまった。

　……明日にしよう。

　学校でリサともう一度話して気持ちを決めればいい。

　そういうことにして家へ戻ることにした。

　だけど家に帰るのも気が重かった。高柳君は部屋で落ち込んでいるという。心配だけど慰めに行けば佐島君の気持ちを裏切ることになってしまう。家が高柳家の隣だということに溜め息をつく日が来るとは思わなかった。

　またも駅前に出てしまい、家の前に着いたのは七時近かった。

　すぐ家の中に入ってしまおう。今はまなちゃんとも顔を合わせたくない。しかし、いつものくせで高柳君の部屋を見上げてしまった。

　人影が見えた。

　カーテンが開いており、漏れた灯りで部屋の中が浮かび上がって見える。人影は二つあった。

「……そんな」

　あれは利沙。それに高柳君。

　部屋の中で抱き合う高柳君と利沙の姿があったのだ。

　とても現実とは思えない光景に身体が凍こおり付ついた。
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　死んでしまえ、わたし。

　高たか柳やなぎ君の部屋と面している自室に逃げ込めず、気がついたら公園のベンチに座っていた。

　利り沙さはたしかに告白すると言っていた。だけどそれはすぐに行われるものではなく、近い将来だと勝手に想像していた。不都合な情報は良い方向に解かい釈しやくする。その典型がわたしの思考だった。

　そしてわたしはこの公園に逃げ込んだことを後悔していた。九丁目公園は子供の頃から高柳君と遊んでいる公園で、気を抜くと高柳君と駆け回っていたことを思い出してしまうのだ。

「後こう悔かいなんてしてるよ……」

　利沙は高柳君に受け入れられたのだ。そして、わたしは二人が抱き合っていたことに衝撃を受けたのではなく、この事態を避けられたにもかかわらず、結果的に傍ぼう観かんしてしまったことにただ情けなさを感じている。もし利沙を恨うらめたらどんなによかっただろう。利沙は恋に誠実でわたしにも義理を通してくれた。とても恨むなんてことはできず、後悔は自分にだけ向かい、そして気がついた。

　高柳尚なお人とが一番好きだったんだ。

　そうでなければ、こんなに苦しいはずはない。

　佐さ島じま君は優しく、リサも大好き。だけど本当に佐島君が好きであれば、高柳君と利沙が抱き合っていても何も感じなかったはずだ。

　馬ば鹿かだよ、わたしは、本当に馬鹿だ。

　ふとブランコを見ると高柳君と二人乗りしたことを思い出した。一四年の月日が全部無む駄だだったような気になって、わたしはベンチの上で耳を塞ふさいで蹲うずくまった。




　――失ってようやくわかったってわけか。




　どこからともなく男の子の声が聞こえた。

　この声はわたしに宿っている妄もう想そう少しよう年ねんだ。前もここで囁ささやきかけられたことがある。きっと無ぶ様ざまなわたしを嗤うつもりだ。




　――これで高柳を好きだった一四年間は無駄になったな。惜しいところまでこぎ着けたのに佐島の告白で惑わされた。こんな気持ちにさせた佐島を恨むか？




　恨めるわけない。




　――もしや佐島に感謝してるんじゃないのか？　いつも顔色を窺うかがっていた幼なじみから解放してくれた。頼りにならない強がり男と関わらなくてすむ。佐島のところに行ってみろよ。優しく慰なぐさめてくれるぞ。




　行けるはずない。




　――どうしてだ？　そのためにキープしてたんだろ。佐島は自分のためなら返事をいつまでも待ってくれる。この時のためにとっておいたんじゃなのか？




　ちがう！

　わたしはそんな人間じゃない。




　――心の片かた隅すみでそう思ってただろ？　佐島は高柳と上う手まくいかなかった時の保険。佐島は優しいから汚い気持ちに気づいても待っていてくれる。今こそ佐島を使う時だ。




　ちがう。ちがう。ちがう！




　――じゃあどうする。利沙と高柳が付き合う姿を見ながらこれから一人で耐えるのか？　利沙がのろけたら、それを笑って聞くことができるのか？




　できない！

　誰だれか助けてよ。




「峰みね倉くらさん！」

『あすみ！』

　誰かがわたしの名前を呼んだ。

　顔を上げると佐島君とリサが気き遣づかわしげな瞳をわたしに向けていた。

　どうして二人がここに？

　驚いて声が出ないわたしを見て、佐島君は溜ため息いきを漏らすと隣に腰を下ろした。リサも座り、そのまま二人は何も言わず薄暗い園内に眼を向けた。電灯に照らされた桜の青葉が青白く光っている。

「星が綺き麗れいだね」

　ぽつりと佐島君は呟いた。

　佐島君が見ていたのは桜ではなく夜空だった。たぶんこの人は利沙が告白したことをどこかで知ったんだ。そして、わたしの気持ちを察してここに来てくれた。

　なんで、佐島君もリサもこんなに優しいんだ。

　二人の優しさにさっき妄想少年に言われた言葉が甦よみがえった。あいつに言われたことはさほど間違っていない。わたしは佐島君とリサという存在に甘えているのだ。今だってそう。抱き合っていた利沙と高柳君のことで頭がいっぱいだったのに、佐島君がここに来てくれて安心している。

　最低な女だ。わたしは。

『そんなことないよ。あすみは甘えていいんだ。佐島君はそういう弱いところも含めて好きなの。迷っていたことも気にしないし、あすみがキープしてたなんて微み塵じんも思ってない。自じ己こ嫌けん悪おする必要なんてないよ』

　リサは求めるような視線でわたしを見ている。だけど、高柳君のことが本当に好きだったとわかった今、リサに応えるわけにはいかない。もし佐島君にこれ以上甘えてしまったら、わたしは自分のことが大嫌いになる。

　そしてわたしはこのまま慰められちゃいけない。佐島君が一番じゃないのに付き合っちゃいけない。

『でもあすみ。高柳君は河内こうちさんと付き合うんだよ？』

　ゾクリと現実が身を震わせる。

　だけどそれはもう仕方ない。自分で気持ちの整理をつけるしかないことだ。

『あすみ。一緒にいてよ。一緒にいさせてよ』

　ごめん、リサ。

『なんでもするよ。あすみのためならなんでもする。だから一緒にいて。佐島君と付き合って。私の想いを遂とげさせて』

　本当にごめん、リサ。

　佐島君のことをありがたく思っているから付き合えない。優しすぎるから付き合えない。

　リサの頰ほおに涙が伝った。

「やっぱり峰倉さんは高柳のことが好きなんだね」

　佐島君がそう言った。

「ごめんなさい。わたしは高柳君が好きだ。これがこの前の返事。遅くなってごめん。ごめんなさい」

「高柳は河内さんに告白をされた。それでも僕とは付き合ってくれない？」

「ごめん」

「どうやら峰倉さんの気持ちは固まったようだ」

　佐島君はいつもの朗ほがらかな笑顔をわたしに向けた。そして携けい帯たいを取り出すとどこかに電話をかけた。それを見ながらリサが涙を流したまま微笑ほほえみ『おめでとう』と掠かすれた声で言った。リサがどうして祝福してくれるのかわからない。そして、佐島君が携帯に「来て」と呟くと、公園に何者かが現れた。それが何者かわかってわたしは混乱した。

　利沙だ。

　高柳君と抱き合っていた利沙がこちらに歩いてくる。

　どういうことだ？　佐島君はどうして利沙を呼び出したんだ？　利沙は今わたしが一番会いたくない女だ。恨んでいないけど今だけは会いたくない。だけど利沙は綺麗な顔に笑みを浮かべながらわたしの前に立った。

「まったく、土ど壇たん場ばまで追い込まれないと決心できないんじゃ、この先苦労するわよ」

　何を言われているのかわからない。意図を計りかねて佐島君を見たが、彼は笑みを浮かべるだけで答えてくれなかった。すると利沙が信じられないことを言った。

「大好きな人が友達に抱かれているのを観た感想は？」

　わたしを貶おとしめるつもりか。

「答えられるはずないでしょ」

「残念ね。今後のために聞かせて欲しかったんだけど」

「今後？　これから何度でも抱いてもらえるのに何を言ってるんだ！」

　つい、そう叫さけんでしまうと利沙は笑った。

「あすみ。あなたは好きな相手を信じることができないの？」

「え？」

「ったく、付き合ってられないわ。高柳君、そろそろ出てきて下さい」

　利沙が後ろを振り返ってそう言うと、公園の入り口に高柳君の姿が見えた。

「なんで高柳君が!?」

「高柳君もあなたと同じで土壇場まで追い詰められないと動かない人ってことよ」

「さっき抱き合ってたじゃないか！　わたしは見たよ！」

「そりゃ見せるために抱いてもらったんだから当たり前でしょ。もういいかげんに気づきなさい。私の友達なら」

　何を言ってるのかわからない。

『……あすみ。河内さんが優しい人だって知ってるんでしょ？　あすみが悩んでいて、高柳君が落ち込んでいる時に心の隙すき間まに入り込むようなことをすると思う？　佐島君もそう。ずっとあすみのことを見てきたんだから、あなたの真意はずっとわかっていたの。だから一芝居打ったわけ。あすみが本当の気持ちに気がつくように』

　リサがわたしに教えてくれた。利沙はわたしを追い込むためにわざと高柳君と抱き合っているところを見せ、佐島君はわたしの気持ちが固まったか確認したのか……。

　いや、ちがう。

　リサは泣いてる。利沙も泣いてる。

　みんな噓うそをついてる。

　佐島君も利沙もそれぞれ好きな人の気持ちを確認しただけだ。そして互いに相手の一番になれなかったのがわかって、わたしと高柳君を結びつけようとしている。その手伝いをしてくれているんだ。

『気づいてくれただけで救われたわ。佐島君にとっての一番はずっとあすみ。それを忘れてくれなければいいの』

　リサ。

　わたしの最高の友達。リサを宿した佐島君もまた最高の友達。

　そして、やっと京きよう子こさんが言っていたヒントの意味がわかった。友達として宿されたリサ。佐島君の想いは深かったけど、彼は友達が限界ラインの優しすぎる人だったんだ。そしてリサと付き合ってきた日々の中にもヒントがあった。わたしはリサにずっと甘えていた。きっと佐島君と付き合えば、同じように甘えてしまい、いずれぬるま湯のような恋愛をしていただろう。

　わたしが必要としていたのは高柳君みたいな自分を困らせる存在。そして追いつけそうで追いつけない彼の背中だったんだ。

　男に何を求めるかという利沙の問いかけにも答えが出た。

　それに何のことはない。

　高柳君の妄想少女キョウコは母への憧あこがれから宿されたのだ。京子さんが現れたから混乱したものの、元々脅きよう威いを抱く存在でもなく、高柳君の気持ちはずっとわたしにあった。

　もっと高柳君をよく見てれば、簡単にわかったのだ。

『ようやく気づいたわね。あすみ』

「うん。気づいてしまったよ。リサが友達だと告白した時にわかるべきだった」

『だけど忘れないでね。「リサ」を宿した佐島君の気持ちを』

「忘れるはずないだろ。彼は大事な友達なんだから」

　リサは微笑みながらわたしの肩を押した。

『ほら、高柳君のところに行って。佐島君と利沙さんの気持ちを無駄にしないで』

　だけどリサの声は震えていて、わたしはその声と流れ続ける涙から隠しきれない心の内を知った。

　いい人すぎるんだ。佐島君もリサも。うじうじ悩んでいたわたしを平手打ちするくらいでいて欲しかった。もしそうだったら……

　いや、それは考える必要ないことだ。考えてはいけない。

「ほら、峰倉さん」

「行きなさい、あすみ」

　佐島君と利沙がわたしの背中を同時に押す。わたしは二人に押されてつんのめりながら高柳君のところへ走った。

「高柳君」

　ずっと、ずっと好きな高柳君。迷わされて、苦しまされて、疑いもした。だけどそのおかげで本当に高柳君が好きなのだとわかった。リサたちみんなからそれを教えてもらった。恋なんて当事者二人でするものだと思っていたけど違ったのだ。

　病やめる時も、健すこやかなる時も。

　わたしは彼と真正面に向き合った。




「高柳君……あのね！」




　高柳尚人一四歳。

　わたしと同じ日に生まれた男の子。家が隣でずっと兄妹みたいな関係だった。わたしはヒナ鳥が初めて見るものの後を追いかけていくように、ずっと高柳君の後ろを歩いていた。

　だけど高柳君は後ろを追いかけるわたしにプレッシャーを感じていて、そのために頑張ってて、強がっていた。そして、わたしはお母さんがいないことにコンプレックスを抱いていたのに気づかなかった。それを妄想少女が見えるコンタクトレンズによって知った。利沙や京子さんからも教えてもらった。みんなのおかげで一番好きだとわかった。




「わたしは高柳君のことが……」
















　その瞬間、高柳君に抱きしめられた。彼の身体からだはとても大きく、温かかった。そして高柳君はわたしの耳元でずっとわたしが求めていた言葉を聞かせてくれた。




「あすみ、好きだ」と。




　ようやく高柳君の全部を知ることができた。




　――男に好きだと言われて、返事を返さないのか？




　わたしに取とり憑つく妄想少年。こいつはいつも真実を言っている。『返事を返さないのか？』まったくその通りだ。




「わたしもあなたのことが大好きです」




　その途端、中学に入学してからずっと頭の中をモヤモヤさせていた何かが吹き払われた気がした。

　もしかしたら今この瞬間、妄想少年がどこか遠くへ飛んでいったのかもしれない。それとも思春期の心が別の何かに置き換わった感覚なのかもしれない。ただとても清すが々すがしく、わたしは好きな人を迎える準備が整ったと、そんな気がした。

「おーい。峰倉ぁ。告白成功かぁ？」

「あすみさん。おめでとうございます」

　沢さわ田だと仁に島しまさん？

「あすみさん！　やりましたね！」

「重い腰をあげたようだな」

　仲なか居いちゃんと川かわ上かみ？

『やったね、あすみ！　あんたならいつかやってくれると思ってた！』

『祝福させていただきますわ』

　ミウとユイヒメ？　それに宮みや里さと学級委員とゴリもいる。

「「あすみちゃーん。夢がかなったねぇ」」

　鶴つるちゃんと亀かめちゃん。

「ガチで感動しました。俺らも彼女作りまッス！」

「タカヤナギのくせにナマイキ。でも、めでたい」

　野球部に由ゆ衣いちゃん。

　なんでみんながここに？　こちらに向かって走ってくる。

「私が呼んだに決まってるだろ。せっかく目め出で度たいことが起きたんだ。幸せは皆で分かち合わないとな」

　いつからそこにいたのか、京子さんが滑すべり台だいから降りてきた。

「尚人、君は良い友達に恵めぐまれているね。利沙君に佐島氏、学校の友人たち。皆がいなければあすみくんをゲットできなかった。きちんとお礼を言いなさい」

　京子さんがこれ以上なくお姉さんらしい口調でそう言うと、高柳君はわたしに回していた手を緩ゆるめて皆に頭を下げた。そして滑り台の前に立つ京子さんと向かい合った。

「京子さん……いや、姉さんにも感謝するよ。さっき部屋でハッパ掛けられた時、実は嬉しかった。京子さんを産んでくれた母さんにも『ありがとう』って言いたい」

　高柳君が「姉さん」と呼んだ瞬間、京子さんの瞳から何か零こぼれたのがわたしには見えた。

「よ、よせやい。彼女ができたからって調子に乗らないで欲しいものだな。おかげでコンタクトが落ちてしまったよ」

　照れ隠しなのかふざけて言う京子さんの瞳は綺麗なブラックに変わっていた。わたしの瞳では見えないけど京子さんに宿っていた《弟の妄想少年》が消えたような気がする。京子さんと眼が合うとわたしの考えを肯定するように綺麗な歯をニカッと見せると声を張り上げた。

「ったく、本当に気分がいい夜だよ。そこで尚人の初カノ誕生祝いにプレゼントだ！」

　京子さんがポケットから取り出したのはチケットの束だった。それを扇おうぎ状じように広げてわたしたちにかざす。

「それはユニコーンホテルのチケット!?」

「ああ、その通りだ。いつぞや君らが泊まりに行こうとしたホテルのカップルチケットだ。なぜ高級ホテルのチケットを持っているかと問われれば、実家が宿泊業を生なり業わいにしているのだ。そういうわけで弟の恋の成じよう就じゆを祝ってカップルをもれなく招待しよう。仲居加か奈な、川上昌まさ治はる、まずは両名こちらへ！」

　仲居ちゃんたちが呼ばれると京子さんは二人の頭を鷲わしづかみにして無理矢理チューさせた。そして二人にチケットを握らせる。

「カップルの認定条件は頰への口づけ。仲居氏と川上氏みたくディープにやる必要はない。ほっぺたで十分だ。さぁスタート！」

　京子さんが宣せん言げんすると、公園のあちこちでカップルが生まれた。というより予想外の騒ぎが起きた。

　まず鶴ちゃんと亀ちゃんがゴリの両の頰にキスをして皆を驚かせた。あんたらゴリが好きだったの!?　続いて沢田が仁島さんにキスを試みるも盛大に殴なぐられ、野球部員たちはマネージャー由衣を巡って場外乱闘を起こす。利沙と佐島君は？　京子さんにチュパチュパされていた。３Ｐである。

　たぶん京子姉さんがチケットを取り出したのは、二人への感謝を込めた心付けなんだろう。いつか必ずわたしも二人の気持ちに報いる贈り物をしたい。わたし自身よりもわたしの気持ちを理解してくれ、好意を真心に変えた利沙と佐島君。恋を失恋じゃなく、より綺麗に昇華させた二人に今は感謝しかできない。

「ほら、新婚さんもしとけよ。時価八万円のデラックスツインがキス一つで手に入るんだ。お得だぞ」

「ね、姉さん。そういうのは段階を追ってすべきことだ！」

「弟よ。恋愛は先手必勝だ。きっかけを逃すと深みにはまる。今回のことで少しは学べ。モタモタしてると佐島氏に掠われるぞ」

　京子さんにそう言われながらも高柳君は顔を真まっ赤かにして固まった。本当に高柳君はこういうことに奥手なんだ。やっぱり完璧優等生なんかじゃない。ただのモジモジ君だったんだ。しかし高柳君だけを一方的に批判できない。高柳君がしてくれないといって、わたしから口づけなんて恥はずかしくてできやしないのだ。

『あすみ。迷う前に行動でしょ。彼とキスするのが夢だったんじゃないの？』

「リサ」

『高柳君がダメダメなら、あすみの出番。恋は二人でするものよ』

　リサが背中を押してくれた。リサにそう言われては覚悟を決めるしかない。ドキドキする鼓こ動どうを抑えつつ、高柳君の頰に唇くちびるを近づけた。

「あ、あすみ、お前!?」

　唇の感触に気がついたらしい高柳君がこちらに振り向いた時、アクシデントが起きた。彼の唇がわたしの唇と接触したのだ。

　歓声があがった。

『よかったね。あすみ』

　リサが笑ってくれた。




　ありがと。リサ。

　そしてごめん。




　微かすかに触れた高柳君の感触に胸が熱くなりながらも、わたしをここまで導いてくれたリサに対して罪悪感を覚える。

　わたしは親友の想いを聞き届けてあげられなかった。わたしと一緒にいたいとして宿された彼女は、このまま取り残されたように存在し続けるのだろうか。そうすると佐島君はどうなっちゃうのだろう。

『心配ないよ』

　リサが首を振った。

『友達は友達を困らせたりしないよ。私はあすみの友達、佐島君もあすみの友達だから心配しなくていいの。いつまでもくよくよして、あすみを困らせたりしない。なんといったって私たちはあすみの理解者だからね。ほら、ごらんよ』

　リサの瞳の先にはわたしに優しい微笑みを向ける佐島君がいた。

『佐島君は大好きな女の子が親友と一緒になっても祝福できる人。強くて優しい人なんだから心配ないの。私は消えることができなかったけど、それはそれで良かったと思ってる。だって、あすみは傷心の佐島君が次の恋をできるように手伝ってくれるでしょ？　一緒に恋をみつけてくれるよね？　ほら、なんの心配もない』

　そう笑いながら言うリサ。泣くのを堪こらえてることくらいわかってる。

　佐島君にリサ。二人は最高の友達だ。そしてわたしはいつか佐島君にとって真の友達になってリサという妄想を消してあげないといけない。たぶんそれがわたしのためにリサを宿してくれた佐島君への責任の取り方なんだと気がついた。わたしを一番好いてくれた彼のためにそうしなくてはいけない。

　そう気がついた時、満面の笑みを浮かべた京子さんがチケットの束を空高く放り投げた。

　チケットは夜空の中に広がり、キラキラと銀色に輝いて舞い落ちてきた。まるでわたしたちの恋の成就を祝福するように。友達の好意を祝福するように。ここにいる中学生たちの前途を祝福するように。

　わたしはキラキラ舞うチケットに手を伸ばし、あらためて始まるだろう中学三年生への招待券を摑つかんだ。




　　　　　＊＊＊




　お祭りのような騒ぎが去り、野球部員たちは自転車にまたがると「お幸せにぃ」などと言いながらそれぞれの家へ帰っていった。

「あすみ。この貸しは高いわよ」

　利沙。

「高柳。僕の気持ちを無駄にしたら許さないぞ」

『あすみ。これからもよろしくね』

　佐島君とリサ。

　きっと辛いはずなのに二人とも笑っている。彼らの顔は大人のものだった。わたしより一歩先に大人になった二人は京子さんに肩を抱かれながら歩いていく。

　今のわたしにできるのは彼らの後ろ姿に頭を下げることだけだった。

「あすみ、ちょっと付き合え」

　高柳君に手を引っ張られた。公園の出入り口でたむろしているみんなを見送るつもりらしい。公園から商店街の通りに出ると鶴ちゃんと亀ちゃんがゴリの太い腕に腕を絡ませた。

「ふ、二人とも。いったいどういうつもりだ!?　なぜ俺に擦り寄る!?」

「「ゴリ君を巡った水面下の争いが表面化しただけだよ。卒業までに気持ちを聞かせてくれたら嬉しいなって」」

「って、なぜ俺なんだ」

「「野生と知性に溢あふれたゴリ君に惚ほれるのはおかしなことじゃないよ」」

　声を重ねて同じことを言う鶴亀コンビ。鶴ちゃんの美乳がゴリの右腕に食い込み、亀ちゃんのエッチなお尻しりがゴリの左手にコツコツ当たっている。島中男子がことある度に論争を繰り広げる鶴ちゃんの胸or亀ちゃんの尻が、ゴリラ似の郷ごう原はら剛つよ士しに両方とも委ゆだねられている。ゴリはこの突如生まれた三角関係に耐えられるのか。というより、おっぱいとおしりのどちらを選ぶのか。

『そうじゃないでしょ！　由衣さんが好きなんだから四角関係よ。ああ、後ろからジト眼で由衣さんが見てるぅ！』

　ツンデレ姫のユイヒメはテンパリ姫と化し、従妹いとこの由衣ちゃんはこれまた複雑な視線をゴリに浴びせている。ゴリにもモテ期が到来したようだ。

　モテゴリは郷原青果店に逃げ込み、鶴亀コンビは父ゴリラを「お父様」と呼んで驚かせ、由衣ちゃんとユイヒメは溜め息をつきながら店の手伝いをする。

　彼女たちの恋の行方ゆくえはいかに!?

　しばらくゴリたちから眼を離せなそうだ。

　郷原青果店を後にして瀬せ田たが谷や駅の方へ。高こう架か線せんのガード下には商店が軒のきを連ね、その奥には万引きが横行していた本屋が見える。あの本屋では虚こ無む僧そうからラブチェキを授けられた。駅の改札に眼を移すと、箱はこ根ねへ行ったことや新しん宿じゆくへライブを聞きに行ったことを思い出した。

「あすみさん、高柳君。わたしたちはここで失礼します。これから川上君のお家に行かないといけないので」

「また会おう。交際で悩むことがあれば相談に乗る」

「何が『相談に乗る』だ。この前、迷惑をかけたくせに」

『峰倉様。すでにお二人の方が恋愛において数歩先を歩まれております。どうか無礼のないよう、お気を付け下さい』

　妄想メイドのカナに窘なだめられた。オールワークスメイドからハウスメイドに昇格したカナは尊敬する主人を罵ば倒とうする者を許さない。使用人の鏡みたいな娘だ。そして交際歴三カ月にして、キスより数歩先を歩んでいるという仲居ちゃんと川上がどこまで進んでいるのか気になって仕方がない。この時間に彼氏の実家へ行くってどうなってんだ？

「なんか中三になった途端、面白くなってきたな。次は祥さち子こさん家に行こうぜ。この流れならお家に上げてもらえるかも。お部屋に入れてもらえるかも」

「ぜったいにそれはありえませんから。天地がひっくり返ってもありえません」

　沢田の欲求に対して完全拒絶の仁島さん。この二人のことも気になって仕方ない。

「ねぇ、結局のところ仁島さんって沢田のことどう思ってるの？」

「友達以上恋人以下です！」

　ああ、なるほど。

　一応は意識してるんだね。というより未満とすべきところを以下にしている仁島さんが可愛すぎる。「書かき初ぞめ事件」なんてことがあったけど、本当に仁島さんと友達になれてよかった。

「では、私たちもここで失礼します」

「そんじゃまたね、峰倉ちゃんたち」

　成せい条じよう駅に出ると仁島さんと沢田は交差点を曲がって家へ帰っていった。

「俺もここでさらばだ。非リア充じゆうとしてはこれ以上付き合いきれん」

　宮里学級委員がマッグの前で立ち止まった。

　マグドナルド成条駅前店からはハンバーガーの匂いが香っている。みんなで集まって遊んだり相談したりした。虚無僧と別れたのもこの店だった。

「夕飯をここで食べるの？」

「食事はついでだ。ブルマについての論文をまとめねばならない」

『そうそう。硬こう派はな宮里君はあたしと共にブルマ道を貫くのだ』

　ミウ。今なら告白できるよ。

　妄想少女と出会って得た最大の収穫はブルマの魅力を知ったことだ。君の引き締まったお尻に顔を埋めたいと幾いく度ど思ったか。いつか宮里がブルマプレイできる日が来ることをわたしは願っている。

『あたしもあすみと出会えて良かったよ。あすみが黒短パンから黒ブルマに替えてくれて本当に嬉しかった。これからもブルマをよろしく。ブルマを穿はけばずっとあたしと繋がってられるよ』

　わたしに抱きつくミウ。この快活な笑顔にわたしは何度も励まされた。宮里が手を振り、マッグに入って行く。しかし、その時。

「ふぇぇ～寝過ごしたよぉ。うひゃ！」

　ハンバーガーが宙を舞い、その下ではマッグから駆け出してきた少女と宮里が衝突した。

　見慣れない制服を着た少女がとっても恥ずかしい転び方をして、しかも宮里はどういう倒れ方をしたのか少女のスカートに頭を突っ込んで気絶している。

　宮里の顔は紺こん色いろのブルマの上に乗っていた。

　そして、宙に舞ったハンバーガーがポトリと宮里の頭に落ちた。わたしにはその光景がブルマと宮里の頭部を具にした新しいハンバーガーに見えた。

「はわわ。ブルマがなければお嫁に行けないところでした！　あの！　ブルマの人！　しっかり！」

　アニメ声の女の子は伸びている宮里を抱き起こすと、小さな身体だというのに宮里を背負ってどこかへ走っていってしまった。どこ行くの??

「……い、いったい何が起きたんだ？」

「ボーイミーツブルマですよ」

　出会いなんてどこに転がってるかわからない。そして、あの名前も知らないブルマ少女がどことなくミウに似ていたことが愉ゆ快かいだった。

『あすみ、素晴らしい出会いが到来したよ！　おっと、こうしちゃいられない。あのブルマちゃんを追わないと！』

「がんばれ、ミウ！」

『よっしゃ』

　わたしが大好きなミウはガードレールを跳び越え、車のボンネットでジャンプして宮里たちの元へ跳とんでいった。

　宮里の容体はさておき、ミウには幸せになって欲しい。全世界のブルマニアのために。ブルマ復権のために。

　こうして皆と別れ、わたしは高柳君と成条駅前に取り残された。

「せっかくだから仲居ん家も見て行くか」

「うん」

　マッグの通りを少し進んで右に曲がると長い生け垣の道が続いている。ここから見える全部の区画が仲居ちゃんのお家だ。資産家だけど微妙に上手くいっていないお家。川上と仲居ちゃんは恋愛以外の「壁」に悩んだ。この大きすぎる門を見て川上は彼女と付き合うのをやめようとした。だけど、今は壁を突き破って仲良くやっている。二人の恋を手助けできて本当によかった。

「ここを曲がると仁島の家だな」

「土ど井い先生と一緒に行きましたね」

　一時的に不登校になった仁島さんと話しに彼女の家を訪問した。怖そうなお母さんに阻はばまれて会えなかったけど、最終的にわたしたちの気持ちは仁島さんに伝わった。それは沢田が暗躍したおかげでもあった。

「修了式の告白はすごかったな」

「あれは島しま中ちゆうの伝説になりますよ、きっと」

　思わず全校生徒を前にした痛い告白を思い出して笑いが込み上げた。

「ここまで来たんだ。学校に忍び込もうぜ」

「合がつ点てんです」

　今度は島村中学校へ向かった。長い坂を下るとプール門に出る。

「知ってますか？　あのマンションの屋上から島中がよく見えるんですよ。利沙が教えてくれました」

　高柳君はマンションを見上げると、苦笑いをした。

「男子の間じゃ有名な場所だよ。夏になると水泳部を覗のぞく男共で大混雑するんだ。というより、この前からずっとあそこで校庭を見ていたのはあすみたちか。佐島が気にしていたよ」

　なんと屋上にいたことがバレていたようだ。やけに紅白戦が白熱していたのは屋上で観戦していたわたしたちを意識していたせいか。佐島君め。きっと勘がよい彼は観客がわたしたちだと気づいていたにちがいない。あの人は腹黒い。なんだか笑いが込み上げた。

「先に門を飛び越えるぞ」

「気をつけて下さいね」

　辺りを窺って、高柳君が門を飛び越える。背が低いわたしは門の格こう子しになかなか脚をかけられず、高柳君に引っ張り上げてもらった。

　そして闇夜に紛れて体育館の陰へ。こんなに真っ暗な学校は初めてだ。それに物音一つしない。校庭が広く感じられ、歩道に面したところだけ仄ほのかに明るかった。

　小走りで体育館に取りつき、高柳君は足下にある細長い窓に手をかけた。

「いつもこの窓は開いているんだ」

　たしかにスルリと窓がスライドした。潜り込むとそこはロッカー室だった。

「ぶっそうな学校ですね。女子のロッカー室がこんなに無防備だなんて」

「鶴つる川かわと亀かめ山やまに注意しておけ。あいつらがここの鍵をいつも開けて帰るんだよ」

「なんのために？」

「さぁな。あの二人には謎が多い。行くぞ」

　高柳君はドアを開け、脇にある階段から体育館の二階へ昇っていく。朝礼を行うステージに出て、そこから体育館を突っ切る。床が月の光で青白く照らされていた。足音をたてないよう気をつけるものの予想外に反響する。スニーカーを脱いで靴くつ下したで高柳君の後を追った。

　体育館から専門教科の教室が集まる校舎へ入る。ここの廊ろう下かの壁には毎年書き初めが掲示される。通るたびにカッターで破かれていたあの光景を思い出すけど、遠い昔のことに思えた。

　廊下を走り抜け、渡り廊下を進んだところで高柳君が止まった。職員室から灯りが漏れていた。

「――土井先生が居残りしてる」

「赤ちゃんが生まれたばかりだというのに大変ですね。教師って」

「まったくだ」

　土井先生は一人のようだが見つかれば怒られるだろうし、迷惑をかけたくない。慎しん重ちように職員室の前を通り抜けた。そして階段へ。足音を立てないように爪つま先さき走りで昇る。屋上へ続く階段の踊り場にたどり着いた。

「この前、ここであすみと佐島の話を聞いた時はかなりテンパったよ。今だから笑ってられるけどさ」

「こちらも驚きました。それより屋上に出てみたかったですね」

　ドアノブを回してみたがやはり施せ錠じようされている。すると高柳君はポケットから鍵を取り出しドアを開けた。

「なんで合鍵を持ってるんですか!?」

「代々野球部に伝わっているんだよ。いや、うちだけでなく他の部にも出回っているらしいな。誰かが閉め忘れたせいで仲居が危ないことになった」

「そんな事情が絡んでいたんですね」

　屋上に立つと風がわたしたちに吹き寄せた。その風の行方を追いかけると、夜空に月が昇のぼっていた。

　南の空には春の星座、乙女おとめ座が瞬き、二つ星のスピカが白く優しい光を灯している。そして屋上から見下ろす街並みは。

「――綺麗」

　今、わたしたちが歩いてきた町には街灯りが輝き、家から漏れる灯り、商店のネオン、街路灯の規則的な灯火など、光の一つ一つに住んでいる人の息い吹ぶきを感じた。

　クラスのみんなや、野球部に学校の人たち。さっきすれ違った名前も知らない人たちのいろんな感情がこの夜景に集まっている。そして妄想少女たちが夜景に彩りを与えているような気がした。

「あすみ、あそこの寺に母さんがいるんだ」

　高柳君が指差す先はそこだけぽっかりと黒い。妙みよう蓮れん寺じのお墓だ。

「そこで京子さんと出会いました。あの人、幽ゆう霊れいの格好をして驚かせたんですよ」

「俺は京子姉さんと上手くやっていけるかな？」

「もう上手くやってるじゃないですか。それに京子さんは弟との話題作りのためにライブハウスでカラオケしちゃうくらい、やる気満々です」

「ライブハウスで歌ったのはそんな理由だったのか。よく考えれば京子姉さんがあそこで歌っていなければ俺は迷いもしなかっただろうに」

「あの人はトラブルメーカーだから仕方ないです。それに京子さんがいなければ、わたしたちが……つ、つ、つ、付き合うこともなかったですし」

「そ、そ、そうだよな。な、なんだかんだ言って、姉さんに感謝しないといけないんだろうな」

　彼の手がわたしの手に伸びた。

　子供の頃は何度も握っていた手だけど、中学入学を境に触れることがなくなった。今はこんなにもドキドキしながら彼の手を握っている。その手の温もりはわたしに子供の頃とは違う欲求を与える。




　抱いてキスしてしまえ




　ふと、そんな言葉が頭の中によぎって手に変な汗をかいた。だけど、なんとなく彼の身体がわたしに近づいた気がした。

　べ、別にいいじゃん。仲居ちゃんだって何度もチューしてるし、気持ちが通じ合ったんだからそれくらい許されるはずだ。というより、さっきのハプニングが高柳君との初めてというのは納得がいかない。やり直したい。

　それにこういう時は男子が宿すエッチな妄想少女たちに倣った方がいいはずだ。そんな気持ちになって、高柳君の背に合わせて背伸びをした。その時。

　屋上に突風が吹いた。神様か仏様のいたずらか、猛烈な上昇気流がわたしの足下を襲い、スカートを巻き上げる。そこで恥じらいが甦り、高柳君の手を振ふり解ほどいてスカートを押さえた。

「き、気をつけろ。昔からスカート穿いてる時は細心の注意を払えと言っているだろう！」

「今のはしかたないです！　というより、そんな保護者みたいな言い方しないで下さいよ！」

「じゃあこれは彼氏からのクレームだ！」

「クレーム!?　彼女にクレーム出したぁ！　わたしに何の不満があるんですか高柳君！　まさかパンツの色!?」

「それだよ、それ」

「純白が不満なの!?」

「ちがうって。その高柳君って奴。不自然だろ？　名前で呼ぶとか何か工夫してくれ」

　そうでした。

「いたらなくて申し訳ありません。旦だん那な様さま」

「もっと自然に」

「おまえさん」

「ふざけんな」

「ご主人様」

「くぬ！」

　回まわし蹴げりが飛んできたので、わたしは足払いして転ばせた。遠慮しなければわたしの方が強いのだ。

　それにしてもやっていることが子供の頃から全然変わっていない。

　だけどそれでいい気がした。

　というよりこれで十分だ。

　そうだよね？　キョウコ。

　ドアを見るとセーラー服の女の子が髪をなびかせ階段を降りていくのが見えた。

　お母さんへの憧れから生み出され、お姉さんという現実とごちゃまぜになった妄想少女キョウコ。

　高柳君の中でお母さんへの憧れに区切りがついたのか、京子さんを受け入れたのか、それとも高柳君の一番がわたしに戻ったからなのかわからない。真相はどうあれ、妄想少女を必要としなくなったのは喜ぶべきことだと思う。

　わたしは祝福を込めて仰あお向むけで転がっている彼の頰にキスさせてもらった。

　唇にできないのがわたしらしい。

　ま、そのうち大人っぽいキスもできるだろう。いや、キスを高校入学のご褒美にしてもらえば志望校に入れるかも。夢は広がる一方だ。

　そんなことを考えていると、星を見たくなって、高柳君と同じように仰向けになって寝転がった。

　都内では滅めつ多たに見えない天の川まで見える。堪えきれないくらい嬉しくなった。今はこと座の織り姫しか見えないけど、季節が進めば天頂まで彦星も昇るだろう。その頃まで高柳君と、いや、ずっとずっと彼と空を見上げていたい。

　ふいに高柳君が上着を脱いでわたしに掛けてくれた。上着の温もりに心まで温かくなると、このところの精神的困こん憊ぱいが一気に襲ってきて、堪えきれない眠気がわたしを襲った。高柳君の上着はポカポカして温かくて、すぐそばには彼がいる。これで眠るなって方が無理だ。

　わたしは高柳君に身を委ねて、眠りに落ちた。
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　スゥッと意識が遠のくと、わたしはどこか白くてフワフワした所を漂っていた。

　入道雲のど真ん中に浮かんでいるとこんな感じだろうか？　とにかく現実感のない真っ白な空間にプカプカ浮いている。

　この感じは白と黒の違いはあるけど、三カ月前のあの時と良く似ていた。

「おーい。ここへわたしを呼んだのはお坊さんだろぉ？　出てきてよ」

　ここは夢の中だ。きっと虚こ無む僧そうがわたしを「ここ」に呼び寄せたに違いない。あいつはわたしの夢に侵入できる合鍵を仏様から持たされているのだろう。案あんの定じよう、虚無僧のしわがれ声が返ってきた。




　――峰みね倉くらあすみよ。男の隣となりで寝てしまうなど無防備極まりない。恥はじを知るがよい。




「いきなりお説教ですか。高たか柳やなぎ君はイタズラしたり、変なことはしないから安心だよ」




　――たしかにそうじゃが、愛する異性が隣で寝ているのだ。煩ぼん悩のうに苛さいなまれることは間違いあるまい。せっかく念願叶って付き合いだしたのだ。男を苦しめるようなことは慎むがよい。




「……た、高柳君に性欲的なものがあったなんて……。夢から覚めたら初体験をすましてたらどうしよう」




　――愚おろか者ものめ。左様な心配がないから高柳尚なお人ととつがいになったのであろうが。




「冗じよう談だんだよ。それより酷ひどいじゃないか」




　――何がじゃ？




「恍とぼけないでよ。トルコ周遊シルクロードの旅をしているんでしょ？　せめて、さよならくらい言わせて欲しかった」




　――小こ坂さか京きよう子こに聞かされたか。困ったおなごじゃ。




「……もう会えないんですか？」




　――会う必要がなければ、もう顔を合わせることはあるまい。




「そんな寂さびしいこと言わないで下さいよ。この先また、災厄とか起きたらどうすればいいんですか」




　――今のお主なら凶事が起きようと乗り越えられるじゃろうし、よしんば起きたとしてもやり過ごすこともできよう。頼りになる河内こうち利り沙さや佐さ島じま洋よう平へいなどの親友もおるし、何より高柳尚人がいるではないか。




「でも」




　――大丈夫じゃ。それより迫り来る受験に備えよ。せっかく想い人と分かり合えても、高校が違えばそれこそ災厄になろう。




「恋愛の次は勉強か。まぁ、高柳君の彼女になった今、受験なんて怖くないよ。悩みの全てを占めていた恋愛問題が払われた今、勉強など恐るるに足らずです」




　――ふむ。楽天的すぎるが、それこそお主の良いところであろうな。




「ね、褒ほめついでに教えてよ」




　――拙せつ僧そうに答えられることであれば。




「わたしの妄もう想そう少しよう年ねんってどんな顔だったの？　やっぱ高柳君みたいな子？　それとも途中で佐島君になったりしてたの？　全部終わったんだからもう教えてくれてもいいでしょ？　ね」




　――どうしても知りたいか？




「うん」




　妄想少年の容よう姿しを虚無僧に尋ねると、これまで真っ白だった空間に変化が起きた。

　視界が真っ白なので何が起きているかわからないが、背中から前の方へ向かって、風が吹いているような感じがした。その風に吹き飛ばされないよう身を屈かがめると、急に周囲の色が黒や茶色、紫と様々な色に変化して明るくなった。

　すると錫しやく杖じようの音が響き、突然目の前に巨大な虚無僧が現れた。

「でかっ！」

　これまで視界を白くしていたのは虚無僧が首に巻いているファーだったようで、わたしが小さくなっているのか虚無僧が巨大化しているのかわからないけど、どうやらわたしはファーにくっついていたようだ。

　今、わたしは虚無僧の手の平に乗っている。まるで西さい遊ゆう記きの世界に迷い込んだようだ。




　――見せてやろう。お主の妄想少年を。




　虚無僧は巨大な手で被かぶっている編み笠の紐ひもを緩ゆるめた。自分の顔に妄想少年の顔を投影するつもりか？　期待して笠に手をかけた虚無僧を見ていると、笠の中から強烈な光がわたしを襲った。とても眼を開けていられない。




「た、たんま！　見なくていいや、つーか眩まぶしくて見えないし！」




　瞳を焼かれるような痛みまで感じて、わたしが笠を被れと叫さけぶと光がやんだ。

　だけど眼が眩んで視界が真っ白になってしまい、虚無僧の姿だけでなく何も見えなくなってしまった。




　――見えざる者を見ようとするからじゃ。いない者を見る必要もなかろう。




「そ、そうですね。ようやく真理に気がつきました。余計な物は見ないようにします。見なくていいものは見ません。というか眼が痛いよ」




　――悪霊と関わってこの程度ですんだことをむしろ有り難く思うのじゃな。与えた目薬を使うがよい。




　なるほど、ここであの目薬が役に立つのか。わたしの心を見透かしているというか、サポート万全というか……。




　――では、そろそろさらばぞ。二度と会わずに済ませたいものだ。




　虚無僧が錫杖を打ち鳴らした。

　遠ざかっていく足音と錫杖の響き。それが次第に遠ざかっていく。

　自称、現世最強の法力を持つ虚無僧。

　わたしに悪霊の除霊をしろとコンタクトレンズを与えた不思議なお坊さん。去ったということは悪霊が祓はらわれたことを意味するのだ。

　悪霊の正体はわたしが宿す妄想の少年。存在そのものは危険ではないが、高柳君に過度の期待を抱くわたしの性根が危険だった。

　そして、もし悪霊彼を消すことができなければ、高柳君はアイデンティティを喪そう失しつしたままどうなっていたかわからないし、佐島君はわたしの宙ぶらりんな気持ちに振り回され続けただろう。京子さんだって自分の不安に押おし潰つぶされていたかもしれない。きっと皆が不幸になっていたはずだ。

　それに心霊のことなんてわからないけど、生きている人を不幸にするのが悪霊であれば、わたしはたしかに悪い霊に取とり憑つかれ、苛さいなまれていたのだ。

　これまでの経験でわかったことは妄想ばかりしてはいけないってこと。妄想とは自覚していない精神疾患。高柳君を好きで、彼が全能の神みたいに完全な男子だと思っていたけど、実際はどこにでもいる普通の子で、女子から告白されたら動揺もするし、好きな女の子を意識しすぎてダメになってしまう人だった。

　だけど、それを知ったからって別に気持ちは変わらない。もしかしたら四カ月前のわたしだったら失望していたかもしれないけど、今は逆に普通の男の子だと知って安心している。

　いろいろあった四カ月の間に学んだことはそんな当たり前のことだけど、もしかしたらそれに気づくことが大人への一歩かもしれない。人生のターニングポイント。たぶんわたしは上手く進むことができたと思う。




　こうしてわたしは虚無僧とも別れを告げた。




　　　　　＊＊＊




　翌朝。

　わたしは病院で目を覚ました。

　そう、病院である。

　以前、超高熱で救急搬はん送そうされた国立こども医療センターへ高柳君に連れてきてもらった。

　その理由は眼に突とつ如じよ耐えられないほどの激痛が生じたためである。さっきまで火ひ箸ばしで眼を突かれているような痛みに七転八倒していた。

　診しん察さつの結果は角かく膜まく浸しん潤じゆん。馴な染じみのない病名だが、炎症や細菌感染が引き金になって起きる眼病の一種だという。コンタクトレンズの誤った使い方、例えば使い捨てコンタクトの連続使用や長時間装用などで引き起こされることも多いとお医者から教えてもらった。

「……落ち着いたか？　あすみ」

「ご迷惑を掛けて申し訳ありません」

「まったく驚かせやがって……」

　さっそく高柳君を心配させて自じ己こ嫌けん悪おだ。高柳君からすれば「彼女」といい雰ふん囲い気きになったと思ったら、急に両眼を押さえて激痛を訴えられたのだから驚いただろう。タクシーの中で転げ回り、醜しゆう態たいを晒さらしたことを思い出して恥はずかしくなった。

「眼はきちんと見えているんだよな？」

「痛いけど普通に見えます。それより、ごめんなさいです！」

「気にするな。あとで精密検査するってさ。普通は失神するほど痛くならないっていうから、頭の方も調べたいんだって。しっかり診みてもらうんだぞ」

「うん」

　だけど、たいしたことにはならないと思う。

　原因はおそらく虚無僧の言いつけを守らずにコンタクトをしたまま眠ったからだ。たぶん普通のコンタクトであれば一晩……というより、ちょっと寝ただけでこんなことにはならないはずだ。

　思えば虚無僧からコンタクト装用についての注意を受けた。あのお坊さんはわたしがこうなることを予知していたのだろう。それにさっき、お医者さんの眼を盗んで目薬を点さしたら痛みが晴れた。まだ眼は真まっ赤かだけどそのうち収まると思う。ただ残念なことは。

「コンタクトはしばらく着けるなってさ。まぁ、そんな眼じゃ、どっちみち着けられないだろうけどな」

　そういうことだ。

　だけど「しばらく」ではなく、一生着けられない気がする。もしくはコンタクトを着けても妄想少女は見えないように思える。虚無僧は悪霊を祓えとわたしにコンタクトを授けた。どうにか悪霊を祓えたわたしにコンタクトは必要じゃなくなったのだ。

　リサやミウ、ユイヒメたちと会えないけど、わたしはもう……。

　病室をノックする音が聞こえた。

「あすみ、大丈夫!?」

「峰倉さん、大丈夫かい!?」

　利沙と佐島君だ。学校が始まっている時間だというのに心配して病院まで来てくれたのだ。きっとリサも一緒にいるだろう。

　もうリサと触れ合えないのは悲しい。だけど見えなくても、ほら、佐島君の隣にリサがいるような気がする。

　河内利沙。この美少女とはこれから先、迷惑を掛け合い、助け合いながら、大人になっても友達でいるだろう。リサが与えてくれた大事な友達。リサがいなければ利沙とも親しくなれなかった。

　こうして分身みたいな子まで残してくれたリサ。

　彼女を宿してくれた佐島君に報いるような手助けをすることが、わたしに課せられた使命だろう。




　さよなら、リサ。




　そう思えたことで、わたしは不思議なコンタクトレンズともお別れできた。
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「見送りされるなんて照れるね」

　東とう京きよう駅、東海道新幹線14番ホーム。

　お土産みやげを選んだりしていたら、のぞみ２６７号はホームでドアを開けて待っていた。

　結局、京きよう子こさんはあれから三日滞在し、上京してちょうど二週間を区切りにして京都へのチケットを買った。新幹線の前ではわたしと尚なお人とちゃん、佐さ島じま君と利り沙さの四人で京子さんと修学旅行で会う約束を取り付けたりしている。

　あの後、京子さんが三日も滞在を延長したのは部屋の大掃除をするためだった。

　高たか柳やなぎ家の二階には尚人ちゃんとまなちゃんの部屋があるが、その奥には物置部屋がある。そこは生前、お母さんが使っていた部屋で、この三日間家族総出で片付けをした。もちろんわたしも手伝ったのだが、部屋を綺き麗れいにした理由は少し考えれば誰だれにでもわかると思う。

「これで入試も楽に受けられる。次回の上京が楽しみだ」

「京子さん？　上京を楽しむためには出席日数をしっかり把は握あくしなくてはいけませんよ？　まさか始業式からの登校日数がたった一日なんて思ってませんでした」

　利沙が浮かれている京子さんに釘くぎを刺す。二週間も高校を休んで大丈夫なのかと問い詰めたら、これまでに始業式の一日しか学校に行っていないと懺ざん悔げしたのである。どこで何をしていたのかと尋たずねれば、北ほつ海かい道どうで不登校児のカウンセリングをしていたという。まずは自分自身が不登校児だとわかってほしい。

「まぁ心配するな。これからは毎日学校に行くよ。せっかくあの部屋で暮らせるようになったんだから気をつけるさ」

　そうなのだ。京子さんは東京の大学に進学する決心をした。

　当人は「京大でギリギリだから本気で勉強しないと」なんて言っている。どうやら狙ねらっているのは東大らしい。冗じよう談だんなのか本気なのかわからないが、高柳家に下宿するのは確定しており、この三日の間に家具まで買ってすぐ住めるようにしてしまった。気が早いことこの上ないが、どうやらまなちゃんと買い物をする約束を果たしたかったらしい。おかげで仲が良くなりすぎた姉妹は離れがたくなってしまい、昨夜なんかまなちゃんが泣きながら京子さんを引き留める始末だった。しっかりしているように思えるけど、まだまだ子供だ。

「尚人君、まなを頼むぞ。妹を困らせたら姉が承知せんからな」

「わかってるよ。姉さん」

「ついでにあすみ君も大事にしてやれよ。好意は言葉に出してはっきりと言わなくてはいけない。隙を見せたら、友達連中が悪さをしかねないからな」

　尚人ちゃんが佐島君を見て苦笑いする。その悪さをしかねない親友が高柳君のカバンを叩たたきながら言った。

「ほら、高柳。京子姉さんに渡す物があるんだろ？　早くしないと新幹線が出てしまうぞ」

　佐島君が尚人ちゃんに何か渡せと急せかしている。二人の様子を見て、「プレゼント？」と京子さんが首を伸ばすから、尚人ちゃんが真まっ赤かな顔をしてしまった。ジーパンに生足のショートパンツが密着すれば、弟としても困るだろう。このお姉さんは思し春しゆん期き男子の気持ちをもう少し考えた方がいいと思う。来年同居したらまたトラブルが起きるのは間違いない。

　だが、そうしている間にもホームが慌あわただしくなってきた。あと三分ほどで発車の時刻だ。

「高柳君、何か渡す物があるのでしたら、早くしないと新幹線が出発しますよ」

「わ、わかってるって！　姉さん、これ！」

　尚人ちゃんがポケットから取り出したのは鍵だった。

　家の鍵だ。まなちゃんお気に入りの猫ねこキーホルダーがぶら下がっている、

「親父から渡せって言われたんだ」

「……尚人ちゃん。照れる気持ちはわかりますけど、噓うそはよくないですよ。噓つきは大嫌いですから」

　まだ子供っぽいところが抜けない尚人ちゃんを叱ると、言い直してくれた。

「いつでもこの鍵を使ってよ。早く一緒に住みたいと思ってる」

　鍵が京子さんの手の平に乗せられた。

　たぶん、この鍵が京子さんにとっての「鍵」だったのだろう。

　その証拠に尚人ちゃんの手から鍵を受け取った京子さんの眼から涙が溢あふれ、泣き出してしまった。

「ちょ、姉さん!?」

　高柳君にはわからないだろうけど、わたしには京子さんが弟から家の鍵をもらって泣き出した意味がよくわかる。四年もの長い間、この人はこの時を妄もう想そうし、彼女もまた妄想少年ナオトを宿していたのだから。




　新幹線の発車を知らせるベルが鳴った。

　中学三年生が始まって三週間。

　わたしには彼氏ができて、尚人ちゃんにも彼女ができた。京子さんは家族を得て、長年の想いを成じよう就じゆした。そして利沙とは親友になって、佐島君とは良い友達になれた。わたしは二人の友達を失恋させてしまったが友情は変わらずに続いている。いや、より固く結ばれたと思っている。

　もしコンタクトを授けられてからの四カ月で自分がどう成長したのか尋ねられれば、今こうしてハッピーエンドとも言える状況に身を置いていることだと胸を張って答える。




　中学三年生はこれからだ。

　志望校を決め、夏には受験勉強に励み、秋にはみんなで修学旅行、冬には受験が待っている。

　高校は彼と同じ所に行きたいし、そのためには勉強を死ぬほど頑張らなくてはいけない。そうしないと虚無僧が悪霊を祓いにやってくるかもしれない。そんな気がする。願わくばあのお坊さんと会わないでいられればと思う。

「それじゃ、みんなまたな！」

　発車のベルが鳴り終わり、京子さんはリュックを背負って新幹線に乗り込んでいった。いろいろなことを教えてくれた彼女に感謝だ。そして、みんなに感謝。昨日のわたしに感謝。

　こうして小こ坂さか京子は京都へ帰っていった。




「なぁ、これからどうする？」

　ホームを滑すべるように走っていった新幹線を見送り、尚人ちゃんがみんなに尋ねた。

「僕は生徒会の仕事があるから学校に行くよ。河内こうちさんは？」

「私はライブハウス。沢さわ田だが歌えってうるさくてね。ヒマになっちゃったし歌姫でも目指してみるわ。あすみも遊びに来る？」

「わたしは勉強するから行けないよ。今日から尚人ちゃんと同じ高校を目指して勉学に励むのだ！」

　みんなが「え!?」と声を上げた。何もそんな驚かなくてもいいだろうに。わたしは明日を見み据すえて生きる女に生まれ変わったのだ。

「じゃあ、俺おれは勉強見てやるよ」

　高柳君はわたしの肩をポンと叩いて彼氏らしいことを言ってくれた。やっぱり、わたしの好きな人はよくわかってくれている。

　この先もずっと彼と一緒にいたい。高校や大学、大人になってからもずっと一緒にいたい。わたしはただそう思った。

　そして、それがすごく幸せなことだと思えた。




　しかし、この時のわたしは更なる困難が待ち構えていることをまだ知らない。

　三年Ａ組が学級崩壊を起こしたり、保管していたコンタクトが盗まれたり、利沙が京都の名門高校に進学して思春期相談事務所の二代目所長になったりと、この先、本当に様々なことが待ち構えていた。

　だけどそれは未来のお話。




　今、わたしたちはプラットホームで別れてそれぞれの道へと歩き出した。

　わたしと尚人ちゃんは受験勉強をしに家へ。

　佐島君は生徒会室へ。

　利沙はライブハウスへ。

　みんな将来を見つめて歩き始めている。




「行くぞ、あすみ」

「うん！」




　そして、わたしも自分の進むべき道を決めて足を踏み出した。

　彼と一緒に。

　わたしが好きな人と共に。








あとがき




　こんにちは、やのゆいです。

『わたしと男だん子しと思し春しゆん期き妄もう想そうの彼かの女じよたち』ご愛読、ありがとうございました。デビュー作でありながら四巻まで続けることができたのはここまで読んで下さった皆さまのおかげです。重ねてお礼申し上げます。

　思えば「わたかの」を書いたこの一年、本当に楽しい経験をさせていただきました。「えんため大賞」優秀賞を受賞して、念願の作家デビュー。それまで小説を書いても自分しか読者がいませんでしたが、それが全国の本屋さんの棚に並ぶという大きな前進をすることができました。そして読者アンケートやネットで感想を頂いたり、時にはお手紙をもらうなど、書いた作品への感想に飢うえていた私にとって夢のような日々でした。これは峰みね倉くらあすみにお礼を言わねばなりません。

　お礼と言えば、私はこれまで作品が完成するたびに「お礼の儀ぎ式しき」をしています。行きつけの喫きつ茶さ店てんで、作中もっとも活躍したキャラクターに感謝を込めてコーヒーとケーキを奢おごっているのです。一人で来店しているにも関わらず二人席に座ってトレイを二つ並べている光景は寒くて痛い感じですが、もはや恒例になっているので何も怖くはありません。

　まず第一巻はリサにニューヨークチーズケーキを奢りました。第二巻でのサチコにキャラメルシフォンケーキ、第三巻の時はカナにキーライムケーキです。この子たちは何のケーキが好きなのだろうかと妄想しながらオーダーするのは結構面白いものです。

　そんなわけでこの最終巻では峰倉さんにケーキを奢るつもりです。この子は中学生にもかかわらず非常に働き者でした。友達や妄想少女のために突っ走る子で、時には凍とう死ししかけたり生いき埋うめになったりもしました。また妄想癖のある変態さんですが「やればできる子」です。それにしてもまさかリア充じゆうにまで登り詰めるとは作者ですら予想していませんでした。というより作者でありながら彼女の行動は予測できず困らされました。さっきまで「高たか柳やなぎ君[image: ]」とか言っていたのに、次の瞬間にはリサのニーソにヨダレを垂らしたりと行動が一貫しません。おかげでご褒美のケーキを何にしていいのか迷ってしまいます。

　アップルクランブルパイがいいのか、レモンケーキが食べたいのか……。コーヒーが飲みたいのか、紅茶が飲みたいのか……。何を選んでも喜びそうだし、文句を言いそうです。こんな彼女では高柳君も苦労しそうです。

　しかし私は峰倉あすみに苦労させられましたが救われました。なんと言っても念願だった本を出すことができたのですから。自分のキャラにお礼を言うのは変ですが感謝しています。また、彼女の活躍を見守って下さった読者の方、編集の長島さん、編集長、編集部の方々、地元の友人、あすみたちに命を吹き込んで下さったみやびあきの先生、皆さまには本当に大変感謝しています。感謝してもしきれないくらいです。それではあすみにケーキを選びつつ、筆を置きたいと思います。それでは、またどこかで皆さまとお目にかかれる日を祈って。
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